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キヤノン製品のお買い上げあ D がと 5 ございます。 

E 0 S -1 D は、高精度エ U ア AF 機能を搭載した高性能デジタル AF - 眼レフカメラです。本機 
は、有効画素数約 4] 已万•高精細大型 CCD センサー搭載、全 EF レンズ群対応、いつでもす 
ぐに撮影でさる画期的な機動性、簡単な自動撮影から高度な応用撮影にまで最適対応する豊 
富な撮影機能など、さまざまな特長を備えています。 

なお、記録媒体には、コンパクトフラッシュカード （ CF カード Type し II )を使用します。 

ご使用になる前に、カメラを手にとりなびら、このカメラユーヴーガイドをお読みになって 
理解を深め、操作に慣れた上で正しくお使いください。 

* CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 


巧書電波自主規制について 

このカメラ（本機）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準にもとづくク 
ラス B 情報技術装置です。このカメラ（本機）は、家庭環境で使用することを目的としていま 
すび、このカメラ（本機）をラジオやテレビジョン受信機に近接して使用すると、受信障害を 
引き起こすことびあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いをしてください。 


試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをし、画像び正常に記録されていることを確認してください。 

万一、カメラ（本機）や記録媒体 （ CF カード）の不具合により撮影画像の記録やコンピュータ 
一への読み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 


着作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人として楽しむなどのほ 
かは、著作権法上、権利者に無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示会などのラち 
には、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限している場合びありますのでご 
を意 < ださい。 

参 Canon および EOS は、キヤノン株式会社の商標です。 

参 Adobe 、 および Photoshop は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社） 
の商標です。 

• CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

• IBM PC / AT シ U — ズは、米国 International Business Machines 社の商標または登録 
商標です。 

参 Macintosh は、米国および他の国で登録された米国アップル〕ンピュータ社の商標です。 

• DCP は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、現在、商標登録出願中です。 

参 DCF □ゴマークは、（社)電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera File System 」 
の規格を表す団体商標です。 

♦ その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

• DCF は、主としてデジタルカメラの画像ファイルを関連機器間で簡便に利用し合うことを目的として 
制定された（社）電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の規格の 「Design rule for Camera 円 le System 」 の 
略称です。 
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同 tB 品の確認 

初めてご使用になる前に、下のものびすべてそろっているか確認してください。万一、足 
りないちのびあるとさは、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 


□ E 0 S -1 D / カメラ本体（ボディキャッスバッテ IJ - 室キャップ付き。曰付/時計機 
能用 IJ チウム電池内蔵） 

□アイカップ Ec-ll 

□ ニッケル水素パック NP - E 3 (保護カバー付き） 

□ ニッケル水素チャージャー NC - E 2 

□ DC カプラーキット DCK - E 1 
□ネックストラップ L 4 
□八ンドストラップ E 1 

□ インターフェースケーブル IFC - 20 0 D 6 


□ EOS Digital Solution Disk 

アドビ フオトショップエルイーディスク 

□ Adobe Photoshop LE Disk 


□ EOS-ID 使用説明書 (本書） 

EOS -1 D の撮影機能について説明しています。 

□ ニッケル水素パック NP - E 3 使用説明書 
□ ニッケル水素チャージャー NC - E 2 使用説明書 

□ DC カプラーキット DCK - E 1 使用説明書 

□ E 0 S -1 D ソフトウェア使用説明書 

ソフトウエアのインス I -ールち法や、 E 0 S -1 D で撮影した画像のコンピューターへの取り 
込み、 RAW 画像の現像処理•画像処理、 EOS - ID の各種カスタマイズのち法について説 
明しています。 


□ お客様ご相談窓 □ 

□ 保証書 

□ クイックオペレーションガイド 
□ E 0 S -1 D Accessories 

EOS -1 D の主要アクセヴ U —を紹介しています。 


《撮影画像を記録する CF カードは同捆されておりません。別途ご購入ください。 
なお、 CF カードはキヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 


このデジタルカメラは 、 Exif 2.2 (愛称 「Exif Print 」） に対応しています 。 Exif Print は、デ 
ジタルカメラとプ U ンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 対応のプ U ンターと連携す 
ることで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化して、よりきれいなプ U ント出力結 
果を得ることびでさます。 


はじめに 
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ホワイトバランスブラケティンクの解除.…47 

EI 皿! カラーマト U ックスを選択する . 48 

ISO 感度を設定する . 49 

E 1 皿! 現像パラメーターを選択する . 已〇 

現像ノ（ラメーターについて . 己] 

四五の 撮影画像を見る . 已2 

撮影画像の確認 . 已2 

撮影画像の確認時間 . 已3 

M フォルダの作成と選択 . 已4 

カメラ単独でフォルダを作成する . 已4 

フォルダを選択する . 已己 

四亞!1 ファイル番号の設定ち式 . 已日 

才ート U セット . 已日 

通し番号 . 已7 

強制リセット . 已8 

コンピューターを使ったフォルダ作成 ........ 已8 

3オートフォーカスとピント合わせ . 已9 

AF モードの選択 . 60 

止まっている被写体を撮るときはワンショット AF ..... 61 

画面の端の被写体にピントを合わせる ........ 61 

動いている被写体を撮るときは AI ヴーボ AF ....... 62 

動体予測機能について . 62 

エ U ア AF フレームと AF フレーム . 63 

ED AF フレームの選択 . 64 

AF フレーム選択の基本操作 . 64 

自動選択 . 6己 

任意選択 . 6已 

AF フレームの登録と切り換え . 68 

AF フレームの登録 . 68 

登録 AF フレームへの切り換え . 69 

AF フレームの領域拡大 . 70 

使用レンズの明るさと AF 測距について . 71 

AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ） . 73 

手動でピントを合わせる（マニュアルフォーカス） ...74 

い •; I 測光モードの選択ち法 . 76 

測光モードの種類 . 76 

度] 評価測光 . 76 

垣] 部分測光 . 77 

H スポット測光 . 77 

[] 中央部重点平均測光 . 77 

AF フレーム連動スポット測光 . 77 

マルチスポット測光 . 78 

マルチスポット測光完了後の露出表示 ........ 79 


i 

同捆品の確認 . 

ま全上のごを意 . 

取り扱い上のごま意 . 

すぐ撮影したいちのために . 

各部の名称 . 

本使用説明書上のお断り . 

1使用前の準備と基本操作 . 

バッテ U —を充電する . 

バッテ U —を入れる/取り出す . 

入れち . 

バッテ U —チェックについて . 

取り出しち . 

家庭用電源を使用する . 

レンズを取り付ける/取り外す . 

取り付けち . 

取り外しち . 

CF カードを入れる/取り出す . 

入れち . 

取り出し方 . 

操作の基本 . 

メインスイッチ . 

ソヤッターボタン . 

電子ダイヤルによる機能の選択と設定... 

縦位置撮影時の操作 . 

メニュー機能の操作と設定 . 

メニュー機能-操作早わかり . 

メニュー機能の詳しい説明 . 

液晶モニターについて . 

カメラの各機能設定を初期状態にするには 

鮮明なフアインダーに調整する . 

カメラの構え方 . 

ストラップ/八ンドストラップの付け方... 



EH 四 記録画質の選択 . 

現像処理について . 

皿 ！ n RAW 画像と」 PEG 画像の同時記録 . 

WB ホワイトバランスの選択 . 

ホワイトバランスについて . 

ホワイトバランスの種類 . 

四亞!1 マニュアルホワイトバランス . 

四亞 n 色温度を直接設定する . 

カスタムホワイトバランスを設定する.… 
ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 


目次 ■ 


撮影画像に関ずる設定 . 37 
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目次 


5 写真表現に合わせた露出制御 . 81 


P プ□グラム AE 撮影 . 82 

Tv シャッター速度を決めて撮る . 84 

AV 絞り数値をミ夫めて撮る . 86 

被写界深度を確認する . 87 

DEP ピントの合う範囲を決めて撮る . 88 

M 自分で露出を決めて撮る . 90 

内蔵の露出計機能を利用する . 90 

た 自分の好みに露出を補正する . 92 

〈©〉による補正 . 92 

〈た〉ボタンとによる補正 . 93 

% 露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影.…94 
シャッター速度/絞り数値を変えての AEB 撮影.…94 

ISO 感度を変えての AE 目撮影 . 9已 

AE 目撮影の解除 . 96 

乂 露出を固定して撮る/ AE □ック撮影 ........ 98 

ドライブモードの選択 . 99 

& セルフタイマー撮影 . 100 

アイピースシャッターの使いち . 101 

長時間露光（バルブ）撮影 . 102 

四五田 ノイズを低減する . 103 

み 表示パネルの照明 . 103 

三ラーアップ撮影 . 104 


EOS 専用スピードライト己日日 EX を使用した撮影.. .1 0目 

E - TTL 自動調光撮影 . 107 

撮影モード別- E - TTL 自動調光撮影 ......... 107 

as ノ V イスピードシンク □ ( FP 発光)撮影.. . 10日 

FE 目撮影 . 108 

FEL FE □ック撮影 . 109 

阻スト□ボの調光補正 . 110 

モデ U ング発光 . 111 

ワイヤレスを打撮影 . 111 

スト□ボメータードマニュアル . 112 

TTL 、 A - TTL 自動調光スピードライトについて…]] 3 
ミ凡用スト□ボを使用した撮影 . 114 


た撮影 . 10已 


スト□ボを使二 


7 撮影画像の再生 . 11已 

撮影した画像を再生する . 116 

連続撮影後の自動再生について . 117 

撮影情報表示について . 118 

ヒストグラムについて . 118 

四亞〇 八イライト警告表示について . 118 

EI 五の AF フレームについて . 118 


O - n 撮影画像にプ□テクトをかける . 119 

1コマずつプ□テクトをかける . 119 

Emni フォルダ内の全画像や、 CF 力ード内の全画像に 

一括してプ□テクトをかける . 120 

プ□テクトを一括して解除する . 120 

& 記録画像に音声を録音する . 121 

撮影画像を消去する . 122 

In コマ消去 . 122 

1 フォルダ内の全画像消去 . 123 

IMIQ CF カード内の全画像を消去する ......] 2已 

EmncF 力ードを初期化する . 126 


-による機能設定.. 





皿四 メニュー機能一覧 . 128 

EM カスタム機能の設定ち法 . 132 

IHD 1 カスタム機能で変更できる内容 . 133 

EMfl カスタム機能の一括解除 . 139 

EI 皿! カスタム機能のグループ登録 . 140 

EMfl カスタム機能のグループ登録 . 140 

mm グループ登録したカスタム機能を使用する...] 42 

ノ くーソナル機能について . 144 

Emn パーソナル機能の解除と再設定 .] 4已 

EMn パーソナル機能の一括解除 . 146 
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9 メンテナンス . 

…….147 

EMn 曰付/時刻を設定する . 

148 

曰付/時計機能用電池を交換する ......... 

149 

mm 撮像素テをク U —ー ングする ........ 

150 

,1〇 資料 . 

…1已3 1 


デジタルカメラ-写真の基本用語解説 .........] 已4 

露出警告表示一覧 .] 已7 

プ□グラム線図 .] 已8 

シャッター速度と絞り数値の表示 .] 已9 

エラーコード表示 . 160 

メッセージー覽 . 160 

故障かな？とお考えになる前に . 162 

フ オーカ シングスク U - ンを交換したとさ.…1日4 

主なアクセヴ U —（別売） . 166 

システムマップ . 168 
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ま全上のご注意 


ここに示したミ主意事項は、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への 
危害や損害を未然に防止するためのものです。 

その表示と意味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告： この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 
亡または重傷を負う可能性び想定される内容を示してい 
ます。 

A 注意： この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び損 
害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害のみの 
発生び想定される内容を示しています。 


その他の給表示の例 



行為を禁止する記号 

0 


( S ) 

禁止 

分解禁止 

接触禁止 

〇記号は、 

行為を禁止する内容を告げるをのです。 


Q の中に具体的な禁止内容び描かれています。 


A 警告 

バッテリー、バックアップ電池、電源について 

0 このカメラで指定されていないバッテリーやバックアップ電池は使用しないでく 
ださい。バッテ U —やバックアップ電池の破裂、液漏れにより、乂災、けびの原 
因となります。 

0 バッテリーやバックアップ電池を义の中に入れたり、強い衝撃を与えたり、分解、 
過熱、ショートは絶対しないでください。また、水の中に入れたりしないでくだ 

さい。バッテ U —やバックアップ電池の破裂、液漏れにより、乂災、けびの原因 
となります。 

0 バックアップ電池のような巧電できない電池を無理に巧電しないでください。バ 

ックアップ電池の破裂、液漏れにより、 火災、 けびの原因となります。 
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安全上のごま意 


バックアップ電池を取り出した場合は、お子様の手の届かないところへ置いてく 
ださい。万一、飲み込んだ場合、電池の液で胃、腸び冒される恐れびありますの 
で、ただちに医師に相談してください。 

バッテリーの巧電中、万一、バッテリーび異常に熱くなる、煙び出る、焦げ臭し、 
等の異常び起こった場合、ただちにチャージャーのプラグをコンセントか5巧し、 
て巧電をやめてください。そのまま放置しておくと、乂災の原因となります。そ 
の後、お買い上げになった販売店またはキヤノンサービスセンターにご連絡くだ 
さい。 

バッテリーやノ た J クマッ プ電池を破棄する場合は、接点部にテープを貼るなどし 
て絶縁してください。廃棄の際、他の金属と混じると、発乂、破裂の原因となり 
ます。 

バッテリーやバックアップ電池の「+」と「一」の向きをまちびえないようにして 
ください。バッテ U —やバックアップ電池の破裂、液漏れにより、火災、けびの 
原因となります。 

可燃性ガスの雰囲気中で使用しないでください。爆発、乂災の原因となることび 
あります。 

バッテリーの巧電は専用のチャージャーを使用してください。指定がのチャージャ 
一を使用した場合、バッテ U —の液漏れ、発熱、破裂の原因となります。 

バッテリーの液び目に入5ないようにま意してください。失明する恐れびありま 

す。バッテ U —の液び目に入ったときは、こすらずに、すぐにきれいな水で洗っ 
たあと、ただちに医師の治療を受けてください。 

バッテリーを巧電ずるときは、0で〜+40での節囲外で行わないでください。バ 

ッテ U —び液漏れ、発熱、破裂を起こし、乂傷、けびの原因となります。 

バッテリーを巧電するとをは、乳幼児やお子様の手の届かないところで行ってく 
ださい。コードを誤って首に巻き付けたり、感電、けびの原因となります。 

カメラ本体やチャージャー、付属の接続ケーブルの接点部に金属類を差し込まな 
いでください。感電、発熱、発乂の原因となります。 

AC 電源を使用する際は、必ず専用の DC カプラーと AC アダプターを使用してく 
ださい。また、 AC アダプターに記載されている電源を使用してください。使用 

電源をまちびえると、 AC アダプターやカメラ本体びこわれたり、発熱、発火、 
感電、けびの原因となります。 

電源コード類はコードを引っ張5ずに、必ずプラグを手で持ってコンセントか5 
巧いてください。コードび破損し、発熱、発乂、感電、けびの原因となります。 

専用のチャージャーは、他の機器に使用しないでください。発熱、発乂、感電、 

けびの原因となります。 


A A A A SAA S00A A0 


はじめに 
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安全上のご注意 


自分でカメラを分解、改造しないでください。内部の点検、調整、修理はお買い 

上げになった販売店またはキヤノンサービスセンターにご依頼ください。 

落下等によりカメラび破損した場合は、内部には触れないでください。さ5に、 
内部び露出した場合は、絶対に手を触れないでください。高電圧びかかり、感電 
する原因となります。速やかにお買い上げになった販売店またはキヤノンヴービ 
スセンターにご連絡ください。 

レンズまたはレンズをつけたカメラで太陽や強い光源を直接見ないようにしてく 

ださい。視力障害の原因となります。特に、レンズ単体で直接太陽をのぞかない 
でください。失明の原因となります。 

湿気やほこりのをい場所に保管しないでください。乂災、感電の原因となります。 

カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラ 
ップを首に巻さつけると、窒息することびあります。 

自動車などの運輯中に運転者はカメラを絶対に操作しないでください。交通事故 
の原因となります。 


A 注意 


カメラを高温状態の車の中に放置したり、熱いものの近くに置かないでくださし、。 

カメラ自体び高温になり、触ると乂傷の原因となることびあります。 

カメラを低温状態中に放置しないでください。カメラ自体び低温になり、触るとけ 

びの原因になります。 

レンズまたはレンズをつけたカメラを、レンズキャップを外したまま日光の下に放 
置しないでください。太陽の光び焦点を結び、火災の原因となることびあります。 
カメラをストラップで下げているときは、他のものに引っ掛けたりしないように 
ま意してください。けびをする原因となります。 

カメラを兰脚に取り付けたまま移動しないでください。つけたまま移動すると、 

つまずいたりぶつけたりして、けびや事故の原因となることびあります。また、 
H 脚はカメラ-レンズに巧して十分に強度のあるものをご使用ください。 

万一、カメラごと水に落としたり、内部に水び入った場合は、バッテリーおよび 
バックアップ電池を巧いて、速やかに、お買い上げになった販売店またはキヤノ 
ンサービスセンターにご連絡ください。そのまま使用すると乂災、感電の原因と 
なります。 

キーホルダーなどの金属類でバッテリ ーの 「+」と「一」をシヨートさせないでく 

ださい。発熱、火傷、けびの原因となることびあります。 


その他の取り扱いについて 


0® 0 0 A 0 0 0 0 A- 0 0 s 
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安全上のごま意 


A 


A 

0 

A 


バッテリーやバックアップ電池を高温の場所で使用.放置しないでください。バ 

ッテ IJ 一やバックアップ電池を液漏れさせたり、性能や寿命を低下させる原因と 
なることびあります。また、バッテ U —やバックアップ電池自体び高温になり触 
ると乂傷、けびの原因となることびあります。 

バッテリーの液び皮膚やを服に付着しないようにを意してください。皮膚に障害 

を起こすおそれびあります。バッテ U —の液び皮膚や衣服に付着したとさは、す 
ぐにされいな水で洗い流してください。 

電源コードを無理に曲げたり、上に重いものを乗せたりしないでください。感電、 

発熱、発乂の原因となることびあります。 

チャージャーや AC アダプターは使用後や使用しないとをは、電源側とカメラ側 
のプラグを巧いて保管してください。接続したまま長期間放置すると感電、発熱、 
発乂の原因となることびあります。 


長時間使用時のご注意 


0 


メインスイッチを 〈 ON 〉 にしたまま長時間使用すると、本体温度び高くなること 
びあります。これは故障ではありませんび、長時間皮膚び触れたままになってい 
ると、低温乂傷の原因となることびありますので、ごを意ください。 


重要なを全機能および予防策 


A 

0 


CF 力ードアクセスランプ点滅中に CF 力ードス□ットカバーを開けないでくださ 

い。点滅中はデータの読み取り、書さ込みび行われているため、このとさ CF 力 
-ドス□ットカバーを開くとデータび破壊されてしまいます。 

カメラに付属のケーブル杉がは使用しないでください。カメラとコンピューター 
の接続は付属のインターフェースケーブルを使用してください。これ外のケー 
ブルを使用すると故障の原因となることびあります。 


特定条件下での画質低下について 

♦ CCD の一般的な特性として、ライトなどの高輝度被写体び撮影画面外のすぐ左側にあ 
ると、その影響で撮影画面に横搞び入ることびありますので、撮影画面外のすぐ左側 
に高輝度被写体びこないよラに撮影して<ださい。縦位置撮影の場合は、縦位置シャ 
ッターボタンび上にくるよラにして撮影すると、天井照明からの影響を少なくするこ 
とびでさます。 

♦ 太陽などの高輝度被写体を撮影すると、光源の縦、または横ち向に帯状のノイズび発 
生することびありますので、あらかじめご了承ください。 


はじめに 
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取 0 扱い上のごを意 

カメラについて 

(1) カメラは精密機器です。落としたりショックを与えたりしないでください。 

(2) このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一水に濡れ 
てしまったときは、早めに最寄りのキヤノンサービスセンターにご相談ください。また、 
水滴びついたときは乾いたきれいな布で、潮風にあたったときは固くしぼったきれいな 
布でよくふきとってください。 

(3) カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気を発生させる装置の近くに、絶対に置かない 
でください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用したり、放置し 
たりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録した画像データび 
破壊されることびあります。 

(4) 直射日光下の車の中などは予想上に高温になります。カメラの故障の原因となること 
びありますので、このような場所にカメラを放置しないでください。 

(己）カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでください。 

(6) レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスク U —ンなどにゴミびついていると 
きは、市販のブ□アーブラシで吹き飛ばすだけにしてください。カメラボディおよびレ 
ンズは有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特にミちれびひどいときは、 
最寄りのキヤノンサービスセンターにご相談ください。 

(7) カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因となることびあります。腐食 
び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

(8) カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露（水滴） 
び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところに移すときは結 
露の発生をふせぐために、カメラをビニール袋に入れ、周囲の温度になじませてから、 
袋から取り出してください。 

(9) 結露び発生したとさは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならないでくだ 
さし、 CF 力ード、バッテ IJ - をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってから、力 
メラをお使いください。 

(1 日）カメラを長期間使用しないときは、カメラからバッテ U —を取り外し、風通しびよく、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でち、とさどさシャッターを切る 
ようにして作動することを確認してください。 

(11) カメラの保管場所として実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび-腐食などの原因 
になるため避けてください。 

(12) 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期間使用し 
なかった後や海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りのキヤノンヴービ 
スセンター、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 

表示パネルと液晶モニターについて 

(1) 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られています。使用中に黒、ホ、緑のわ 
ずかな点び現われ、消えないことびありますび、これは有効画素99.98%の範囲内で、 
故障ではありません。また、記録される画像には影響ありません。 
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取り扱い上のごま意 


に）強く押さえたり、衝撃を与えないでください。画面にムラび出たり、故障の原因になり 
ます。 

(3) 巧れたときは、市販のブ□ワーブラシで吹き仏ったり、傷び付かないよう、やわらかい 
布で軽くふいてください。特に巧れびひどいとさは、最寄りのキヤノンサービスセンタ 
一にご相談ください。 

(4) 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒くなったりす 
ることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

曰付/時計機能用リチウム電池について 

(1) IJ チウム電池はお子様の手の届かないところに置いてください。誤って飲み込むと大変 
危険です。万一お子様び飲み込んだ場合、化学物質による被害を受ける危険性びありま 
す。ただちに医師に相談してください。 

に）金属製のピンセットなどでつかまないでください。ショートするおそれびあり危険です。 

(3) 分解や加熱をしないでください。破裂する危険びあります。 

CF カードについて 

(1) CF カードは精密にできています。落としたり振動を与えたりしないようにしてください。 
CF カードに記録されている画像び壊れる原因となります。 

に）テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたものや静電気の発生しやすい所で保管、 
使用しないでください。 CF カードに記録されている画像データび消えてしまうことびあ 
ります。 

(3) 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。 CF カードび変形し 
て使用でさなくなります。 

(4) CF カードに液体をこぼさないでください。 

(己）大切な画像データを守るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管してください。 

(6) 指定外の CF カードを使用すると、画像の記録•再生びできないものびあります。このよ 
うな場合は、指定の CF カードをご使用ください。 

(7) 曲げたり、強い力や衝撃を加えないでください。 

(8) 温度の高い所、ほこりや湿気の多い所、静電気や電磁波び発生している所に保管しない 
で < ださい。 

レンズの接点について 

レンズを外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないように、取り 

付け面を上にして置き、ダストキヤツプを取り付けてください。 


接点 



はじめに 


ずぐ撮影したい方のために 

(- ►* *) の* * 部は参照ぺージを示しています。 

詳しい使用方法につさましては、参照ページをご覽ください。 




1 バッテリーを巧電する 

チャージャーに電源コードとバッ 
テ U —を接続します 。 CHARGE 
ランプび点灯から速い点滅に変わ 
つたら、充電完了です。充電時間 
は約] 2日分です。卜 22) 


2 バッテリーを入れる 

充電済みバッテ U —を押しなび 
ら、着脱つまみを矢印ち向に回 
して入れます。 

(一 23) 



5 レンズを取り付ける 

レンズとカメラのホいレンズ取 
り付け指標を合わせ、レンズを 
矢印の方向に「カチッ」と音びす 
るまで回します。（一 26) 



6 レンズのフオーカスモード 
スイッチを 〈 AF 〉 にする 


(一 26) 
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ピントを合わせる 

写したいちの（被写体）にエリア 
AF フレームを 合わせ、軽くシャ 
ッターボタンを押して、ピント 
を 合わせます。（一已 9) 



4 撮影する 

1^/ さ5にシャツタ-ボタンを巧し 
て撮影します。（一 29) 
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すぐ撮影したい方のために 




3 CF 力ードス□ットカバー 
を開ける 

開放つまみをおこし、矢印ち向 
に回して開さます。（一 27) 


4 CF カードを入れる 

CF カードを入れ、カパーを閉じ 
ます。卜 27) 



7 〈®〉メインスイツチを 
<0 N 〉 にずる 

(一 29) 



8 カメラを初期^|犬態にずる 

(一 34) 

< QUALITY 〉ボタンと〈 WB 〉ボタン 
を2砂間、同時に押します。 



イイ 撮影した画像を確認ずる 

II 撮影した画像び約2秒間表示され 
ます。表示する時間は変更する 
ことびでさます。（一己 3) 


♦ 今までに撮影した画像を確認したい場合 
は、『撮影した画像を再生する』(一]] 6) 
を参照してください。 

♦撮影した 画像を消去したい場合は、『撮 
影画像を消去する （1 コマ消去）』 
122) を参照してください。 























































各部のち祿 

(- ►* *) の* * 部は参照ぺージを示しています。 


レンズ取り付け指標（^26) 


セルフタイマーランプ 
(- 100 ) 

シャッターボタン 
(一 29) 


ストフツプ 
取り付け部 
(一 36) 


ミラー(一 104) 

ホワイトバランス測光部 

レンズ□ックピン 

レンズ□ック 
解除ボタン（^26) 


グ U ップ 



絞り込みボタン 
(一87,111) 


縦位置操作 ON/OFF 
スイッチ（一 31) 

〈 FEL 〉 縦位置 FE □ック/ 

マルチスポット測光ボタン 
(一31， 109/78) 

縦位置メイン電子ダイヤル 
(一31，3日） 

縦位置シャッターボタン 
(一31， 29) 

八ンドストラップ取り付け部 
(一 36) 


兰脚ねじ穴 
ボディ番号 
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ボディキャップト 26) 



各部の名称 


シンク□接点 
撮像面 マーク 


〈图阻〉測光モード選択 
/スト□ボ調光補正ボタン 
(- 76 / 110 ) 

〈 MODE 〉 撮影 モード っ 
選択ボタン（^82) 


〈 AF 〉 AF モード選択 
ボタン（一6日） 

< DRIVE 〉ドライブモード 
選択ボタン（一 99) 

〈に〇〉に日感度設定 
ボタン（一 49) 

〈哩〉 AEB 設定ボタン 
(一 94) 

ストラップ 
取り付け部（一 36) 


アクセヴ U —シュー 

〈み〉表示ノ（ネル照明ボタン 
(-103) 

〈 FEL 〉 FE □ック / 

マルチスポット測光ボタン 
(一] 09/78) 

〈 to 露出補正/ 

手動絞り数値設定ボタン 
(一 93/90) 

メイン電子ダイヤル 
(一3日） 

上面表示パネル（^17) 

〈図〉アシスト 
ボタン（一 68) 


〈*〉 AE □ック 
ボタン （—98) 




〈ち〉 

シンク□端テ 
(-114) 

〈い 

U モコン端テ 
( N 3タイプ） 


バッテ IJ - 
取り外しボタン 
(一 24) 


バッテ U —— 

着脱つまみ卜 23) 

バッテ U - (一 22 ：k 



視度調整つまみ (-35) 

ファインダー接眼部 


〈圆〉 

AF フレーム 
選択ボタン 
(一 64) 


アイ ピース 
ソヤツター 
レバー(一]日 1) 

サブ電子 
ダイヤルスイッチ 
(- 20 ) 

サブ電子ダイヤル 
(一 31) 


〈乂〉縦位置 
AE □ックボタン 
(一31，98) 

〈圆〉縦位置 
AF フレーム 
選択ボタン 
I (一31，64) 

‘‘ 〈図〉縦位置 
アシストボタン 
(一31， 68) 

メインスイッチ（一 29) 


1已 


はじめに 















各部の名称 


〈0~ n / み〉 プ□テクト/ 
録音ボタン 
(一] 19/121) 

〈 MENU 〉 

メニュ ー 

ボタン（一 33) 


〈 SELECT 〉 
選択ボタン 
(一 33) 


液晶モニター（一32, 34) 


アイカップ（一 3 已） 


< DIGITAL > 

デジタル端テ 


〈 DISPLAY 〉 
ディスプレイ 
ボタン（一己 4, ]] 6) 


〈 ra 〉 消去ボタン 
(一122) 

背面表示パネル（^]8) 



CF カー ドス□ッ 
(一 27) 


CF 力ード 

スロット 
カパー 
(一 27) 


CF カード取り出し 
ボタン（一 28) 

アクセスランプ 
(一 28) 

CF カー ドス□ッ トカバー 
開放つまみ（一 27) 


録音マイク（一] 21) 

ホワイトバランスブラケティングボタン 


〈 CLEAR 〉 ク U アボタン 
(一 34) 

〈 QUALITY 〉 記録画質選択ボタン 〈 WB 〉 ホワイトバランス選択ボタン 

(一 38) (一 41) 
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各部の名称 


上面表示パネル 

絞り数値 （ G 日〜弓〇 
DEP 回数0,の 
AEB ステップ量（日.日〜3.日） 
AF フレーム 選択 モード 
(巧 f ， 。， HP) 

撮影モード 


P 

M 

Tv 

DEP 

Av 


プ□グラム AE 
マニュアル露出 
シャッター速度優先 AE 
深度優先 AE 
絞り優先 AE 


測光モード 
圃評価測光 
回部分測光 
H スポット測光 
[] 中央部重点 
平均測光 



シャツター速度 （ IBdOU 〜加 •'） 

ノりレブ （ buLb ) 

ノりレブ露光時間（分：砂 ）（G 日り0〜53与弓） 
深度優先 AE 作動表示 （dfP) 

AF フレーム選択モード 5 EL) 

FE □ ツク （WO 
データ処理中 （bu5y) 

I ICrr ) 


撮影可能コマ数（巧33〜日） 

に〇感度 

(S 日己〜航]日， し， H ) 

セルフタイマー作動表示 
('•口〜0 

バルブ露光時間（時間）〇〜 S 3) 

丄あち 

-AF モード 

ONESHOT 

ワンシヨット AF 


jfTv / eessisoaeee ]! 

O'OIAI SERVO ONE SH 饥! 


Al SERVO 

Al ヴーボ AF 


バッテ U - 

チェックマーク 


I ■间 # 阻 恥 HIM 挑 1 1 

也；-お. •— し.ち!; +1..+2. .+3-B —— 露出段数目盛 

_ ピニ 7 ^ づ 一 k' 


■iMU し il C_il 


# PF マー ク- 
阻スト□ボ調光補正 

當 AEB 


ドライブモード 
□ 1コマ撮影 

写! iH 高速連続撮影 
鸟 JL 低速連続撮影 
&1。セルフタイマー (1 日秒） 
&2セルフタイマーに秒） 

- 露出補正レベル 
AE 目レベル 

スト□ボ調光補正レベル 
CF カード書さ込み経過 


はじめに 


上の図はすべてを表示したものです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


背面表示パネル 


液晶モニター^示形式-_ 

II" 的1コマ表示（情報表示あり） 
■] コマ表示 
ZZ 4コマインデックス表示 
SE 9コマインデックス表示 
M フオルダモード 

(フオルダの選択/作成） 


ホワイトバランス 
才ート 
米太陽光 
fik 日陰 
A くもり 
米電球 
e 堂光好 
ちスト□ボ 
マニュアル 
13色温度 


—— CF カー ド マーク 



記録画質 - 

L M ラージ/ファイン 
L M ラージ/ノーマル 
S M スモール/ファイン 

1;,邏 □ウ 


- 〜》抽吕マーク 


ホワイトバランス —— 
ブラケテイングレベル 


フオルダ番号（ぶ口〜弓弓弓） 


ファイル番号 
(己己口,'〜3弓弓弓） 

色温度数値（が日日〜,'口日ロ ロ） 
カスタムホワイトバランス# 
け[- !〜 P [-3) 


上の図はすべてを表示したをのです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 
* の表示は、付属のソフトウェア関連の表示です。 
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各部の名称 


ファインター内表示 


中央部スポット測光範囲 一 II — ェ U ア AF フレーム 


レーヴー マツトスク U —ン ー 


AF フレーム 


M マニュアル露出 



露出レベル ー 
表示 

連続撮影時の 
大}取影巧日彦 
コマ数 


— nu?ci 


」PEG マーク 


ちスト□ボ充電完了 
FE □ック連動範囲外警告 

ち H 八イスピードシンク IZKFP 発光） 


CF フル警告び） —— 
CF エラー警告广广[〇 


シャツター速度 （& G 日日〜卵 •'） 
バルブ （ buU ) 

深度優先 AE 作動表示 （ dfP ) 

AF フレーム選択モード（し—ご]， 5 EL ) 
FE □ック （FfO 
データ処理中（ら U が） 


撮影可能コマ数0弓 gg 〜日） 
に0感度 

( 柳〜 ぶ GG ，し W ) 
セルフタイマー作動時間 

('' 〜•'日） 


標準露出指標 

露出段数目盛 
□:]段 
□ : ] /3段 


絞り数値 （ G 日〜3 0 — 
DEP 回数い，の 
AF フレーム 選択 モード 
( HF , CJ , HP ) 


y - 露出補正- 

スト□ボ調光補正 


露出 オーバー 
調光 オーバー 

露出レベル 
調光レベル 


調光アンダー 
露出アンダー 


はじめに 
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本使用説明書上のお断り 



• 本文中の〈©〉はメインスイッチを示しています。 

〈©〉 スイッチび 〈 ON 〉 になっていることを前提に、それぞれの操 
作ち法を説明しています。各操作をする前に、先ず最初に 〈©〉 ス 
イッチを 〈 ON 〉 か 〈■»)〉 にしてください。 


♦ 本文中のはメイン電子ダイヤルを示しています。 

巡 



♦ 本文中の〈〇〉はサブ電子ダイヤルを示しています。 



• 本文中の〈#〉はサブ電子ダイヤルスイッチを示しています。 
〈〇〉 操作は、 〈偽〉 スイッチび 〈 ON 〉 になっていることを前提に 
操作ち法を説明しています。操作する前に 〈 ON 〉 になっているこ 
とを確認してください。 


• 本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンやダイヤル、マークなど、カメラに表 
示されている絵文字を使用しています。『各部の名称』（^14)を参照してください。 

参 （一**)の**部は参照ぺージを示しています。 

参 本書では、 EF 已日 mm F 1.4 USM レンズを取り付けた状態で説明しています。 

♦ メニュー機能およびカスタム機能は、初期状態を前提に説明しています。 

♦ (る6)/(る 16) はボタンから指を離しても、その状態びタイマーによりそれぞれ目秒間/ 
1目秒間保持されることを示しています。 

♦ 作例写真は、原則として3已 mm フィルム使用の一眼レフカメラで撮影したちのを使用し 
ています。 

• 本文中の！;(下のマークびついた欄は、それぞれ次のよラな内容になっています。 

(I 撮影に不都合び生じるおそれのあるを意事項び書かれています。 

胃]:基本操作に加えて知っておいていたださたい事項び書かれています。 

:カメラ操作上あるいは撮影時のヒントび書かれています。 

田面； それぞれの機能に関するカスタム機能の簡単なガイドび書かれています。 

詳細については『カスタム機能で変更できる内容』（一] 33) を参照してください。 
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使用前の準備と基本操作 

この章では、撮影に入る前にあらかじめ準備しておくことと、 
E 0 S -1 D の操作の基本について説明しています。 


バッテリーを巧電ずる 

バッテ IJ 一を充電します。 

• バッテ U —の詳しい取り扱い操作については、付属のニッケル水素パック NP - E 3 の使用説明 
書を参照してください。 

参 バッテ U —の充放電に関する詳しい取り扱い操作については、付属のニッケル水素チャー 
ジャー NC - E 2 の使用説明書を参照してください。 



電源コードを接続する 

• 電源コードをチャージャーに接続します。 
♦ プラグをコンセントに差し込みます。 
a 〈 POWER 〉 ランプび点灯します。 



保護カバーを外す 

参 外したカノく一はバッテ U —室キャップに取り付け 
て保管してください。 

•バッ テ U —をカメラから取り外したとさは、シヨ 
-卜防止のため必ず保護カバーを取り付けてくだ 
さい。 



バッテリーを接続する 

♦ 充放電端テに充放電プラグを差込みます。 

♦充 放電プラグは、 A 、 目どちらを使用してち充電で 
さます。 



巧電する 

バッテ U —を接続すると自動的に充電び始まり、 
< CHARGE 〉ランプび点灯します。 

充電び完了すると速い点滅 （1 秒に2回）に変わり 
ます。 

— 使い切ったバッテリーの巧電に要する時間は、バ 
ッテリ ー 1本あたり約120分でず。 

参 充電び終わったら、バッテ U —を外し、電源コー 
ドをコンセントから抜いてください。 
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バッテリーを入れる/取り出ず — 

r 入れ方 1 

バッテリー室キャップを取り外す 

参 キャップの両脇をつまんで引さ出します。 

♦バッ テ U —室キャップには、バッテ U —の保護力 
バーを取り付けることびでさます。外したキャッ 
プはなくさないよう、大切に保管してください。 


バッテリーを入れる 

•バッ テ U —を巧しなびら、着脱つまみを矢印ち向 
に回して入れます。 


« バッテ U —の防滴パッキンにゴミなどび付着している場合は、 
湿らせた綿棒などで取り除いてください。 

防滴パッキン 


バッテリーチェックについて 


バッテ IJ 一を交換したとさや撮影の前などには、バッテ U —の容量を確認してください。 


〈慶〉スイッチを 〈 ON 〉 にずる 

〈©〉スイッチを入れると自動的にバッテ U —チ 
エックび行われ、表示ノくネルにバッテ U —チエツ 
クマークび表示されます。 


:バッテ U —の容量は十分です。 

亡3 :残量び少なくなっています。 

-口 - :もうすぐバッテ U - 切れになります。 
/1 \ 

- C コ - :バッテ U —を充電してください。 





1準備と基本操作 
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バッテリーを入れる/取り出す 


撮影コマ数について 


温度 

撮影コマ数 

常温 （+2 日む） 

約己日日 

低温（日で） 

約3日日 


•撮影 コマ数は、当社試験基準によります。 

(フル充電のバッテ|」一、 EF 己日 mm F 1.4 USM 、 撮影画像の確認[入]、撮影画像の確認 
時間 [2 秒]、記録画質[证 sa + L J ] で撮影-記鑛 

胃 •実際の 撮影条件との違いにより、撮影コマ数は表記数値よりも少なくなる場合 
11|1 びあります。 

• 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影コマ数は少なくなります。 
m シャッターボタン半押し状態を長く続けたり、 AF のみ行って撮影しないという 
操作を頻繁に行なラと、撮影コマ数び少なくなります。 

お 低温下（日で）での撮影コマ数は、表記数値よりち少なくなる場合びあります。 


取り出し方 




着脱つまみを開き位置まで回ず 

参着 脱つまみをおこし、矢印ち向に回します。 


バッテリー取り外しボタンを押す 

参 取り外しボタンを押し、バッテ U —を引さ出しま 
す。 


鎮 

Ni-MH 


使用後はリサイクルへ 

ニッケル水素電池は、 U サイクル可能な貴重な資源です。 

U サイクルについては、ご購入販売店にお問い合わせください。 
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家庭用電源を使用ずる 

DC カプラーキットを使うと、家庭用電源を使用してカメラを使うことびでさます。家庭用電 
源を使用すると、バッテ U —の残量を気にせずに撮影を行うことびでさます。 



1 DC カプラーを入れる 

•カプラーを 押しなびら、着脱つまみを矢印のち向 
に回して入れます。 


1 


DC プラグを接続する 

♦ AC アダプターのプラグを DC 端テに接続します。 


電源コードを接続する 

1：：^ 胃 電源 コードを AC アダプターに 接続します。 

摩 プラグをコンセントに差し込みます。 

♦使い 終わったら、カメラの〈©〉スイッチを 
〈 OFF 〉 にしてから DC プラグを抜いてください。 




« 付属の DC カプラーキット外は使用しないでください。 

DC カプラーキットは、このカメラじ(外で使用しないでください。 

DC カプラーは防滴構造になっていませんので、屋外で使用するとさは、濡らさ 
ないよラを意してください。 

カメラの〈©〉スイッチび 〈 ON 〉 の状態で DC プラグ、または AC アダプターの 
電源コードを抜かないでください。カメラび作動しなくなることびあります。 
作動しなくなった場合、カメラから DC カプラーを取り出して、再度入れ直すと 
正常な状態に戻ります。 


2已 















レンズを取り付ける/取りかず — 


取0付け方 



キャップを夕本す 

♦ レンズのダストキャップとボディキャップを矢印 
のち向に回して外します。 

レンズを取り付ける 

参 レンズとカメラのホいレンズ取り付け指標を合わ 
せ、レンズを矢印ち向に「カチッ」と音びするまで 
回します。 



レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 AF 〉 
にする 

♦ 〈 MF 〉 （あるいは 〈 M 〉） になっていると才ートフオ 
ーカスでさません。 



r 取 Q かし方] 

レンズ□ック解除ボタンを押しなが!5、レ 
ンズを矢印方向に回す 

参 レンズ取り付け指標び真上になるまで回してから、 
外してください。 




: EOS-lD の有効画面は、3己 mm 判カメラの撮影画面より 
ルさい（も図）ため、 EOS-lD に装着した EF レンズの有効 
撮影画角は、该示焦点距離 X 約].3制相当になります。 

' AF は Auto Focus けートフォーカス）の略で自動焦点の 
ことです。 

MF 、 M は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略 
で手動焦点のことです。 

•外した ダストキャップ、ボディキャップ、レンズキャッ 
プはなくさないよラに保管してください。 


E0S-1D 撮影画面 
(28.7X 19.1mm) 


3已 mm 判フィルム撮影画面 
(36 X 24mm) 
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CF カードを入れる/取り出ず 

撮影した画像は、 CF カードに保をされます。 

このカメラで使用できる CF カードは、 ]6 M 巨じ(上のタイプ I 、タイプ II の CF カードです。 
ラージ/ファイン上の高画質で撮影される場合は、目 4 MBIU 上の大容量 CF カードの使用を 
おすすめします。 


入れ方 




〈◄〉マーク 

CF カード取り出しボタン 


ラベル面 





上面表示八ネル 


カバーを開< 

•開放つ まみをおこし、矢印ち向に回して開さます。 


CF カードを入れる 

• CF 力ードのラベル面(:〈◄〉マーク印刷側）を左側 
にして、〈◄〉マークの矢印の向さにしっかりと奥 
まで差し込みます。 

CF カード取り出しボタンび飛び出します。 


カバーを閉じる 

• 開放つまみび元の位置に戻るまでカバーを押しま 
す。 

& 〈©〉スイッチを 〈 ON 〉 にすると、上面表示パネ 
ルとファインダー内に撮影巧能コマ数び表示され 
ます。また、背面表示パネルには、ファイル番号 
び表示されます。 


背面表示パネル 




P 

图 

@- 3 . 


5i:n 


ONE 如 







100 000 1 1 

_ m 

p 

ER FILE 1 


撮影可能コマ数 


フオルダ番号 ファイル番号 


1準備と基本操作 
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CF カードを入れる/取り出す 


胃 撮影可能コマ数表示は、使用される CF カードの空さ容量や、設定したに日感度 

11|1 によって変動します。 

ファイル番号表示は、ファイル番号の設定ち式（一己目）によって異なります。フ 
ァイル番号-オート U セットのときは、選択中のフォルダに入っている画像の 
最大ファイル番号を表示します。通し番号のとさは、最後に撮影された画像の 
ファイル番号を表示します。 

因な 撮影可能コマ数表示をに0感度表示にしたり、ファイル番号表示を撮影可能コマ数 
表示に変更することびできます。 （ C . Fn - 日8一 13己） 


取0出し方 



カバーを開< 

参 〈©〉スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

参 表示パネルに「 busyj び表示されていないことを 
確認します。 

参 アクセスランプび消えていることを確認して、力 
パーを開さます。 

CF カードを取り出ず 

参 CF カード取り出しボタンを押し込みます。 


一 CF カードび出てさます。 
• カノく一を閉じます。 


アクセスランプ点滅中（ファインダー内および表示パネルに fbuSyJ 表示）は、 
絶対に次のことを行わないでください。画像データび壊れまず。また、場合に 
よってはカメラ本体び破損ずる原因となります。 

. カメラ本体に振動や衝撃を与える 
. CF カードス□ットカバーを開く 
•バッテリーを取りがず 

• CF カードへ記録画像び書き込まれているとき（アクセスランプ点滅中）は、メニ 
ュー機能の操作はでさません。このとき 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、液晶モニタ 
一に [処理中…] の警告び表示されます。 

•初めて 使用される CF 力ードや、表示パネルに 「 frr び」び表示された場合は、 
『 CF 力ードを初期化する』 卜 126) を参照して フォー マットしてください。 

• 8 M 巨下の CF カードは使用しないでください。画像サイズび大きくなると、 
CF カードに保存でさないことびあります。 

•マイク □ドライブは、八ードディスクを使用した記録媒体であり、大容量な上 
に、 ] M 目あたりの単価び安いという利点びあります。しかし、フラッシュメモ 
IJ 一を搭載した CF カードに比べると振動や衝撃に弱いので、マイクロドライブ 
をお使いになるとさ、特に記録や再生中は、カメラに振動や衝撃を加えないよ 
う、十分にごを意ください。 
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操作の基本 


メインスイッチ 

このカメラは〈©〉を入れて初めて作動します。〈©〉には次の3つの設定位置があります。 


〈 OFF 〉： カメラは作動しません。 

カメラを使用しないときはこの位置にします。 
〈 ON 〉 ：カメラを作動させるとさはこの位置にします。 
〈■り)〉： 〈 ON 〉 と同じですび、次の状態では電子音び 
鳴ります。 

♦ ワンシヨット AF でピントび合ったとさ。 

♦ 手動ピント合わせでピントび合ったとき。 

ra バッテ IJ 一の消耗を防ぐため、約]分間、何も操作しないと自動的に電源び切れ 

じ W ます。（一] 3日）再度、カメラを使用するには、シャッターボタンを半押しして 

<ださい。 

撮影直後に〈©〉を 〈 OFF 〉 にすると、 CF 力ードへの画像記録を行うため、数 
秒間アクセスランプび点滅する場合びあります。 CF カードへの画像記録び終了 
すればアクセスランプは消え、自動的に電源び切れます。 


シャツターボタン 


シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目まで巧すことを r 半巧 
し」といいます。半押しからさらに二段目まで巧すことを「全巧し」といいます。 


半押し(を 6) 

AF (オートフオーカス）によるピント合わせと、自動 
露出機構によるシャッター速度と絞り数値の設定び行 
われます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）は表示パネルとフ 
アインダー内に表示されます。 


全押し 

シャツターび切れて撮影されます。 


« シャッターボタン半巧し後のタイマー（る 6) び切れた状態から撮影するときは、シ 
ャッターボタン半巧し後、一呼吸置いてから全巧ししてください。シャッターボタ 
ンを一気に全押ししたり、半巧し後すぐに全巧しすると、一瞬の間を置いてから撮 
影されます。 


胃カメラびどんな状態（画像再生中、メニュー選択中、画像記録中など）にあっても、 
Lft ] シャッターボタンを半巧しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 




1準備と基本操作 
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操作の基本 


電子ダイヤルによる機能の選択と設定 


<£20による基本操作 

は撮影に関する設定にのみ使用します。基本操作には、次の3とおりびあります。 



(1) ボタンを押したまま、表示パネルを見なが 
を回す 

ボタンから指を離すと選択した内容び設定され、撮影 
準備状態に戻ります。 

♦撮影 モード、 AF モード、測光モード、ドライブモ 
ード、に0感度、 AEB の設定に使用します。 



(2) ボタンを巧した後、〈£20を回す 

ボタンを押すとその機能選択状態びタイマー（を 6) で 
保持されます。その間に〈^〉を回します。タイマー 
び終了するかシャッターボタンを半巧しすると撮影準 
備状態に戻ります。 

♦ AF フレームの選択と〈:^〉ボタンを使用した露出 
補正の設定に使用します。 



(3) 〈£20のみを回す 

表示パネルを見なびら〈逸〉を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値などの設定に使用しま 
す。 
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操作の基本 


(1) ボタンを巧したまま、〈〇〉を回ず 

♦ メニュー機能の選択-設定やスト□ボ調光補正な 
どに使用します。ボタンから指を離すと選択した 
内容び設定されます。 

♦ 液晶モニター使用時は、記録画像の確認や選択な 
どに使用します。 


(2) ボタンを押した後、〈〇〉を回ず 

ボタンを巧すと、その機能選択状態びタイマー（を 6) 
で保持されます。その間に〈〇〉を回します。 
タイマーび終了するかシャッターボタンを半巧しする 
と撮影準備状態に戻ります。 

♦ AF フレームの選択や露出補正などに使用します。 



(3) 〈〇〉のみを回す 

撮影時は、フアインダー内表示や表示パネ>1レを見なび 
ら〈〇〉を回します。 

•撮影 時は、マニュアル絞り数値の設定に使用しま 
す。 


ボディ下部には、縦位置撮影用のシャッターボタン、メイン電子ダイヤル、 AF フレーム選択 
ボタン、 AE □ックボタン、アシストボタン、 FE □ック/マルチスポット測光ボタンび配置さ 
れています。 


縦位置撮影時の操作 




縦位置撮影用•操作部材を使用するとさは、縦位 
置操作日 N / 日 FF スイッチを 〈 ON 〉 にします。 

使用しないとさには、操作部材び誤つて作動しな 
いよう、縦位置操作日 N / 日 FF スイッチを 〈 OFF 〉 
にします。 


<〇> による基本操作 

AF フレーム選択などの撮影準備操作と液晶モニター内容の選択-設定に使用します。撮影準 
備操作での〈〇〉は、〈綺〉スイッチび 〈 ON 〉 になっているときのみ働きます。 

<〇>による基本操作には、次の3とおりびあります。 


1準備と基本操作 
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メニユー機能の操作と設定 

このカメラでは、 RAW 画像と JPEG 画像の同時記録や、日付時刻、カスタム機能など、さま 
ざまな設定をメニュー機能で行います。基本操作は、液晶モニターを見なびら、カメラ背面 
の 〈 MENU 〉 ボタン、 〈 SELECT 〉 ボタン、〈〇〉を使って、次の手順で行います。 

メニュー機能に関する詳しい内容については『メニューによる機能設定』 (-127) を参照して 
<ださい。 


〈 MENU 〉 ボタン 
〈 SELECT 〉 ボタン 
液晶 モニター 



メニュー機能•操作早わかり 


1 メニュー画面を表示ずる 


2 


タグ（〇因け冉）を還ぶ 

〈 ME ^ IU 〉+〈 C )〉で選択。 


〇 

撮影系 

因 

再生系 

" 

セットアップ系 

冉 

カスタム/ 
パーソナル機能 


メニュー項目を還ぶ 

〈 SELECT 〉+〈〇〉で選択。 
選んだら〈 SELECT 〉ボタン 
から指を離す。 


〈 MENU 〉 ボタンを押す。 



タグ名称 


4 メニュー内容を選ぶ 

〈 SELECT 〉+〈〇〉で選択。 

〈 SELECT 〉 ボタンか5指を 
離ずと農んだ内容が即、 
設定されます。 

〈 MENU 〉 ボタンで終了。 


このマークのある画面で 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、 


ひとつ上の階層画面に切り換わります。 


メニュー機能の詳しい説明 



メニューを表示する 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと表示されます。もう一度巧 
すと表示び消えます。 

参 メニューび表示された状態で次の手順に進んでくだ 
さい。 



を温！ S 200 K 

巧ちパラズーター m 

カラーマト IJ ックス 1 

RAW+JPEG 苗该担幻！ お 

おおがろ巧ち该 入 

がを.をち巧巧盛巧間 2 巧 

バ又臘 田 

MENU 由 〜授巧メニユー 
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メニュー機能の操作と設定 


I 〇 旧 


ミちブ□テクト 

わ ド;巧-を互組巧吉 


....イライトお左吊 

切 

AF フレームま示 

切 

IMENU を 《 を ニュ ー I 


白 恩 

け み 

てな ブ〇テクト 


力ード内-で /i を rj ム 


,、 イ お ま示 

切 

AF フレーム 実示 

切 

IM 国ち_なだユ ー I 



ィ メニュー内容を選ぶ 


〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回してメニュー内容を選び、 〈 SELECT 〉 ボタ 

ンか5指を離ずと選んだ内容び即、設定されまず。 






終了する 

〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、液晶モニターび消えてメニューび終了します。 

•手順 1 で 〈 MENU 〉 ボタンを巧し続けると、メニュー表示後、〈〇〉ですぐに夕 
グを選ぶことびできます （〈 MENU 〉 ボタソま〈〇〉操作中も押し続けます)。 

♦ メニュー画面を表示している状態でも、シャッターボタンを半押しすると、す 
ぐに撮影準備状態に戻ります。 

• メニューの終了は、シャッターボタン半押しでも行えます。 

• 日本語1；(外の表示形式を4種類選ぶことびでさます。（一] 31) 

• 撮影した画像に記録される曰付/時刻び正しく設定されているかご確認くださ 
い。（一148) 


1 


タグ（〇因け冉）を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回してタグを選び、 〈 MENU 〉 ボタンから指 


を離します。 


涅蝴ぁ 


口 . n：TF 
. ， "l:w 

5200K 

ち巧パラ义ーター 

m 

月つ-マトリックス 

I 

RAW+JPEGSlieS 

i.:.; 三;;互ろ C ミぶ 

团み 
入 

江三;:で’'与&な^間 

2秒 


〇 因 

け を 

て巧ブ〇テクト 


力ード内-全舌齿巧去 


心5イトお揣 

切 

AF 7レ-ムまを 

切 

IMENU ろ 巧を/ニユ ー I 


齡ブロテクト 


；ドろ.•个 I ；带 i 1 ム 


'、イライトおま示 

切 

AF フレームま示 

切 

g 画 NU を 

巧をィこ 


メニュー項目を選ぶ 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら 〈 Q 〉 を回してメニュー項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタ 
ンから指を離します。 


1準備と基本操作 
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メニュー機能の操作と設定 


液晶 モニター について 



背面の液晶モニターは、記録画像の確認や選択、メニ 
ユー機能の選択-設定に使用します。 

•液晶 モニター使用時は、〈#〉スイッチび 〈 OFF 〉 
でも〈〇〉を使用することびでさます。 

参 液晶 モニターを ファインダ ーとして 見なびら撮影 
することはでさません。 


胃液晶モニターの明るさを変えることびでさます。（一] 3日) 


カメラの各機能設定を初期が態にするには 



〈 QUALITY 〉 ボタンと 〈 WB 〉 ボタンを 2 秒間、 
同時に押す 

カメラの状態は次の表のよラになります。 


撮影機能関係 


撮影モード 

〈 P 〉 プ□グラム AE 

AF モード 

ワンシヨット AF 

測光ち式 

評価測光 

ドライブモード 

1 コマ 撮影 

AF フレームの 選択 

自動選択 

露出補正 

0脚） 

スト□ボ調光補正 

0脚） 

AE □ック 

解除 

FE □ック 

解除 

AEM 影 

解除 

カスタム機能 

設定状態のまま 

AF フレームの登録 

中央 AF フレーム 


記録画像関係 


記録画質 

L 差（ラージ/ファイン） 

ホワイトバランス 

四阳(オート） 

ホワイトバランス 
ブラケティング撮影 

解除 

現像 パラメーター 

標準 

カラー マト U ックス 

1 


この操作をすると、 〈 P 〉 プ□グラム AE で自動撮影を行う準備び自動的に完了しま 

也、す。 (-82) 
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鮮明なファインダーに調整ずる — 

ファインダー内び鮮明に見えるように調整します。視度調整することによってメガネを使用 
しているちでをメガネをかけずにファインダー内をはっさり見ることびでさます。調整 
は、 一3 〜 +] dpt の範囲で行うことびできます。 



アイカップを外す 

• アイカップの両脇をつまんだまま引さ上げて取り 
外します。 


視度調整つまみを回す 

• ファインダー内の AF フレームまたは中央部スポッ 
卜測光範囲マークび最ち鮮明に見えるようにつま 
みをちまたは左に回します。 


アイカツプを接眼部に取り付ける 



視度調整してちファインダーび鮮明に見えないちは、別売の視度補正レンズ E (1 日 
種）のご利用をおすすめします。（一] 67) 


カメラの構え方 

鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないようしっかりと構えて撮影します。 



横位置 縦位置 


♦ カメラのグ U ップをち手で包むようにしっかりと握り、ひじを軽く体につけます。 
参 左手でレンズ部を下から支えるように持ちます。 

参 カメラを額につけるようにして、ファインダーをのぞきます。 

参 両足はそろえずに、片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 


3已 




























ストラップ/ A ンドストラップの付け方 《 


ノ V ンドストラップを取り付ける 



« 取り付け終わりましたら、ストラップを引っ張っても止め具の部分でゆるまないこ 
とを確認してください。 


36 



















































撮影画像に関ずる設定 


この章では、記録画質、ホワイトバランス、 ISO 感度、現像パラ 
メーター、撮影直後の画像確認、撮影画像の確認時間、フォルダ 
の作成と選択、ファイル番号といった、撮影に関わるデジタルカ 
メラ特有の機能設定について説明します。 



MENU 


記録画質の選択 


撮影する画像の「記録画質」は、の4種類から選ぶことびできます。 

< L 4 X <L JX〈S 4〉は撮影後の現像処理び必要ありません。〈(^の〉は撮影後、コン 
ピューターで現像処理を行います。 



記録画質を選ぶ 

♦ 〈 QUALITY 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して希望 
する記録画質を選び、 〈 quality 〉 ボタンから指を 
離します。 

• JPEG 記録形式の 〈L 4〉、 〈 LJ 〉、 〈5 4〉を選 
択すると、ファインダー内•ちに〈田田〉び表示さ 
れます。 


ラー ジ/ファイン 

‘‘ 約4日6万画素の画像を低圧縮で JPEG 記録します。 」 PEG 画像を最高画質で記 

録したいとさに選択します。なお、 ] コマあたりの画像サイズび大さいため、 
撮影でさるコマ数は少なくなります。 

L d ラー ジ /ノー マル 

‘‘ 約4日6万画素の画像を高圧縮で JPEG 記録します。比較的高画質な JPEG 画像 

を記録しなびら、記録でさるコマ数を多くしたいとさに選択します。 


スモール/ファイン 

‘‘ 約4日6万画素の画像を、約1日日万画素に変換して低圧縮で」 PEG 記録します。 

画像サイズよりも撮影でさるコマ数を優先したいときに選択します。 


llW^VkH □ゥ 

千 約41己万画素の画像を、画像劣化のない圧縮ち式で RAW 記録します。記録し 

た画像の処理をコンピューターで行いたいときに選択します。なお、 ] コマあ 
たりの画像サイズび大さいため、撮影でさるコマ数は少なくなります。 
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mn 記録画質の選択 


現像処埋について 


撮像素テの生 （ RAW ) データをデジタル化して、ホワイトバランスや画質調整することを現像 
処理といいます。 〈L 4〉、 〈L J 〉、 〈S 4 〉 はカメラ内部で現像処理され、 JPEG 形式で記 
録されます。〈证 sa 〉 画像の現像処理は、撮影時に設定されていたカラーマト U ックス、ホ 
ワイトバランス、現像パラメーターの内容で行われます。なお、現像処理は、付属のソフト 
ウェアを用いて何回でもやり直すことびでさます。 


記録画質に巧する1コマのサイズと撮影可能コマ数の目安 


記録画質 

画像 サイズ 
(記録画素数） 

記録形式 

圧縮率 

1コマのサイズ 
(約 MB) 

撮影可能 コマ 数 
(約 コマ） 

L M ラージ/ファイン 

2464X1648 
(約 406 万） 

JPEG 

低圧縮 

2.4 

47 

L M ラージ/ノーマル 

高圧縮 

1.3 

89 

S M スモール/ファイン 

1232x824 
(約 10 □万） 

低圧縮 

1.1 

109 

iiw±vm □ゥ 

2496x1662 
(約 41 日万） 

□スレス圧縮 RAW 

4.8 

22 

+ L • 

— 

RAW+JPEG 

7.2 

13 

+ LM 

6.1 

16 

+ S 4 

己. 9 

17 


♦ 撮影コマ数は、] 28 MB の CF カード/ FC -128 M (別売品）使用時のコマ数です。 

♦ ] コマのサイズと撮影コマ数は、当社試験基準によります。 （ IS 02 日日設定時） 

♦ 1コマのサイズ、記録コマ数は被写体、撮影モード、に日感度により異なります。 

♦ ご使用になる CF カードの撮影可能コマ数は、上面表示パネル（一 27) で確認することびで 
さます。 


iiw±vm + 

す。（一^ 


L J/L J/S J では、 

40) 


RAW 画像と JPEG 画像を同時に記録することびでさま 


« • RAW 形式で記録した画像をコンピュータで開くには、付属のソフトウェアび必 
要です。詳しくは、付属の 「 E 日 S -1 D ソフトウェア使用説明書」を参照してくだ 
さい。 

参 に日感度（一 49) を高くすると画像に含まれるノイズ成分び多くなるため、]コ 
マのサイズび大さくなり、撮影コマ数び減少します。撮影コマ数は、上面表示 
パネルで確認することびでさます。（一 27) 
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MENU 


RAW 画像と JPEG 画像の同時記録 



記録画質を〈证 Sa 〉 に設定したときに、 RAW 画像と同時に JPEG 画像を記録することびでき 
ます。 

画像劣化びな<、使用目的に最適な現像処理を行ラことびでさる RAW 画像と、撮影後の現像 
処理び不要で即時性に優れる JPEG 画像の2種類を同時記録したいとさに有効です。 




1 ERAW ] を選ぶ 

♦ 〈 QUALITY 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して 
〈证 S の〉 を選び、 〈 quality 〉 ボタンから指を離し 
ます。 



a 田 

口 .な 

M—W 良亩原涅化 


を言ぶ 

5200K 

语をバラべ-夕- 

相举 

カラーマト U ックス 

1 

RAW+JP 巳 G 国を紀固 wsm お 

石お函常を结进 

入 

を影舌ち0 おぶ 巧お 

2 按 

ソイブ坦風 

田 

MENUtb 

W がニユー 


メニューか!5旧 AW + JPEG 画像記録]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈媒〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して 
[RAW+JPEG 画像記録 ] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから 
指を離します。 


Cm 田 

け 冉 

RAW+JPEG 国を紀固 

\ msi+,L 


EE0B+ JL 


EEPn+JS 

MENU ろ 

w がニュー 



同時記録ずる JPEG 形式を設定ずる 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈獄〉を回して希望 
する」 PEG 形式を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を 
離します。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 撮影すると、 RAW 画像と」 PEG 画像び同時に記録 
されます。 

•同時 記録をやめるときは、メニュー内容の [(^53 
のみ ] を選択します。 



• RAW と JPEG 画像の同時記録を設定すると、ファインダー内の 〈 ES 〉 は表示さ 
れません。また、背面表示パネルには、同時記録される JPEG 記録画質 （〈L 4〉、 
〈 LJ〉、〈S 4〉）は表示されません。 

参 同時記録された画像は、同じファイル番号で、拡張テび異なります。 JPEG 画像 
には 「 JPG 」、 RAW 画像には rriFj の拡張テび付きます。 

•同時 記録設定中でも、前ページの 〈L 4〉、 〈 LJ 〉、 〈5 4〉選択は変わらずに行 
ラことびでさます。 
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WB ホワイトバランスの選択 

ホワイトバランスは、オート、太陽光、日陰、くもり、電球、董光好、スト□ボ、マニユア 
ル、色温度、カスタムホヮィトバランス（付属のソフトゥェァで設定^4己）の中から選ぶこと 
びでさます。 



ホワイトバランスを選ぶ 

• 〈 WB 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して希望す 
るホワイトバランスを選び、 〈 WB 〉 ボタンから指 
を離します。 


オー I 


AWB 


太陽光 

米 


曰陰 


<ち0 

A 


電球 


堂光灯 

\\|// 

//1\\ 


P [-3 一 — P [， 


〇 

色温度 


カスタムホワイトバランス(一4己） 
カメラに登録されていないときは表示されません。 


^ tAd * 

マニュアル 


ち 

スト□ボ 


ホワイト八ランスについて 


光源中に含まれる RG 巨3原色（ホ•緑•青）の構成比は、色温度によって変化します。色温度 
び高い場合は、青の要素び強くなり、色温度び低い場合は、ホの要素び強くなり、ホ^オレ 
ンジ^黄^白^青白と変化していさます。例えば、白熱電球下で白い被写体を撮影するとホ 
みを帯びた画像になり、董光好下では緑っぽい画像になります。 

人間の目には、照明する光び変化しても、白い被写体は白に見えるという順応性びあります。 
従来のフイルムを使用するカメラでは、色補正のフイルターをつけたり、フイルムを交換し 
て調整しますび、デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調整して、被写体に 
含まれる色の基準となる白を決め、白を基準に色を補正して自然な色合いで撮影することび 
でさます。 

このカメラの〈四阳〉は、撮像素テと外部ホワイトバランス測光部を使用して行います。外部 
ホワイトバランス測光部びふさびれても〈四砸〉は行われますび、ふさびないとさの〈四皿〉 
に比べて、ホワイトバランスび異なる場合びあります。希望どおりの画像び撮影でさないと 
きは、 〈 EMD 〉!； (外に設定して撮影してください。 
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ホワイトバランスの種類 


マー ク 

設定条件 

色温度 /K (ケルビン） 


カメラの設定にまかせて撮影するとさに選びます。 

約 3000 〜 7000 

米 

晴天の屋外で撮影するとさに選びます。 

約 己 200 


屋外の曰陰で撮影するとさに選びます。 

約 7000 

A 

曇天や日陰、薄暮、夕焼け空などで撮影するとさに選び 
ます。 

約 巨 000 

米 

白熱電球の照明で撮影するとさに選びます。 

約 3200 

、心 / 

//1\\ 

白色堂光灯の照明で撮影するとさに選びます。 

約 4000 

ち 

スト□ボを使用して撮影するとさに選びます。 

約 己巨 00 

bSd 

基準となる白い被写体を撮影し、この画像からホワイトバ 
ランスデータを取り込むことで、その場の撮影環境に最適 
なホワイトバランスを設定することびできます。（一 43) 

約 2000 〜 10000 

〇 

ホワイトバランスの色温度を 2800 〜 100001 <(100K 
ステップ)の範囲で直接設定することびでさます。（一 44) 

約 2800 〜 10000 

PC- 1 

P[-S 

PW 

付属のソフトウエアで設定したホワイトバランスデータ 
をカスタムホワイトバランスとして 3 つ登録することびで 
さます。（一 45) 

(カメラに登録されていないとさは表示されません） 

- 
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MENU 


マニュアルホワイトバランス — 


マニュアルホワイトバランスは、ホワイトバランスの基準となる白い被写体を撮影し、この 
画像を選ぶことでホワイトバランスデータを取り込み、ホワイトバランスを設定します。 


1 白い被写体を撮影する 

参 中央部スポット測光範囲の領域全体に、白い被写 
体びくるようにします。 

• 白い被写体び標準露出になるよラ撮影します。露 
出びアンダー、またはオーバーになると正確なホ 
ワイトバランスび設定されないことびあります。 

中央部スポット測光範囲マーク 





W 良匿技ぷ执 

帘皂ち 

5200K 

堤侵バラべーター 

m 

力 5 -ヌト U ックス 

1 

RAW+JPEG 因橡記讶み 

吊岩 3 责’’をの适战 

入 

窗お禹巧の?!端:[哥 

2 秒 

パブ物 i 

田 

MENU ろ 

«がニユー 


メニューか5 [ M - WB 画像選択]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [M- 
WB 画像選択 ] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離し 
ます。 

— 9コマインデックス表示になります。 



^ 画像を選ぶ 

^ • 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して希望 
する画像を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

• EOS - IDIU 外で撮影した画像は選択できません。 




設定する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈段〉を回して [0K] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

— ホワイトバランスデータび取り込まれます。 
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mn マニュアルホワイトバランス/皿五の色温度を直接設定する 


5 マニュアルホワイトバランスを選ぶ 

♦ 〈 WB 〉 ボタンを巧しなびら〈段〉を回して0〉を 
選び、 〈 WB 〉 ボタンから指を離します。 

— マニュアルホワイトバランスび設定されます。 




A 基準となる白い被写体には、無地の白い紙などをおすすめします。 

LV 各撮影環境で撮影した白い被写体の画像を CF カード内に記録しておさ、撮影の 

際に、この撮影画像を [ M - WB 画像選択] で選ぶことで各撮影環境に最適なホワイ 
トバランスを簡単に設定することびできます。 


MENU 


を温度を直接設定ずる 


ホワイトバランスの色温度を28日日〜]日日日日 K(1 日日 K ステップ）の範囲で設定することび 
でさます。 


1 〇 田 

n 存 1 

M—W 良を晋還化 

色な度 

5200 氏 

谓ほパラべーター 

相を 

カラ— マト U ッ クス 

1 

RAW+JPEG 画像紀讶 巧み 

最棄菌读の强或 

入 

看!^函をの g 贾荀間 

2 抄 

ゾイブ坦进 j 

田 

MENU ろ 

a がニユー 








メニューか!5 [色溫度]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈〇〉を回して抱温 
聞を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 


色温度を設定する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して希望 
する色温度に設定し、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離 
します。 

参 設定できる色温度範囲は、28日日から]日日日日 K 
(1 日日 K ステップ）です。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 
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mm 色温度を直接設定する/カスタムホワイトバランスを設定する 



色温度を選ぶ 

♦ 〈 WB 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を回して〈13〉を 
選び、 〈 WB 〉 ボタンから指を離します。 

— 色温度び設定されます。 


FOLDER FILE 


〈13〉は、自然光の色温度を設定するとさに使用してください。人工光源の色 
温度を設定すると、正確なホワイトバランスび得られないことびあります。 
カラーメーターで測定した色温度数値を〈〇〉に設定する場合は、事前にテス 
卜撮影を行い、カメラとカラーメーター間の誤差を補正した数値を設定してく 
ださい。 


カスタムホワイトバランスを設定す る— 

カスタムホワイトバランスとは、付属のソフトウェア上で、任意に設定したホワイトバラン 
スのことです。より厳密なホワイトバランス設定びでさますので、一定光源下での撮影を繰 
り返し行うスタジオ撮影などに適しています。詳しくは、付属のに日 S -1 D ソフトウェア使 
用説明書」を参照してください。 


貫 ^^^^ 



登録されたカスタムホワイトバランスを選 
ぶ 

• 〈 WB 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して、 
[PC- /]. [P[-?] 、 [P[-3] のいずれかを選び、 
〈 WB 〉 ボタンから指を離します。 

— カスタムホワイトバランスび i ミ定されます。 


夕 〔- 01 


FOLDER FILE 


4已 


画像に関する設定 





























ホワイトパランスを自動的に変えて撮る 

設定しているホワイトバランスモードの標準色温度から、 ] 段ステップ、±3段の範囲で、自 
動的に色温度を変えなびら3コマの画像を撮影することびでさます。これをホワイトバランス 
ブラケティング撮影といいます。 ] 段は、色温度変換フィルターの己ミレッドに相当します。 
設定したドライブモード（^99)で、標準色温度、青色寄りに補正（マイナス補正)、赤色寄 
りに補正（プラス補正）の順に撮影します。 



< DISPLAY 〉ボタンと〈 WB 〉ボタンを同時に押 
す 


背面表示パネルにび表示されます。 


L 亡… 



基準値 


1 - を‘ 

〇 一 1 

FOLDER 

FILE 


±1段 


、，二し 


FOLDER 



±2段 



ブラケテイングレベル 
±3段 


ブラケティングレベルを設定ずる 

参 〈 DISPLAY 〉 ボタン、 〈 WB 〉 ボタンのどちらか]つか 
ら指を離して〈〇〉を回します。 

— ^ 背面表示パネルにブラケティングレベルび表示さ 
れ、選択しているホワイトバランスのマークび点 
滅します。 

♦ ブラケティングレベルを設定したら、 〈 DISPLAY 〉 ボ 
タン、 〈 WB 〉 ボタンから指を離します。 

— ホワイトバランスブラケティング中は、選択して 
いるホワイトバランスのマークび点滅します。 


「 

\1/ 

♦— 

^39 1 

1 

で inn 

nnn i 1 

レ 

1り•，し, 

UUU 1 1 


FOLDER 

FILE 1 
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ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 


標準色温度 

小 

_〇 ; 曰 _ _ 

青色寄りに補正（マイナス補正) 



〇 


赤色寄りに補正（プラス補正) 

••。味二- 


撮影する 

ゾ^— 標準色温度^青色寄りに補正（マイナス補正） 

色寄りに補正（プラス補正）の順に撮影され、背面 
表示ノ（ネルにこれから撮影するブラケティングレ 
ベルび点滅表示されます。 

♦ 設定しているドライブモード（一 99) に従って撮 
影されます。 

•連続 撮影に設定しているときは、シャッターボタ 
ンを全押ししたままにすると、3コマ連続撮影し 
て自動停止します。 

♦セルフ タイマーを併用したとさは、2砂または]日 
秒後、自動的に3コマ連続撮影されます。 


ホワイト; V ランスブラケティングの解除 



•手順 との操作でブラケティングレベルを 
〈_一；—〉にして、 〈 DISPLAY 〉 ボタン、 〈 WB 〉 ボタ 
ンから指を離します。 

参 レンズ交換、 CF カード交換、バッテ U —交換、バ 
ルブ撮影の設定、スト□ボ充電完了、 〈 CLEAR 〉 ボタ 
ン押し、〈貸〉スイッチ 〈 OFF 〉 でも解除されます。 


« 参 スト□ボ撮影、バルブ撮影、 AEB 撮影との併用はでさません。 

• カスタム機能 C . Fn -] 2-1 のミラーアップ撮影でホワイトバランスブラケティン 
グを行うと、ドライブモードを連続撮影にしてち]コマ撮影となります。 


胃ドライブモードび]コマ撮影のとさは、3回シャッターボタンを押して撮影してく 
ださい。 


033 参 撮影順をマイナス補正、標準露出、プラス補正に変更することびでさます。 
( C . Fn - 日9-2, 3一] 3己） 

参 ホワイトバランスブラケティング撮影を、レンズの交換、 CF カード交換、〈©〉 
スイッチ 〈 OFF 〉 で解除しないようにすることびできます。 （ C . Fn - 日9-1，3一 
135) 

参 連続撮影中にもファインダー内情報を表示させることびできます。 （ C . Fn - 日1-] 
一 133) 
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MENU 


カラーマトリックス 


MENUt±i 


乂ニューけら [カラーマトリックス]を選ぶ！ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [カラ 
- マトリックス ] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離 
します。 


カラーマトリックスを選択する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して希望 
する番号を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。各番号で設定される内容は、下表のとおりで 
す。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


1 〇 因け .与 1 

M-WB 画を遇巧 


を離 

5200 K 

垣をパラ父ーター 

m 

1 ホうータトのクス 1 1 

RAW+JPEG 画像お 

讶口の峽み 

巧わ国をめな巧 

入 

撮堅を澤のを巧飽团 

2 巧 

ノイズを風 

切 

MENU 女 

«だイニユー 


カラー7卜 IJ ックスを選択ずる — 

カラーマト U ックスは、フィルム特性に相当する色相•彩度や、色域特性（色の再現領域）を選 
択でさる機能です。 

このカメラでは、使用目的別に己種類のカラーマト U ックスび用意されています。 


選択番号 

設定内容 

1 

自然な色合いの色相-彩度に設定されています。被写体のちつ自然な色合いを出した 
いとさに効果的です。 

2 

ポートレート向けの色相-彩度に設定されています。肌色をされいに出したいとさに 
効果的です。 

3 

高彩度な U バーサルフィルムに近い色相•彩度に設定されています。くっさりした色 
合いを出したいとさに効果的です。 

4 

Adobe RGB の色空間に対応した画像び得られます。色の再現領域び標準設定の 
sRGB に比べてとても広いため 、 Adobe RGB へのプ□ファイル変換を行いたいとき 
や彩度調整を細かく行いたいとさに効果的です。 

なお、このカメラで撮影した画像には、に C プ□ファイルび付加されませんので、プロ 
ファイル変換を行う場合は 、 Adobe RGB を指定する必要びあります。また 、 sRGB 
環境下では、低彩度な画像となりますので、彩度調整び必要です。 

己 

低彩度な画像になるよラ設定されています。ひかえめな色合いで表現したいとさに効 
果的です。 


園 
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カラーマト IJ ックス 1 、 2 、 3 、 已の色空間は、 sRGB に設定されています。 












旧 o 感度を設定ずる 

に日感度とは、撮影時の光に対する敏感度を数値化したものです。(-154) 

数値び大さくなるほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に向いてい 
ますび、撮影画像にノイズび入るなど、画像び粗くなる場合びあります。逆に感度び低い場 
合は、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影には向いていませんび、さめこまかな画 
像び撮影でさます。 

このカメラでは、 ISO 感度を2日日、2已日、32日、4日日、已日日、64日、8日日、 ] 日日日、 
12已日、16日日の中から選択することびできます。初期状態では、 IS 日2日日に設定されてい 
ます。 



〈 AF 〉ボタンと〈图阳〉ボタンを同時に押す 

— 〈 ISO 〉 とそのとさ設定されている感度び表示され 
ます。 




そのまま〈^〉を回ず 

• 表示パネルに希望する IS 日感度び表示されるまで 
〈£^〉を回します。 


、 ボタンか5指を離す 

— に日感度び設定されます。 


« に日感度を高くすると画像に含まれるノイズ成分びやや多くなります。また、]コ 
マのサイズび大さくなり、撮影コマ数び減少します。撮影可能コマ数は、上面表示 
パネルで確認することびでさます。（一 27) 

因な • に日感度設定時に、 ISO 100. 32日日相当の設定びできるようになります。 
( C . Fn - 日 3-1 一] 33) 

# 上面表示パネルの撮影巧能コマ数を旧日感度表示に変えることびでさます。 
( C . Fn - 日8-1，2一] 3已） 
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MENU 


現像/巧メーターを選択ずる 



撮影した画像の現像処理の内容（パラメーター）を、付属のソフトウェアで任意設定して、3 
つまで登録•設定することびできます。ここでは、カメラに登録された現像パラメーターの 
設定ち法について説明します。 

現像パラメーターの設定とカメラへの登録ち法については、付属のに日 S -1 D ソフトウェア 
使用説明書」を参照してください。 

なお、現像 パラメーターがカメラに 登録されていないとさは、現像 パラメーターの 選択を行 
つても[標準] m 外表示されません。 


Cm 田 

口 .な 

M—W 良亩陈涅化 

を置藍 

5200 K 

現を"ラ乂三夕三 

職 ™^ 

カラーマト1」ックス 

1 

RAW + JPEG 国像お贸 

! み 

据お重 致のを託 

入 

最お互ち巧藻誌韩間 

2秒 

ゾイブほ期 i 

田 

MENU ろ 

W がニユー 


メニューか!5 [規像パラメーター]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈©〉を回して [現像 
パラメーター] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離し 
ます。 


1 Cm 田 

け 

冉 1 

巧をパラ X- 夕一 

惠 化されているた ジト 


♦ m ^ 

卜ーツカーブ 


損巧 

シサーブキスの谋さ 


0 

シサープネスの幻を 


鮮 

J 戶 EG 居 巧 

4 


广 


M H 



» が二 江一 


現像パラメーターを設定する 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して希望 
する項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 



をラダーター 


苗巧されてむる B ゥト 

巧。卜い 

卜ーンカー ブ 

ユ - ザ-な定 

シサー プネスのなさ 

1 

シサー ブネス 0 巧を 

仰巧。 

JPEGIM 

►— 

J M 

—~ t - ~^ 

L 

MENU を 

M H 

に三 タニ ュー 


現像 パラメーター 表示例 


1 〇 田 け 9 1 

な记 ラダーター 


洁おきれている 6 ット 

化。 卜24 

卜ーンカー ブ 

ュ-ザ-磁 

シャープネスの谋さ 

3 

シサー ブネス0巧を 


JPEG 否 《 4 

1 4, 

i 

- 心 

IMENU 吿 投别ニユ ー 1 



已〇 








Min 現像パラメーターを選択する 


「 現像 パラメーターについて 

現像パラメーターには、「 I ンカー刀「シャープネス」 「 JPEG 画勤びあり、付属のソフト 
ウェアでその組み合わせをカメラに3つまで登録することびでさます。 

現像パラメーターの設定とカメラへの登録については、付属のに日 S -1 D ソフトウェア使用 
説明書」を参照してください。 


ノ くラメーターは3つまで登録でさます。 



卜ーンカーブの設定をするこ 
とびでさます。 

シャープネスの強さと対象を 
己段階に設定することびでさ 
ます。 





JPEG 画像の J (ファイン ）、 J (ノーマル）に対する 
画質をそれぞれ己段階に設定することびでさます。 


パラメーター 

設定内容 

設定項目 

設定効果 

1ーンカーブ 

明るさやカラー特性を 
調整 

1ーンカーブ 

画像の明るさやカラーバランスを自由 
に変更することびでさます。 

シャープネス 

シャープネスの強さを 
調整 

12 3 4 5 

数値び大さくなるほど、シャープネス 
び強めに画像処理されます。 

シャープネスの対象を 
選択 

粗い 

粗いを設定すると、粗いパターンの被 
写体にシャープネスの強さび適用され 
ます。 

細かいを設定すると細かいパターンの 
被写体にシャープネスの強さび適用さ 
れます。 

やや粗い 

標準 

やや細かい 

細かい 

JPEG 画質 

4 (ファイン）の画質を 
設定 

6 7 8 9 10 

数値び大さくなるほど高画質になりま 
す。 

J (ノーマル）の画質を 
設定 

12 3 4 5 
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MENU 


撮影画像を見る 


撮影画像の巧認 I 

撮影直後の画像を、カメラ背面の液晶モニターですぐに確認することびでさます。表示のち 
法には、撮影画像び表示される [入]、 撮影画像と撮影情報を表示する [入 ( Info .)]、 表示しない 
[切] の3種類びあります。初期状態では [入] に設定されています。 




メニューか!5 [撮影画像の確認]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈袋〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回して [撮影 
画像の確認] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 



撮影画像の確認を設定ずる 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈獄〉を回して希望 
する項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


撮影する 

一/— 撮影された画像び液晶モニターに表示されます。 



S な 撮影画像の確認時間を変更することびでさます。（一己 3) 

ホ 連続撮影したとさには、最終コマの画像だけび表示されます。表示中の撮影画 
像に対して、プ□テクトをかけたり卜]] 9)、音声を録音したり（^]21)す 
ることびできます。また、表示中の撮影画像を消去することもできます。（一 
122 ) 
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■の… w 撮影画像を見る 


撮影画像の確認時聞 

撮影直後の画像確認時間を設定することびでさます。 


loj 田 

n 冉 

围按造巧 


伊ち巧 

520 OK 

结憤バラべーター 

相華 

力 5— マト U ックス 

1 

RAW+JPEG 画像お讶 お 

最お亟 ちめ巧立^ 

A 

巧お酉 塚の巧お時巧 

.2 巧 

タイブほお j 

田 

MENUtb 

攝がニュー 


〇 田け 冉 



4巧 

择苗酉毎の巧防時巧 8技 

ホ—ルド 

MENUtb _ 麵おィニユー 



1 


メニューか5 [撮影画像の確認時間]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら 〈 C )〉 を回して、 
〈〇〉を選びます。 

• < SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈 〇〉を回して [撮影 
画像の確認時間] を選び、〈 SELECT 〉 ボタンから指を離 
します。 


撮影画像の確認時間を設定する 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈袋〉を回して希望 
する項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


胃[ホールド] に設定したときの表示時間は、オートパワーオフ3日）で設定した時 
間の半分になります。なお、オートパワーオフ [切] に設定したときの表示時間は 
1己分となります。 
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> フォルダの作ぶと選択 

複数のフォルダを作成して、選択したフォルダに撮影画像を保存することびでさます。 
撮影曰や撮影内容別に撮影画像を分類しておさたいとさに有効です。 

フオルダは、フオルダ番号1日日〜999まで順に作られます。 


カメラ単独でフオルダを作ぶずる 



画像表示形式フォルダモード 


|[m 因 ■== ミミミ ■ 

n 

1 FOLDER 1 



選択マーク 


フオルタ’モードにする 

• 〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回し、背面 
表示パネルの〈>〉を選択して、 〈 DISPLAY 〉 ボタン 
から指を離します。 

液晶モニターびフオルダモードに切り換わります。 
フォルダ名 保存コマ数 




フオ J レダ作成画面を表示する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回し、口才 
ルタ’作成] を選択して、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離 
します。 

— フオルダ作成画面び表示されます。 


フオルタけ成 

咖1則を巧成しまずか？ 


キタンたル 


DISPtb _ ク*ルダ巧お 



♦ フォルダの数び91；(上になるとフォルダモードにしたときに [フォルダ作肋 び見 
えなくなるとさびあります。このとさは、 [フォルダ作成] び表示されるまで、 
< SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈段〉を回してください。 

参 [ RAW+JPEG 画像記録] での保存〕マ数は、 ] 回撮影で]コマカウントされます。 
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> フォルダの作成と選択 


フ オル 女‘作ぶ 



フォルダを作成する 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈段〉を回し、 [0 K ] 
を選択して、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 
— 新しいフォルダび作られます。 

• < DISPLAY 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて、 
フオルダモードび終了します。 


フオルダ番号び999になると、それ上のフォルダ作成はでさません。 


フォルダを選択ずる 


撮影画像を保をするフォルダを選択します。フォルダ内の全画像消去（^]23)を行ラとさに 
も、ここでフオルダを選択します。 



フォルタ’モードにする 

• 左ページの手順を行います。 

フォルダを選択する 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回し、フォ 
ルダを選択して、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

— フォルダび選択されます。 

♦ 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて、 
フオルダモードび終了します。 


フオルタ選択後のファイル番号（一已 6) について 

撮影画像の入っていない 
フオルダを選択したとき 


' 101 ^ - 


ファイル番号 


はートリット]] 


撮影画像の入っている 
フォルダを選択したとき 


'100、— 

XXX -0001 


1 [通し番号]1 

/ lOO ^ - 

□ 

XXX -0001 




'101^ - 

XXX -0001 

谅 V レ番号 



广。1 V . 


□ 

"户 XXX -0101 XXX -0102 

□ □ 

XXX -0103 XXX -0104 


フオルダ内での続さファイル番号 
[通し番号][オートリセット]共通] 


画像に関する設定 
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MENU 


フアイ J レ番号の設定方式 


撮影した画像は、自動的に 0001 〜 9999 までのファイル番号び付けられて、選択したフォ 
ルダに保存されます。自動番号の付けかたとしては、オート U セット、通し番号の2種類びあ 
ります。初期状態では、通し番号に設定されています。 


Cm 田 

n を 

スートパ:?ースフ 

1 巧 

ファみ碰号 

a し巷ち 

日巧/時刻 

2001/11/30 

CF 力-ド巧匿 


6ツサークリーニツヴ 


报晶モニターめ聞るさ 


つマ ー A ウェ7 

柏「- 

-* ■な 
d C ご 

日本篇 

MENU ろ 

セ g トアップ イニュー 


〇 田け 9 

ラ子イ号 ブートリたット 

强句リたジト 



MEMUtb _セットアップタニ 3 — 



メニューか!5 [ファイル番号]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して、 
〈け〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して[ファ 
イル番号]を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 


設定する項目を選ぶ 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して希望す 
る項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 
— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


オートリセット 


撮影画像を保をするフォルダを変更したり、 CF カードを交換すると、ファイル番号び初期値 
( XXX - 日日日 1) に戻ります。撮影した画像のファイルき号び、各フォルダで日日日 1 から始まり 
ますので、撮影曰ごとに新しいフォルダに変更して、フォルダ単位で何曰目の何コマ目かを 
分類したいとさなどに有効です。ただし、すでに画像び記録されているフォルダへ変更した 
り、画像び記録されている CF カードに入れ替えたときは、その中に入っている画像の最大フ 
アイル番号に続し''たファイル番号となります。 


フオルダを変更した場を 


CF 力ード-1 


/100^- 

□ 


/lOl^ - 

己 

XXX-0001 


XXX:000 U 


ファイル番号リセット 


CF 力ードを交換した場を 



ファイル番号リセット 
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■の… lU フアイル番号の設定方式 


« CF カードに空さびあっても、選択しているフォルダ 
内のファイル番号び9999になると、液晶モニター 
にちのメッセージび表示されて撮影でさなくなりま 
す。撮影を続けたい場合は、 〈 SELECT 〉 ボタンを巧し 
なびら〈〇〉を回して [0K] を選択してください。自動的に新しいフォルダび作 
成されて、撮影を続けることびできるよラになります。画像は新しいフォルダ 
に保存されます。 

特に、シャッターチャンスを逃びしたくない重要な撮影の際には、事前に新し 
いフォルダを作成-選択（^已4)しておくか、ファイル番号を 随制リセット] 卜 
58) して撮影画像を保をするフォルダを変更しておいてください。 


[フ 4 ルタ FULL ] 

試しい7ォルタに巧 y お5まずか？ 

[«iirM r 丰お挪— 


[通し番号 


撮影画像を保をするフォルダを変更したり、 CF カードを交換したりしても、最後に撮影した 
画像の続さ番号び次の画像に付けられます。撮影した画像のファイル番号び重複しないため、 
画像をコンピューターでまとめて管理するようなとさに有効です。ただし、すでに画像び記 
録されているフォルダへ変更したり、画像び記録されている CF 力ードに入れ替えたときは、 
その中に入っている画像の最大ファイル番号と、最後に撮影した画像のファイル番号を比較 
して、数の大さいちを続さのファイル番号とします。 


フォルダを変更した場を 


CF 力ード-1 


^ 101 ^—— 


CF 力ードを交換した場合 



続さのファイル番号 


続さのファイル番号 




CF カードに空さびあっても、通し番号び9999に 
なると、液晶モニターにちのメッセージび表示され 
て撮影でさなくなります。撮影を続けたい場合は、 
〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して [0K] を 


[通しを号 FULL ] 

通しを写をリセジトして 

新し U フオルかこ切 y 巧えまずか？ 


選択してください。自動的に新しいフォルダび作成されて、撮影を続けること 
びできるようになります。このとき、通し番号は日日日1に戻り、画像は新しい 
フォルダに保存されます。 

特に、シャッターチャンスを逃びしたくない重要な撮影の際には、事前にファ 
イルき号を [強制リセット] (^己8)するか、 [才ートリセット] にして撮影画像を保 
をするフォルダを変更しておいてください。 
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■,i 口 uu フアイル番号の設定方式 


強制リセット 


自動的に新しいフオルダを作成して、ファイル番号を初期値 （ XXX - 日日日 1) に戻します。じ( 
後、撮影画像は、この新しいフオルダに保存されます。ファイル番号の付けち（オート U セツ 
卜/通し番号）は、強制 U セット前の設定となります。 



ファイル番号は、フィルムカメラのフィルムコマ番号に相当するものです。 
ファイル名について詳しくは、『デジタルカメラ-写真の基本用語解説』 
1己已）を参照してください。 


コンピューターを®つたフオルダ作ぶ 


コンピューターのフォルダ作成機能を使用して、撮影画像を保をするフォルダを作ることび 
でさます。 

まず、 CF カードを開いたところに Dcim という名称のフォルダを作ります。 

次に Dcim フォルダを開いたところに撮影画像を保をするフォルダを、必要な数だけ作ります。 
撮影画像を保をするフォルダの名称は、 100 A 目 C _ D というように、 ] 日日〜999までのフォ 
ルダ番号3析に続けて、必ず文字数己つで名称をつけます。使用でさる文字は、半角アルファ 
ベット A 〜 Z (大文字、ル文字混在巧)、半角の_ (アンダーバー）です。スペースは使用でさま 
せん。 


1；(下のような名称では、カメラびフォルダを認識でさません。 

10日 ABC (文字不足)、001 ABC _ F (フォルダ番号び不適切）。また、同じフォ 
ルダ番号 （100 ABC _ C 、 1日日 ABC _ D など）をつけたときもカメラびフォルタ' 
を認識でさません。 

フォルダ番号は、なるべく10日からつけてください。フォルダ内のファイル番 
号び9999になったとさに、新しいフォルダを作成して撮影を続けることびで 
さます。しかし、フォルダ番号999のフォルダび]つだけ入っている CF カード 
で撮影すると、撮影画像のファイル番号び9999になった時点で、それ上撮 
影でさな < なります。 
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才ートフォーカスと 
ピント合ねせ 


エリア AF フレーム内には、4己の AF フレームが配置されています。 
適切な AF フレームを選択することにより、構図優先の AF 撮影を 
行うことがでさます。また、被写体の状況や撮影意図に合わせて 
オートフオーカスの作動特性を選択することができます。 



あらかじめ〈©〉スイッチと〈#〉スイッチを 
〈 ON 〉 に設定してください。 







AF モードの選択 

AF モードとは AF の作動特性のことをいいます。止まっている被写体の撮影に適しているワン 
ショット AF と、動いている被写体の撮影に適している AI ヴーボ AF の2種類びあります。被写 
体の状況にあわせて選択します。 



レンズのフ オーカ スモードスイッチを 〈AF〉 
にセツトずる 


AF モードを選択する 

• カメラの 〈 AF 〉 ボタンを押しなびら〈£^〉を回し 
ます。表示パネルの AF モードを選択して 〈 AF 〉 ボ 
タンから指を離します。 


〔 ONE shot) ワンショット AF 

I 

を I SERVO ] AI ヴーボ AF 

t 
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AF モードの 選択 


止まつている被写体を撮るとまはワンシヨツト AF 



合焦 マーク 
AF フレーム 


シャツターボタンを半押しすると AF が作動 
し、1回だけピントを合わせます 

時 ピントび合うと、ピントを合わせた AF フレームび 
一瞬光り、同時にファインダー内に合焦マーク 
〈♦〉び点灯します。 

♦ 評価測光では合焦と同時に露出値び決まります。 
そのままシャツターボタン半押しの状態を保つと 
露出値び固定されたままになり、ピントを合わせ 
たあとに構図を変えて撮影するフオーカス□ック 
撮影びでさます。 


画面の端の被写付:にピントを合わせる 

エ U ア AF フレームに入らない画面の端の被写体にピントを合わせて撮影するとさは次のよラ 
にします。このち法をフォーカス□ック撮影といいます。 

• フォーカス□ック撮影は AF モードびワンシヨット AF に設定されているときに有効です。 

1 シャッターボタンを半押ししてピントを合わせる 
2 シャッターボタンを半押ししたまま構図を変える 
J 撮影する 

S 參 〈©〉スイッチを〈■»)〉にしておくと合焦と同時に電子音び「ピピッ」と鳴ります。 

# ピントび合わないとファインダー内の合焦マーク〈♦〉び点滅します。このとさ 
はシャッターボタンを全押ししてち撮影はでさません。構図を変えて再度ピン 
卜合わせを行うか、 『AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ)』 (-73) を参照し 
て < ださい。 


P S 即 [ 細1 

• が ' C _ . ONE SHOT] I 

图 __ J I 

—3. づ. .-1 ••の • パ.巧 ■ 


3 才—トフォ—カス 
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AF モードの 選択 


動いている被写体を撮るとまは AI ヴーボ AF 


P 


三' 5 G 〕 


S'g lAISERVOI 

函 • 

@- 3 . 


.の. 


• •*3 




シャツターボタン半押しの状態を保ってい 
る間、被写体にピントを台わせ続けまず 

♦ 撮影距離びたえず変わる（移動している）被写体の 
撮影に適しています。 

♦ 動体予測機能*でカメラに向かってくる、または遠 
ざかる被写体にピントを合わせ続けます。 

• 露出は撮影の瞬間に決まります。 


•ピントび 合ってもファインダー内の合焦マークは点灯せず、電子音も鳴りませ 

L|l ん。 

参 ファインダー内の合焦マークび点滅するとさはピントび合っていません。 

# フォーカス□ック撮影はできません。（カスタム機能 C . Fn - 日 4-2 設定時を除く） 


* 動体予測機能について 

被写体びほぼ等速度でカメラに近づいてくる場合、または遠ざかっていく場合に、シャッタ 
一び切れる直前に正しいピントび得られるよラ、その被写体の位置を予測してピントを合わ 
せ続ける機能です。 

任意の AF フレームを選択しているときは、ホく光ったその AF フレームで動体予測を行います。 
AF フレーム自動選択のとさは、初めに中央で被写体をとらえます。 AF 中に被写体び中央から 
外れてち、ェ U ア AF フレーム内で被写体を確実にとらえていれば動体予測を続けます。 AF フ 
レームは光りません。 


因巧 參 AI ヴーボ A 刊寺の被写体追従敏感度を変えることびできます。に. Fri -2 日一] 38) 
参 AI ヴーボ AF 作動中に、〈乂〉ボタンを押すと、巧している間ピントを一時固定 
することびできます。 （ C . Fn - 日 4-2 一] 33) 

• AI ヴーボ A 刊寺に、選択されている AF フレームを〈〇〉で変えなびら被写体を追 
うことびできます。 （ C . Fn - 1 ]-2 一 136) 
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エ ij ア AF フレームと AF フレーム 

エ U ア AF フレームとは被写体にピントを合わせるエ U アのことをいいます。エ U ア AF フレー 
ム内には4己点の AF フレームび配置されており、ファインダーの広い範囲で AF び巧能です。 
AF フレームの位置を気にすることなく自由な構図で撮影に専念することびでさます。被写体 
びェ U ア AF フレーム内にあればカメラび自動的にピントを合わせます。 


AF フレームの配置 


エリア AF フレーム 


AF フレーム 



上の図はすべてを表示したものです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 


3 才—トフォ—カス 


63 









區 1 AF フレームの選択 

AF フレームの選択には自動選択と任意選択びあります。 

♦ 自動選択 

4已点の AF フレームの中から、撮影状況に応じてカメラび自動的に AF フレームを選択してピ 
ント合わせを行います。 

♦ 任意還択 （選択でさる AF フレームの数によつて3種類あります） 

①4已点の AF フレームから任意の1点を選択します。 

③ ]] 点の AF フレームから任意の]点を選択します。 ( C . Fn -13- l , 2) 

③9点の AF フレームから任意の]点を選択します。 ( C . Fn -13-3) 

* ②③はカスタム機能 C . Fn -] 3を設定して行います。カスタム機能の設定ち法は、『カスタ 
ム機能の設定ち法』（^] 32)を参照してくださぃ。 


AF フレーム選択の基本操作 



♦ AF フレームは〈圆〉ボタンを^度押したあと、 
〈〇〉と〈£^〉の組み合わせで自在に選択するこ 
とびでさます。 

横方向の AF フレーム選択 

♦ 〈画〉ボタンを巧して〈£^〉を回します。 

— AF フレームび横ち向に移動します。 


〇 


または 

〈図〉+〈逸〉 



縦方向の AF フレーム選択 

• 〈圆〉ボタンを巧して〈〇〉を回します。 

参 縦ち向の AF フレーム選択は、〈圆〉ボタンを巧し 
たあと、〈図〉ボタンを巧しなびらを回す 
ことでを巧能です。 

時 AF フレームび縦ち向に移動します。 

参 シャッターボタンの半巧し、またはタイマー（る 6) 
び切れると撮影準備状態に戻ります。 
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圆 AF フレームの選択 


自動選択 



〈圆〉ボタンを押して〈巡〉を回します 

時 ファインダー内表示び図のようになるまで回しま 
す。〈〇〉でを同様に設定できます。 

♦ ]番端の AF フレームから]つ進めると自動選択に 
なります。 

C . Fn -13- l , 2, 3のときにも設定できます。 


任意選択 


①45点の AF フレーム任意選択 


□ □ □ 8 □ □ □ 

□ □ □ MiM □ □ □ 

W].. 曰 . 马 曰 . 岛 .. 句日 .. 日 .. み g j 巡 

□ □ □ MM □ □ □ 

□ □ n B □ □ □ 


O 

中央選択 



選択ち法は、 AF フレーム選択の基本操作と同じで 
す。 

縦ち向の AF フレームは1点け）一2点 (□□ )^1 
点 （□) と選択されます。 


中央 m 外の選択 


2点自動選択 
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m (□□) の状態で撮影すると2点による自動選択 AF になります。また、この状態で 
左ちに移動すると]点ずつの選択になります。 


6已 






















圆 AF フレームの 選択 


②11点の AF フレーム任意選択 MaiaKflia (一 136) 

構図優先の撮影に有効な] ] 点の AF フレームび設定されます。 AF フレームの選択ち法は、 
4己点の任意選択と同じですび、 AF フレーム数び少なくなるので、選択機動性び向上します。 



• 1 ] 点の中から任意の AF フレームを選択することび 
でさます。 

♦ AF フレームの 選択ち法は 、 AF フレーム 選択の基本 
操作と同じです。 


033 AF フレームに連動したスポット測光びできます。 （ C . Fn -13 -l 一77,136) 


⑤9点の AF フレーム任意選択 


C . Fn -13-3 


(-136) 


エ U ア AF フレーム外周8点の AF フレームと中央 AF フレームび設定されます。外周8点は 
〈〇〉の回転にあわせて直感的に回転しますので、選択機動性びさらに向上します。 



• 9点の中から任意の AF フレームを選択することびで 
さます。 

♦横ち 向の AF フレーム選択ち法は、 AF フレーム選択 
の基本操作と同じです。 

1番端の AF フレームから T つ進めると自動選択にな 
ります。 


外周 AF フレームを 選択ずる 

♦ 〈圆〉ボタンを押して〈〇〉を回します。 

時 〈〇〉の回転ち向にあ 

わせて外周にある8点の AF フレームを迅速に選択す 
ることびでさます。 


因巧 〈〇〉単独で外周 AF フレームを選択することびできます。 ( C . Fn -1 1-2-136) 
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圆 AF フレームの選択 


中央 AF フレームを 選択する 

♦ 〈圆〉ボタンを押して〈図〉ボタンを押します。 
時 瞬時に中央 AF フレームび選択されます。 


スポット測光を選択すると、 AF フレームに連動したスポット測光びできます。 

凶 (-77) 


因巧 〈図〉ボタン単独押しで中央 AF フレームを選択したり、〈図〉ボタンを巧している 
間だけ中央 AF フレームを選択するようにでさます。 ( C . Fn -18-138) 


因巧 AF フレームの任意選択ち法を変えることびできます。 ( C . Fn -1 1-136) 

(1) 〈圆〉ボタンの代わりにボタンを使う。 ( C . Fn -1 1-1) 

(2) 〈圆〉ボタンの代わりにく"^〉ボタンを使う。または〈〇〉単独で行う。 
( C . Fn -1 1-2) 

(3) AF フレーム任意選択から自動選択に切り換えることびできます。 
( C . Fn -1 1-2) 

(4) 〈圆〉ボタンの代わりに 〈 FEL 〉 ボタンを使う。に. Fn -11-3) 
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AF フレームの登録と切り換え 

よく使う AF フレームをあらかじめ登録しておくことで、他の AF フレームから、瞬時に登録 
AF フレームへの切り換えびでさます。中央外の AF フレームを登録した構図優先の設定や、 
AF フレーム自動選択を登録したシャッターチャンス優先の設定など、撮影目的に応じて AF フ 
レームを登録します。すべての AF フレームび登録対象となります。複数登録はできません。 



〈回〉ボタンを押し （る 6 )、 〈位〉〈段〉を回 
して AF フレームを 選択する 



〈図〉ボタンを押しなが! 5 〈 FE L 〉ボタンを押 
す 

畴 選択した AF フレームび登録されます。 

参 登録時の表示は、選択した AF フレームによって異 
なります。登録 AF フレームへ切り換えた時にも同 
じ表示びでます。 


自動選択 


中央じ(外の AF フレーム 


中央 AF フレーム 




« スト□ボ使用時とスポット測光時は〈図〉ボタンを先に巧してくださし、 〈 FEL 〉 ボ 
タンを先に押すと AF フレーム選択状態び解除されます。 



• 1 ] 点の AF フレーム任意選択時 （ C . Fri -13- l ，2) にも同様に登録することびでき 
ます。（一目目） 

• 9点の AF フレーム任意選択 （ C . Fn -13-3) では、 AF フレームの登録はできませ 
ん。（一 66) 

参 SEL HP の SEL は SELECT (セレクト）、 HP は HOME POSITI 日 N (ホームポジ 
シヨン）の略です。 
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AF フレームの 登録と切り換え 


登録 AF フレームへの切り換え 


初期状態の登録 AF フレームへの切り換えは〈図〉ボタンと〈圆〉ボタンの同時押しで行いま 
すび、カスタム機能 C . Fn - 18-1，2卜 138) を設定することにより、〈図〉ボタン単独押しで 
切り換えることびできます。カスタム機能の設定は、『カスタム機能の設定ち法』（一] 32) を 
参照してください。 




①〈図〉ボタンと〈區1〉ボタンの同時押しで切 
り換え 

♦ カスタム機能を設定しない初期状態の切り換えち 
法です。 


②〈図〉ボタン単独押しで切り換え 


C . Fn -18-1 


③〈図〉ボタン単独押しで、押している間だ 
け、切り換え 


C . Fn -18-2 


• 〈図〉ボタンを離すと元の AF フレームに戻ります。 


S 参 AF フレームの登録を行っていない場合は、中央 AF フレームに切り換わります。 
• C . Fn - 13を設定/解除すると、登録 AF フレームは中央 AF フレームとなります。 
なお、 C . Fn -13- l から C . Fn -13-2 への変更（またはその逆）では、登録 AF フレ 
ームは変わりません。 

〇'/. C . Fn -18- l , 2と C . Fn - 日 4-1 ，3を組み合わせて設定すると〈図〉ボタン単独押しで 
登録 AF フ レー ム への 切り換えと AF スタートを同時に行うようにすることびできま 
す。 
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AF フレームの領域拡大 


C . Fn -17 


カスタム機能を利用して、任意選択した AF フレームの領域を広げることびできます。に. Fn - 
17一 137) 


♦7 点自動選択 AF に拡大ずる 


C . Fn -17 -l 


(-137) 


任意の]点では追従しづらい不規則に変化する被写体を撮影する場合に効果的です。 


0 


□:選択した AF フレーム 
□:拡大した AF フレームの 領域 


♦ 拡大した AF フレームの領域は表示されません。 
♦ワン ショット AF でピントび合うと、選択した AF 
フレームと、ピントの合った AF フレームび点好し 
ます。 


•7 点あるいは13点 AF に自動拡大する 


C . Fn -17-2 


卜137) 


使用レンズの焦点距離や、 AF モード、 AI ヴーボ A 刊寺の被写体の速さなどに応じて下図のよう 
に、 AF フレームの領域を自動拡大します。被写体の動さび予測でさないような場合に効果的 
です。 


AF モード 

使用レンズの焦点距離 

300 mm 未満 

300 mmlU 上 

ワンシヨット AF 

ド) 

AF フレームの自動拡大は行いません。 

い □ y 

1 領域拡大 

AI ヴーボ AF 



r 。尸 ) 

( □□ \ 、 f □□□□ \ 

\ 。。ノ V 。。。。 ノ 

被写体び低速の場合被写体び高速の場合 

被写体び低速の場合被写体び高速の場合 


* カスタム機能の設定は、『カスタム機能の設定ち刹卜 132) を参照してください。 
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使用レンズの明るをと AF 測阻口いて 

胃£日3-10の八ドは、すべての AF フレームで被写体の横線成分を検出するのび基本と 
なっていますび、使用するレンズの明るさによっては、さらに高精度な AF ピント 
合わせび可能となっています。 


(1) F 2.8 よりを明るい大□径レンズ使用時、図の色で示した AF 
フレームでは、十字測距（縦線横線同時検出）による高精度 
AF 撮影び、残る38の AF フレームでは横線検出による AF 撮 
影びでさます。縦線検出は、横線検出の約3倍の敏感度で行 
われます。 




□□□□□□□ 

□ □□[(□ I □[]□□□ 
□□□□□□□ 


に）単体およびエクステンダーとの組み合わせで F 4 より明るい 
次の L タイプレンズでは、中央の AF フレームで十字測距に 
よる高精度 AF 撮影びでさます。残る44の AF フレームでは 
横線検出の AF 撮影 （ EF 7 日-2日日 mmF 2.8 L USM + エクス 
テンダー EF 1.4 X 除く）びできます。 

- EF 28-80 mm F 2.8-4 L USM 
- EF 3 日日 mm F 4 L USM 
- EF 3 日日 mm F 4 L IS USM 
- EF 4 日日 mm F 4 DO IS USM 
- EF 已日日 mm F 4 L に USM 
- EFBOOmm F 4 L USM 
- EF 6 日日 mm F 4 L に USM 
- EF 70-200 mm F 4 L USM 

エクステンダー EFl .4 X 、 EFl .4 X II との組み合わせ： 

- EF 2 日日 mm F 2.8 L USM 
- EF 200 mm F 2.8 L II USM 
- EF 300 mm F 2.8 L USM 
- EF 300 mm F 2.8 LIS USM 
- EF 4 日日 mm F 2.8 L USM 
- EF 4 日日 mm F 2.8 L II USM 
- EF 4 日日 mm F 2.8 L に USM 
- EF 70-200 mm F 2.8 L IS USM 

エクステンダー EF 2 X 、 EF 2 X II との組み合わせ： 

- EF ]3 己 mm F 2 L USM 
- EF 2 日日 mm F 1.8 L USM 
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使用レンズの明るさと AF 測距について 



(3) エクステンダーとの組み合わせで、 F 8 より明るい次の L 夕 
イプレンズでは、中央の AF フレームで横線検出による AF 撮 
影びできます。中央！;(外の AF フレームによる AF 撮影はでき 
ません。 


エクステンダー EF 1.4 X 、 EF 1.4 X II との組み合わせ： 
- EF 4 日日 mm F 5.6 L USM 


- EF 已日日 mm F 4 .已 L USM 
- EF ] 日日-4日日 mm F 4 .已-已 .6 L IS USM 


エクステンタ ー EF 2 X 、 EF 2 X II との組み合わせ： 
- EF 3 日日 mm F 4 L USM 
- EF 3 日日 mm F 4 US USM 
- EF 400 mm F 4 DO IS USM 
- EF 已日日 mm F 4 L に USM 
- EFBOOmm F 4 L USM 
- EF 6 日日 mm F 4 L に USM 
- EF 7 日- 2 日日 mm F 4 L USM 


〈圆〉ボタンを押すと上面表示パネルにちの表示び -0 - 
でます。 FIF 


« に機能の付いていない EF 70-2 日 0 mm F 2.8 L USM とエクステンダー EF 1.4 X 、 
EF 1.4 X II の組み合わせでは、中央 AF フレームで十字測距による高精度 AF 撮影び 
でさます。なお、中央外の AF フレームでは、測距誤差を生じる場合びあります 
ので、 AF 撮影しないでください。 
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AF の苦手な被写が(手動ピント合わせ） 》 

次のような特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない（合焦マークび点滅する）ことび 
あります。 


ピントが合いにくい被写体 

( a ) コントラスト（明暗差）び極端に低い被写体 . 例：青空、単色の平面など 

( b ) 非常に暗い場所にある被写体 

( C ) 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体…••…例：反射光の強い車のボディ 
(が被写体び遠いところと近いところに共をする状態 . 例：おりの中の動物 

これらの場合は次のいずれかのち法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるものでフォーカス□ックし、構図を決めなおして撮影する。 
に）レンズのフォーカスモードスイッチを 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） にして手動でピント合わせを 
行う。（一 26) 



スト□ボや ST - E 2 の AF 補助光でピントび合わない場合は、中央の AF フレームを選 
択してください。中央じ(外の AF フレームではピントび合わないことびあります。 
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AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ) 


手動でピントををわせる（マニュアルフオーカス) 



レンズのフ オーカ スモードスイッチを 〈 MF 〉 
(または 〈 M 〉） に切り換える 

啡 上面表示パネルの AF モード表示び全て消えます。 



ピントを台わせる 

参 ファインダー内の被写体びはっさり見えるまで、 
レンズのフォーカス U ングを回してピントを合わ 
せます。 


ra AF フレームを任意に選択して、シャッターボタンを半巧ししなびら手動ピント 
じり 合わせをすると、選択している AF フレームでピントび合ったとさはその AF フレ 

ームび光り合焦マークび点なします。 

AF フレーム自動選択の場合は、中央の AF フレームでピントび合ったときに AF 
フレームび光り、合焦マークび点灯します。 

USM (Ultrasonic Moto ン 超音波モーター）レンズのとき 
USM レンズ（距離目盛りのない USM レンズをのぞく）はワンシヨット AF で作動 
した後そのままフオーカス U ングを操作してピントを微調整（フルタイムマニュ 
ア J レ）することびでさます。 


因な 電子式の手動フォーカス U ングを採用している USM レンズ （ EF 2 日日 mm F 1.8 L な 
ど）では、レンズのフォーカスモードスイッチを 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） にしないと手 
動ピント合わせびできないように変更することびできます。 （ C . Fn - 日7一] 34) 
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® 評価測光 
E 3 部分測光 
LrJ スポット測光 
I __ ] 中央部重点平均測光 


測光方式の選択 


測光モードには、評価測光、部分測光、スポット測光、中央部重 
点平均測光があります。さらにスポット測光には中央部スポット 
測光 、 AF フレーム 連動スポット測光、マルチスポット測光があり 
ます。撮影状況や撮影意図に合わせて選択してください。 


あらかじめ〈©〉スイッチを 〈 ON 〉 に設定してくださし、。 

尚就 










厘] 測光モードの選択方法 




測光モードを選択する 

♦〈图 阻〉ボタンを巧しなびら〈逸〉を回し、希望す 
る測光モードを選択します。 

評価測光 

I 

[p I 部分測光 

I 

[}] スポット測光 

I 

1^ ] 中央部重点平均測光 

す 


、 〈图阻〉ボタンか5指を離す 


測光モードの種類 



图評価測光 

逆光撮影を含む一般の撮影に適しています。ファイン 
ダー内を21に分割して全ての AF フレームに連動した 
評価測光を行います。ファインダー内に占める主被写 
体の大ささ、位置、明るさ、背景、順光、逆光など複 
雑な光の要素をカメラび判断し主被写体を常に適正な 
露出値にします。 

♦ 手動ピント合わせ時は常に中央の AF フレーム基準 
の評価測光になります。 

• 主被写体び極端な逆光下にあったり強いスポットラ 
イトをおびているような、主被写体と背景に極端な 
明暗差びあるとさは、部分測光（巨])またはスポッ 
卜測光（丘])の使用をおすすめします。 
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測 光モードの 種類 



固部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある場合の撮影に 
有効です。ファインダー中央部の約] 3.已〇/〇の範囲を 
測光します。 



[•] スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するとさに有効です。ファ 
インタ'一中央部の約3.8%を測光します。 



[] 中央部重点平均測光 

フアインダー中央部に重点を置いて画面全体を平均に 
測光します。 



AF フレーム 連動 スポッ ト測光 

機動性を上げるためカスタム機能 C . Fn - l 3の設定によ 
つてエ U ア AF フレーム内の4已点の AF フレームを]] 
点 ( C . Fn -13-1). または9点 ( C . Fn-l 3-3) に限定し、 
任意に選択した AF フレームの周囲のみ（ファインダー 
の約3.8%の範囲）を測光します。 (-66, 136) 


胃スポット測光で連続撮影中は自動的に AE □ック撮影になりますび、ファインダー 
L - li 内に〈*〉は点好しません。 


因巧 エ IJ ア AF フレームの4己の AF フレームの内、 AF フレームを11点に限定して中央部 
スポット測光することびできます。 （ C . Fn - l 3-2 一66, 136) 
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測 光モードの 種類 


マルチスポット測光 

撮影画面の複数の場所をスポット測光し、その場所び相対的にどのよラな露出になるかを考 
えなびら、自分のねらい通りの最終露出を決めることびでさます。 



スポット測光を選択ずる(一 76) 

中輝度部の天井①をね! 5 い、 〈 FEL 〉 ボタン 
を押す 

時] 回目のスポット測光び行われます。 


1回目のスポット測光表示 

一①でままった露出値に対し、そのとさスポット測光で捉 
えている部分の露出レベルび U アルタイムで表示されま 
す。 


ひをつづさ最も明るい窓③と、暗い 
壁③ をね!5い、それぞれ 〈 FEL 〉 ボタン 
を押す 

ファインダー内に、 3 点の平均露出値に対する各 
測光部（①天井、②窓、⑤壁）の露出びどのよラ 
になっているかび表示されます。 


2回目のスポット測光前の表示 


①に対する③部分の露出レベル 

2回目のスポット測光後の表示 


①の露出値 


の、②の平均露出値 


3回目のスポット測光前の表示 

© 、②に対する③部分の露出レベル 

3回目のスポット測光表示 



© 、②、③の平均露出値 
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測 光モードの 種類 


この状態で露出補正を行ラと、3点の露出レベル表示全体を見なびら、表現意図に合わせ 
た最終露出を決めることびでさます。 


« スポット測光は8点まで行うことびできます。9点目からは 〈 FEL 〉 ボタンを巧して 
ち測光は行われません。 

• マルチスポット測光による露出値の記憶は次の条件で解除されます。 
llftj (1) スポット測光後、16秒経過したとき。 

(2) 〈图阻〉ボタン、 〈 MODE 〉 ボタン、 〈 AF 〉 ボタンを巧したとき。 

(3) 撮影後、シャッターボタンから指を離したとさ。 

• マルチスポット測光は中央部スポット測光と AF フレーム連動スポット測光で利 
用でさます。 


マルチスポット測光完了後の露出表示 





測光ち式 


井 

窓天壁 
②①⑤ 
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— P :プ□グラム AE (一 82) 

一 M :マニュアル露出（一 90) 

Tv :シャッター優先 AE (一 84) 
DEP :深度優先 AE (一 88) 

— Av :絞り優先 AE (一目目） 

バルブ（一10 2) 

AEB (一 94) 

□ Ql L QjH : 

ドライブモード 
(一 99) 

^Tv/eefliSjsoCfSss^ 

AvRSIAI SERVO ONE SHOT) 

度!#阻如 nS 商 H 

4^-3. .-2..-1..切，.+1..+2. .+3 


が 0 &2 : 

セルフタイ7— 
(- 100 ) 
露出補正 (-92) 


写真表現に合わせた 

露出制御 


被写体や撮影目的に合わせて、最適な撮影モードを選択すること 
ができます。そして、簡単な操作でさまざまな撮影を行うことが 
でさます。 




あらかじめ〈©〉スイッチを 〈 ON 〉 に設定して 
ください。また、必要に応じ、〈盾〉スイッチ 
を 〈 ON 〉 に設定してください。 











P プログラム AE 撮影 





AF フレーム 

2 



合焦 マーク 
L エリア AF フレーム 


表示ノ くネルの〈 P 〉を選択する 


参 〈 MODE 〉 ボタンを巧しなびら〈^〉を回して 〈 P 〉 
を選択し、 〈 MODE 〉 ボタンから指を離します。 



ピントを台わせる 

♦ ファインダーをのぞいてエ U ア AF フレームを被写 
体に合わせ、シャッターボタンを半巧しします。 

— 被写体にピントび合うと、ピント合わせを行った 
AF フレームび一瞬光ります。 

同時にファインダー内に緑色の合焦マーク〈♦〉び 
表示されます。 

^ 表示パネルとファインダー内に露出値び表示され 
ます。 

参 合焦マーク〈♦〉び点滅するとさは、シャッターび 
切れません。 『 AF の苦手な被写体（手動ピント合わ 
せ)』（一 73) を参照してください。 




P 


500 _[ 5〇] 


みが 

函 


0NESH0TI 




•+2.巧 




露出値 


シャッター速度 

絞り数値 


> 露出値が点滅していないことを確認して撮 
ク 影する 


句 AE は Auto Exposure けートエクスポージャ ー） の略で自動露出のことです。 

〇パ/カメラの初期設定を行うと、自動的にプ□グラム AE 撮影の準備び完了します。 
等卜 34) 
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P プ□グラム AE 撮影 


露出警告 



露出値び点滅するとさは露出び不適当です。撮影でさますび明るすざたり暗すざた 
りした写真になります。詳しくは『露出警告表示一覽表』（^1己7)を参照してくだ 
さい。 



ピントび合うと AF フレームび一瞬光ります。 AF フレームび任意選択卜6己）さ 
れているときは、（る 6) タイマーび作動している間、淡く点灯します。 

AF フレームび自動選択卜6己）になっている場合は、同じピント位置の AF フレ 
ームび複数点灯します。 


プ□グラムシフトについて 

〈 P 〉プログラム AE では露出を変えずに、シャッター速度と絞り数値の組み合わせ 
(プ□グラム）を変更することびでさます。これをプ□グラムシフトといいます。シ 
ャッターボタンを半押しした後〈^〉を回して、希望するシャッター速度または絞 
り数値に設定します。 

プ□グラムシフトは撮影すると解除されます。 



Tv シャッター速度を決めて撮る 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要な絞り数値 
を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といいます。 

シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえることびでさ、シャッター速 
度を遅くすると流動感を表現することびできます。 


*Tv とは Time value (タイムバ U ユー）の略で時間量のことです。 



速いシャッター速度 遅いシャッター速度 



上面表示ノ くネルの〈 Tv 〉を選択する 

参 〈 MODE 〉 ボタンを押しなびら〈^〉を回して 
〈 Tv 〉 を選択し、 〈 MODE 〉 ボタンから指を離しま 
す。 


固 



シャッター速度を設定する 

参 〈£^〉を回して希望するシャッター速度を設定しま 
す。 


TV •'巧 [ 5 S 3 

SSr onesh 饥 I 

函 (g _ ] 

-3. .-么 .0. .+1..+2. .+3 


(— 11 — 广广 r r rn 

M ： j j.O I こり -, j 



4 


ピントを台わせる 

^ シャッター速度と絞り数値び表示されます。 


撮影する 

• 絞り数値び点滅していなければ適正露出です。 
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Tv シャッター速度を決めて撮る 


露出警告 

使用レンズの一番ノ」\さな絞り数値（最大□径絞り）び点滅するとさ 
は、露出アンダー（露出不足）です。 

絞り数値の点滅び止まるまでを回してシャツター速度を遅 
くします。 


使用レンズの一番大さな絞り数値（最小□径絞り）び点滅するとさ 
は、露出オーバー（露出過度）です。 

絞り数値の点滅び止まるまでを回してシャッター速度を速 
くします。 

因互！ セーフテイシフト機能を付加することびできます。 ( C . Fn -16-137) 

設定したシャッター速度に対して絞り数値び変化しても適正露出び得られない 
とき、シャッター速度び自動的にシフトして適正露出び得られるようにします。 
これをセーフテイシフトといいます。 

1/3段ステップのシャッター速度の設定を]段または T /2段ステップに変更す 
ることびできます。 （ C . Fn -6 一] 34) 
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Av 絞り数値を決めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要なシャッター速度 
を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 

絞り数値をルさくする（開く）と、背景をぼかした美しいポートレートび撮影できます。絞り 
数値をルさくするほど背景はぼけます。絞り数値を大さくする（閉じる）と、奥行きのある風 
景の手前から遠くまでび鮮明に写ります。絞り数値を大さくするほど鮮明に写る奥行さび深 
くなります。 

*Av とは Aperture value (アパチヤーパ 'U ュ ー） の略で開□量のことです。 




大さい絞り数値 




上面表示パネ J レの〈 Av 〉を選択する 

参 〈 MODE 〉 ボタンを押しなびら〈^〉を回して 
〈 Av 〉 を選択し、 〈 MODE 〉 ボタンから指を離しま 
す。 


Av 



絞り数値を設定する 

• 〈^〉を回して希望する絞り数値を設定します。 


夕巧〔細 
Av 5.5 L_ onesh 迎 
图 19_I 

.-2..-1..の..+1..+2. .+3 


く巧な[ぶ] 
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ピントを台わせる 

^ シャッター速度と絞り数値び表示されます。 

撮影する 

• シャッター速度び点滅していなければ適正露出で 
す。 

♦ シャッター速度び「1/使用レンズの焦点距離」1；( 
下になると手ブレび起さやすくなりますのでごを 
意ください。 
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Av 絞り数値を決めて撮る/被写界深度を確認する 


露出警告 

# シャッター速度の「3口"」び点滅するときは、露出アンダーです。 
シャッター速度の点滅び止まるまで〈^〉を回して絞りを開いて 
(絞り数値をルさくして）ください。 


• シャツター速度の「ぶ日日日」び点滅するときは、露出才ーバーです。 
シャツター速度の点滅び止まるまで〈^〉を回して絞りを閉じて 
(絞り数値を大さくして）ください。 


因互！ •セー フテイシフト機能を付加することびできます。 ( C . Fn -16-137) 

設定した絞り数値に対してシャッター速度び変化しても適正露出び得られない 
とさ、絞り数値び自動的にシフトして適正露出び得られるよラにします。これ 
をセーフテイシフトといいます。 

参] /3段ステップの絞り数値の設定を1段または]/2段ステップに変更すること 
びできます。 （ C . Fn - 日6一] 34) 

# 絞り優先 AE 撮影では、レンズを外した状態でも絞り数値を設定することびでさ 
ます。 ( C . Fn -05-2, 3-134) 


被写巧深度を確認する 

ピントを合わせた被写体を中/こ\にその前後にをピント 
の合っている範囲びあります。この範囲のことを被写 
界深度（一]已 6) といいます。絞り込みボタンを押す 
と、そのとさ設定されている絞り数値まで絞り込み、 
ピントの合っている範囲をファインダーで確認するこ 
とびでさます。 


参 絞り込みボタンを巧すと AE □ック状態になります。 
l - lJ 参 AF 作動中、絞り込みボタンは機能しません。 
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DEP ピントの合う節囲を巧ゆて撮る — 

鮮明に写したい範囲を指定して写すことびでさます。 

*DEP とは、 Depth of field (デプスオブフィールド）の略で、被写界深度のことです。 

♦ レンズのフォーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） に設定されていると深度優先 
AE 撮影びできません。フォーカスモードスイッチを 〈 AF 〉 に設定します。 



上面表示ノ くネルの〈 DEP 〉 を選択する 

♦ 〈 MODE 〉 ボタンを押しなびら 〈逸〉 を回して 
〈 DEP 〉 を選択し、 〈 MODE 〉 ボタンから指を離し 
ます。 


DEP 


鮮明に写したい節囲の、1つ目を指定ずる 

参 ] つ目の被写体にピントを合わせます。（る 6) 
"•合 焦マークび点灯して rdf P /」と表示されます。 


鮮明に写したい節囲の、2つ目を指定ずる 

♦ 2つ目の被写体にピントを合わせます。（る 6) 
—合焦 マークび点灯して3」と表示されます。 



A 構図を決め、露出値を確認して撮影ずる 

• シャッターボタンを半押しします。 

— 手順）、 3 で指定した範囲び鮮明に写るよラ、ピ 
ントと絞り数値び設定されます。シャッター速度 
は明るさに応じて変わります。 

参 構図を決め、露出値び点滅していないことを確認 
して撮影します。 
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DEP ピントの合ラ範囲を決めて撮る 


露出警告 


絞り数値び点滅する場合は、希望どおりの効果び得られません(ただし、適正露 
出で撮影でさます)。広角レンズを使用するか、被写体から離れて手順〜 

の操作をします。 

シャッター速度と絞り数値の両方び点滅するとさは露出び不適当です。撮影で 
きますび、明るすざたり、暗すざたりする写真になります。詳しくは『露出警告 
表示一覧表』卜1已 7) を参照してください。 

シャッター速度の「3口"」と使用 
レンズの一番ルさな絞り数値（最 
大□径絞り）び点滅するときは、 

露出アンダーで深度優先 AE 撮影 
でさません。 




シャッター 速度の「ぷロロ n 」 と使 
用レンズの一番大さな絞り数値 
(最小□径絞り）び点滅するとさ 
は、露出オーバーです。レンズを 
通る光の量を減らす ND フィルタ 
一を付けて撮影します。 


ズームレンズを使用しているとさは、撮影び終わるまでズーム操作をしないで 
<ださい。 

深度優先 AE 撮影操作中に AF フレームを選択しなおすと、設定された深度優先 
AE 撮影のデータび解除されます。その場合は選択しなおした AF フレームで最 
初から深度優先 AE 撮影をします。 

スト□ボを使用したとさはプ□グラム AE でのスト□ボ撮影と同じになります。 
撮影距離範囲を設定できるレンズ （ EF 3 日日 mm F 2.8 L に USM など）を使用し 
て深度優先 AE 撮影するとさは、レンズの撮影距離範囲選択スイッチを「最短撮 
影距離〜〇〇」に設定します。 


園 


自動選択 AF フレームによる深度優先 AE 撮影では、中央の AF フレームのみによ 
るピント合わせになります。 

シャッター速度び遅くなるとさは手ブレ防止のため兰脚をご使用ください。 
操作の途中で（る 6) び切れると深度優先 AE のデータは解除されます。そのとき 
は最初からやりなおしてください。 

深度優先 AE 撮影を途中で解除するときは、 〈 MODE 〉 ボタンまたは 〈 AF 〉 ボタン、 
〈图閣〉ボタンのいずれかを押します。 


ぉ 


被写界深度を深くしたいとさは、広角レンズの使用をおすすめします。 

1点目と2点目のピント合わせを被写体の同じ部分で行うとピントび合ラ範囲は 
浅くなります。人物撮影などで、このち法を応用すると人物の前景および背景 
をぼかした写真を撮ることびでさます。望遠レンズを使用するといっそう効果 
的です。 
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M 自分で露出を決めて撮る 

シャッター速度と絞り数値を任意に決めて撮影するときに設定します。露出はファインダー 
内ちの露出レベル表示を参考にしたり、単独露出計を利用し自分で任意に決めます。これを 
マニュアル 露出といいます。 


内蔵の露出計機能を利用ずる 




上面表示ノ くネルの 〈 M 〉 を選択する 

♦ 〈 MODE 〉 ボタンを押しなびらを回して 〈 M 〉 
を選択し、 〈 MODE 〉 ボタンから指を離します。 

M 




〈な〉でシャツター速度を、〈〇〉で絞り数 
値を設定する 

♦ 絞り数値をく"^〉ボタンと〈£^〉で設定すること 
ちでさます。 



A ピントを台わせる 

4 • 露出値び表示されま 


露出値び表示されます。 

ファ インタ' 一 内ち側の露出レベル マーク 〈 n 〉で標 
準露出からどのくらいずれているか確認すること 
びでさます。 
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M 自分で露出を決めて撮る 


露出レベル表示 


標準露出 



露出レベル 
マーク 


5 


6 


露出をミ夫める 

♦ 露出レベル表示を確認し任意のシャッター速度、 
絞り数値を設定します。 


撮影する 


〈逸〉と〈〇〉の機能を入れ換えることびできます。 OD . Fn - 日己一1 34) 

1/3段ステップのシャッター速度および絞り数値の設定を、]段または]/2段 
ステップに変更することびできます。 （ C . Fn - 日6一 1 34) 

レンズを外した状態で絞り数値を手動設定することびでさます。 

( C . Fn -05-2, 3-134) 
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た 自分の巧みに露出を補正ずる — 

カメラび決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。ファインダーをの 
ぞいたまま〈〇〉で行う方法と、表示パネルを見なびら〈た〉ボタンと〈逸〉で行う方法びあり 
ます。設定でさる補正量は1/3段ステップで±3段の範囲です。 


<媒> による補正 J 




被写体にピントを合わせ、露出レベル表示 
を確認する 

露出レベル表示 




TV ES 0 

wi 

图 

J - 1-3. .-2..-1. 

〔細 

ONE shot ) 

に J 

•の，.+1.+2, .+3 

fell か•ム • 



プラス補正表示 


TV 

[ SO ] 

B.Oi 

ONE shot ) 

困 

に ) 




マイナス補正表示 


〈〇〉を回して希望する補正量を設定する 

時 ファインダー内に露出補正表示 〈た〉 と露出レベル 
〈 □ 〉び、表示パネ>1レに露出レベル〈 ■ 〉び表示され 
ます。 

•〈〇〉 の操作はシャッターボタン半巧し中か、シャ 
ッターボタン半押し後（る6 ) 作動中のみ有効です。 

• ファインダー内表示の上側はプラス補正を、下側 
はマイナス補正を示します。表示パネルの+側は 
プラス補正を、一側はマイナス補正を示します。 

♦ 露出補正を解除するとさは露出レベルを標準露出 
指標（〈□>〉または 〈巧〉) の位置に戻します。 


4 撮影する 
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た自分の好みに露出を補正する 


露出補正量を 1/2 段ステップに変更することびできます。 ( C . Fn -06-2-134) 

カスタム機能 C . Fn - 日 6-2 で 1/2 段ステップに設定したときの、ファインダー内と表 
示ノ（ネルの露出レベル表示は図のよラになります。 


TV ESB 

〔拙 

15( 

ONE shot ) 

图 

に ) 

@-3..-2二;-1. 



マィナス1^4段補正の例 


<た> ボタンと <必> による補正 



ボタンを押し （を 6 )、 作動中に〈逸〇 
を回して希望する補正量を設定しまず。 



胃 設定した補正量ま〈©〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

不用意に〈©〉び動いて補正量び変わらないようごを意ください。〈#〉スイッ 
チを 〈 OFF 〉 にすると安全です。 


5露出制御 
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哩 露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 

]/3段ステップ±3段の範囲で、自動的に露出を変えなびら3コマの撮影をすることびできま 
す。これを AE 目 （Auto Exposure 目 「acketin 呂：才ートエクスポージャーブラケテイング） 
撮影といいます。 AE 巨撮影には、シャッター速度、または絞り数値を自動的に変えて露出を 
変える AEB 撮影と、シャッター速度と絞り数値は固定のままで、に日感度を変えて露出を変 
える AEB 撮影びあります。 



標準露出（日） マイナス補正 （一] /3) プラス補正 （+ ] /3) 


シャツター速度/絞り数値を変えての AEB 撮影 


撮影モード 〈P〉 では、シャツター速度と絞り数値の両方を変えて A 距撮影します。 
〈Tv〉 では、絞り数値を変えて AEB 撮影します。 

〈AvXMXDEP〉 では、シャツター速度を変えて AE 目撮影します。 



〈 MODE 〉 ボタンと 〈 AF 〉 ボタンを同時に押 
ず 

表示ノ（ネルに〈吗 ] 〉び表示されます。 



TV 巧 G C 5 〇 ] 
5.5 r ONE shot) 
图 % 19_ I 

@-3. .-2. .心•で..* .+2. ,3 


そのまま〈^〉を回して AEB ステップ量を 
設定ずる 

瞬 表示パネルに AE 巨ステップ量と AE 巨レベル〈■〉 
び表示されます。 

左図は標準露出を中むに]段補正したとさの表示 
です。 

♦ ステップ量を設定したら、 〈 MODE 〉 ボタン、 〈 AF 〉 
ボタンから指を離します。 

時 設定した AE 目レベルび上面表示パネルに表示され 
ます。 
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哩露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 



3 


標準露出マイナス補正プラス補正 


撮影する 

時 標準露出^マイナス補正^プラス補正の順に撮影 
されます。 

^ ファインダー内の露出レベル表示には、撮影順に 
補正位置び表示されます。 

時 設定しているドライブモード（一 99) に従って撮 
影されます。 

♦連続 撮影に設定しているときは、シャッターボタ 
ンを全押ししたままにすると、 3コマ連続撮影し 
て自動停止します。 

♦セルフ タイマーを併用したときは、2砂または]日 
秒後、自動的に3コマ連続撮影されます。 


旧〇感度を変えての AEB 撮影 


各撮影モード （〈 P 〉〈 Av 〉〈 Tv 〉 など）において撮影直前に決まるシャツター速度と絞り数値 
を固定したまま、に日感度を自動的に変えて AE 目撮影します。 〈 M 〉 でも使用できます。 



1 


〈 AF 〉ボタンと〈图阻〉ボタンを同時に押す 

時 に0感度設定状態になります。 

♦ 標準露出となる ISO 感度を事前に設定しておいて 
ください。 （一 49) 例えば±]段で IS 日 2 日日/ 
4 日日/ 8 日日の AE 巨 撮影を 手 3 うとさには、 ISO 
4 日日に 設定しておきます。 





そのまま〈〇〉を回して AEB ステップ量を 
設定ずる 

• 表示パネルに AEB ステップ量と AEB レベル〈■〉 
び表示されます。 

左図は標準露出を中/こ\に]段補正したとさの表示 
です。 

•ステップ 量を設定したら、 〈 AF 〉 ボタン、 〈图 阻〉 
ボタンから指を離します。 

時 設定した AEB レベルび上面表示ノくネルに表示され 
ます。 


5露出制御 
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哩露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 



標準露出マイナス捕正プラス補正 


AEB 撮影の解除 



3 ! 


影する 

標準露出^マイナス補正^プラス補正の順に撮影 

されます。 

ファインダー内の露出レベル表示には、撮影順に 
補正位置び表示されます。 

連続撮影に設定しているときは、シャッターボタ 
ンを全押ししたままにすると、3コマ連続撮影し 
て自動停止します。 

セルフタイマーを併用したとさは、2秒または]日 
秒後、自動的に3コマ連続撮影されます。 


シャツター速度/絞り数値を変えての AEB 

参 〈 MODE 〉 ボタンと 〈 AF 〉 ボタンを押しなびら、 
〈越〉を回して AEB ステップ量を「口ぶ」にします。 
〈 MODE 〉 ボタンと 〈 AF 〉 ボタンから指を離すと 
AEB び解除されます。 


に0感度を変えての AEB 

♦ 〈 AF 〉 ボタンと 〈图 阻〉ボタン押しなびら、〈〇〉 
を回して AEB ステップ量を 「口ぶ」 にします。 〈 AF 〉 
ボタンと 〈图 阻〉ボタンから指を離すと AE 目び解 
除されます。 

参 AEB 撮影は、レンズ交換、 CF カード交換、バッテ 
U —交換、バルブ撮影の設定、スト□ボ充電完了、 
〈 CLEAR 〉 ボタン押し、 〈©〉 スイッチ 〈 OFF 〉 でも解 
除されます。 

♦ 必要に応じてに日感度を設定しなおしてください。 
(一 49) 
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哩露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 


園 


スト□ボ撮影、バルブ撮影、シャッター速度/絞り数値を変えての AEB 撮影、 
に日感度を変えての AEB 撮影、ホワイトバランスブラケティング撮影は併用で 
さません。 

カスタム機能 C.Fn-] 2-1 でミラーアップを設定した状態で AE 目撮影する場合、 
ドライブモードを連続撮影にしてち]コマ撮影となります。 

シャッター速度と絞り数値を変えての AE 目制御範囲は、シャッター速度は 
1/16 日日日〜 3 日砂、絞り数値は使用レンズの一番ルさな絞り数値（最大□径絞 
り）〜一番大さな絞り数値（最小□径絞り）です。 

IS 日感度を変えての AEB 撮影では、連続撮影速度び最高約 2. 8 コマ/秒となり 
ます。 

に日感度を変えての AEB 制御範囲は、 IS 日感度 2 日日 〜] 6 日日です。制御範囲を 
越える AEB ステップ量を設定しても、撮影は行われますび露出補正は行われま 
せん。 

ドライブモードび]コマ撮影の場合は、シャッターボタンを 3 回押して撮影して 
<ださい。 

AE 目と露出補正を組み合わせて使用することびでさます。そのとさ、露出レベル 
の表示範囲を超える露出補正をすると、表示は次のようになりますび、補正は設 
定どおりに行われます。 

•••ミ • *-1 ••巧 • ，リ，•+2, .+3 露出レベル表示範囲を超えた例 

シャッター速度/絞り数値を変えての AEB 撮影では、 3 コマの撮影び終わるまで 
上面表示パネ J レの〈啤]〉とファインダー内の〈 * 〉び点滅して AEB 撮影であること 
を知らせます。 

に日感度を変えての AEB 撮影では、 3 コマの撮影び終わるまで、上面表示パネル 
の〈 ISO 〉とフアインダー内の〈 ISO 〉〈 *〉び点滅して AEB 撮影であることを知らせ 
ます。 


AEB ステップ量を]/2段に変更することびできます。 ( C . Fn -06-2-134) 
シャッター速度/絞り数値を変えての AE 目撮影では、マニュアル露出時にシャ 
ッター速度固定で絞りを変化させることびできます。 ( C . Fn -05 - 1-134) 

撮影順をマイナス補正、標準露出、プラス補正に変更することびでさます。 
( C . Fn - 日9-2, 3一] 3己） 

AEB 撮影を、レンズの交換、〈貸〉スイッチ 〈 OFF 〉 で解除しないようにするこ 
とびできます。 （ C . Fn - 日 9-1 ， 3-135) 

連続撮影中にもファインダー内情報を表示させることびできます。 （ C . Fn - 日]-1 
一 133) 
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* 露出を固定して撮る/ AE □ツク撮影 《 

選択した AF フレームで露出とピントを別々に決めることびできます。最初に露出を決めたあ 
とで構図を変える必要びある撮影にご利用ください。これを AE □ック撮影といいます。逆光 
下での撮影などに有効です。 



1 露出を合わせたい被写体にピントを合わせ 
る 

表示パネルおよびファインダーに露出値び表示さ 
れます。 



〈*〉ボタンを押す（る 6) 

— ファインダー内に〈*〉び表示され、露出値び固定 
(AE □ック）されます。 

参 〈*〉ボタンを巧し直すたびに、そのとさの露出値 
を AE □ックします。 

参 ファインダー内に〈*〉び表示されてから（る 6) び 
切れるか、 〈 AF 〉 ボタン、 〈图 阻〉ボタン、 〈 MODE 〉 
ボタンのいずれかを巧すと、 AE □ックは解除され 
ます。 



AE □ック表示 


構図をミ夫めて撮影する 

♦ AE □ックした露出値と新しい露出値び U アルタイ 
ムで表术されます。 


r U アルタイム露出レベル 

な。’測レべ‘ レ 


胃ワンショット AF と評価測光の組み合わせの場合、シャッターボタンを半押しして 
L-l] ピントび合うと同時に自動的に AE □ックされます。 


〇み/ ] 点に的確に AE □ックを行ラ場合は部分測光またはスポット測光の使用をおすすめ 
ソ J1 卜します。（一 76) 


因な 〈乂〉ボタンの代わりにシャッターボタンを半押しして AE □ックを行い、〈乂〉ボ 
タンでピントを合わせることもできます。 （C.Fn- 日 4-1 一] 33) 
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ドライブモードの選択 


ドライブモードには下の3つのち式びあります。 

□] コマ撮影 ：シャッターボタンを押すと]コマ撮影します。 

鸟 JL 低速連続撮影：シャッターボタンを巧している間、連続撮影びでさます。連続撮影時 
写! iH 高速連続撮影の最大撮影コマ数は、記録画質により表のようになります。 

&セルフ ：シャッターボタンを押すとセルフタイマーび作動し、約]日秒/約2秒 

タイマー撮影 後に撮影されます。(- ►! 00) 


記録画質 

L (ラージ） 

M (フアイン） 

M (ノーマル） 

S (スモール） 

M (フアイン） 

1; たにウ） 

l：#iVATi + L 

M (フアイン） 

M (ノーマル） 

CE53 + S 

M (フアイン） 


連続撮影時の最大撮影马 iH 高速連続撮影速度 
可能コマ数約（コマ） 約（コマ/秒） 


马 1 L ほ速連続撮影速度 
約ロマ/秒） 


21 


16 


連続撮影速度、連続撮影時の最大撮影コマ数は、当社試験基準によります。（シャツター速 
度1/已日魄似上、に。2日日設定時） 

被写体や撮影モード、に日感度により、最大撮影コマ数は異なります。 



〈 MODE 〉 ボタンと〈图の〉ボタンを同時に 
押す 

ドライブモードび表示されます。 


2 そのまま020を回す 

参 希望するドライブモードを選択してボタンから指 


を離します。 

i 

□ 

1コマ撮影 

鸟 |H 

高速連続撮影-最高約8コマ/秒 

鸟 JL 

低速連続撮影-最高約3コマ/秒 

が 

I 

セルフタイマー撮影 （1 0秒タイマー) 

& 2 
个 

セルフタイマー撮影 (2 秒タイマー） 


5露出制御 
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ドライブモードの 選択 


« •撮影した 画像は、一度カメラの内部メモ U —に保をしてから、順次 CF カードに 
記録するため、連続撮影で内部メモ U —びいっぱいになると、一時的に撮影び 
でさなくなります。 CF カードへの記録経過にともない次の撮影び可能となりま 
すので、シャッターボタン半押しでファインダー内ち下に表示される「連続撮 
影時の最大撮影可能コマ数」によって、そのとさ撮影でさるコマ数を確認してく 
ださい。 

なお、「連続撮影時の最大撮影巧能コマ数」は、 CF カードを入れていないときに 
ち表示されますので、 CF カードび入っていることを確認してから撮影してくだ 
さい。 

♦ファインダー 内と表示パネルに 「fuLL [ f 」 び表示されたときは、必ずアクセス 
ランプの点滅び消えてから、 CF カードを交換してください。 


因な 連続撮影中にもファインダー内情報を表示させることびできます。 ( C . Fn -01- l - 
133) 


& セルフタイマー撮影 

セルフタイマーにはシャッターボタンび巧されてから約1日秒後に撮影する]日秒タイマー 
(& W ) と、約2秒後に撮影する2秒タイマー（&2)の2種類びあります。セルフタイマーを使 
用しての撮影には王脚を使用します。 



セルフタイ7—を選択する 


♦ 〈 MODE 〉 ボタンと〈图阻〉ボタンを押しなびら 
〈^〉を回して、希望するセルフタイマーを選択 
します。 



が0 : ] 日砂タイマー 
& 2 : 2秒タイマー 


2 


ピントを含わせる 

参 ファインダーをのぞいてシャッターボタンを半押 
しし、合焦マークの点好と露出表示を確認します。 
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& セルフタイマー撮影 


3 撮影する 

参 シャッターボタンを全押しします。 

時 セルフタイマーランプび点滅を始め、セルフタイ 
マーび作動中であることを知らせます。撮影2秒 
前になると点滅び速くなります。 

♦ セルフタイマー撮影を途中で中止するとさは、 <©> 
スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 


« レンズの前に立ってシャッターボタンを押すと、ねらった被写体にピントび合わな 
くなります。 


自分一人だけをセルフタイマーで撮るときは、自分び入る位置とほぼ等しい距離に 
あるものにフオーカス□ック（一61 ) して撮影します。 


2秒タイマーは接写や複写撮影時のカメラブレ（シャッターボタンを押したときに 
%-カメラびわずかに揺れること）を防ぐときなどに有効です。 


アイビースシヤツターの使い方 

ファインダーから目を離してシャッターボタンを押すとファインダーから入った光によって 
露出び変わることびあります。そのようなときは接眼部に内蔵されたアイピースシャッター 
を使います。 


アイピースシャッターレノ く一を矢印の方向に操作する 
とアイピースシャッターを閉じることびでさます。 
逆ち向に操作するとアイピースシャッターび開さま 
す。 
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長時間露光(パルブ)撮影 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開いたままになり、シャッターボタンから指 
を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。夜景や巧乂、天体の撮影など長時間の露光 
び必要なとさに設定します。 



表示パネルに rbuLbJ を表示ずる 

♦ 〈 MODE 〉 ボタンを押しなびら 〈£^〉 を回して 
「 buU 」 を表示し、 〈 MODE 〉 ボタンから指を離し 
ます。 



絞り数値を設定する 

参 〈#〉 スイッチを 〈 ON 〉 にしておくと、 (巡〉 
〈〇〉のどちらでも設定できます。 


撮影する 

一 表示パネルに露光経過時間び表示されます。 

参 露光はシャッターボタンを巧している間だけ行わ 
れます。 


« ] 秒上の長時間露光は、撮影画像に含まれるノイズび多くなるため、多少ヴラつ 
いた画像となります。 



•長時間 露光の撮影では、撮影画像にノイズび含まれる場合びあります。「ノイズ低 
減機能」でノイズを少なくすることびできます。(-129) 

• 連続してバルブ撮影を行ったとさの撮影巧能時間は、約].已時間（フル充電バッ 
テ U —使用時）です。 


〇'/.シャッターボタンを押したままにできる機能びついている U モートスイッチ RS - 
8日 N 3(別売）や、タイマ ー U モートコント□-ラー TC -8 日 N 3(別売）をカメラの 
U モコン/通信端テに接続して使用すれば、指でシャッターボタンを押したままに 
する必要はありません。(-167) 
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MENU 


1 メニューか 5 [ノイズ低減]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して、 
〈〇〉を選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈段〉を回して [ノイ 
ズ低规を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 


ノイズ低減を設定する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して希望 
する項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 



メニューび終了します。 


長秒時露光とバルブ撮影時のノイズ低減処理は撮影後、露光時間と同じ時間をかけ 
て行われます。ノイズ低減処理中は、上面表示パネルの 「 buSy 」 表示び消えるま 
で撮影びでさません。 


表巧パネルの照明 


上面と背面の表示パネルには照明機能び付いていま 
す。〈み〉ボタンを巧すたびに照明は点いたり（を 6) 
消えたりします。暗い場所での撮影で表示パネルび見 
にくいときにご使用ください。表示ノなルの照明は撮 
影終了後、約2秒で自動的に消えます。バルブ撮影で 
は、撮影開始と同時に表示パネルの照明は消えます。 


〇 田 

" 卓 

M-W8 围像进化 


き涅度 

5200K 

現をバラ X —夕一 

が単 

カラー マト 1 」ッ クス 

1 

RAW+JPEG 度を記な 旧 み 

常き遇恆巧蓋語 

入 

騎邏をを完^贼荀 

2 巧 

パ X 職 

贸_ 

MENU 受 

碰おタニ ュー 


因 け 


A 1 


ノイズを低減ずる 

長砂時露光やバルブ撮影を行ったとさに発生するノイズや、高感度側で目立つことのある横 
搞ノイズを低減することびできます。 


ミ凡申 

改疋 

ノイズ低減の内容 

入] 

長砂時露光やバルブ撮影を行ったとさに発生するノイズを、 IS 日100〜3200の範囲で低減します。 

入2 

[入1 ] 使用時に高感度側で目立つことのある横搞ノイズを、 IS 日200〜3200の範囲で低減しま 
す。また、長秒時露光やバルブ撮影を行ったとさに発生するノイズち低減します。なお、[入 1] 
よりもダイナミックレンジび狭くなりますので、画像特性を確認してからご使用ください。 



5露出制御 


胃譜禱照明されてし、る間に各種の操作ボタンを操作する疆 
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ミラーアップ撮影 

カスタム機能 C . Fn - 12卜1 36) を利用して、ミラーアップと露光を別々に行うミラーアップ 
撮影を行うことびでさます。ミラーショックび気になる接写や超望遠レンズを使用するとさ 
にご活用ください。カスタム機能の設定は『カスタム機能の設定ち法』卜1 32) を参照してく 
ださい。ミラーアップ撮影を設定すると、カメラの作動は1；(下のようになります。 

• ミラーアツプ撮影には U モートスイツチ RS -8 日 N 3 (別売一] 67) の併用をおすすめしま 
す。 



シャッターボタンを全押しする 

時 ミラーアップしてから3日秒経過すると、ミラーは 
自動的に下びります。再度シャッターボタンを全 
押しするとミラーアップします。 


再度シャツターボタンを全押しする 


一 — 撮影び行われ、ミラーび下びります。 


« • 晴天の真夏の海岸やスキー場のよラに極端に明るいところでのミラーアップ撮 
影では、ミラーアップ安定後速やかに撮影してください。 

• ミラーアップ撮影ではレンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でシャッ 
ター幕び焼けて損傷する恐れびあります。 

# バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影するとさ、セルフタ 
イマー作動中にシャッターボタンから指を離すと、シャッターび切れたような 
音びしますび実際は撮影されていませんのでごを意ください。 



• ミラーアップ撮影は、ドライブモードの設定 （1 コマ撮影-連続撮影）にかかわ 
らず]コマ撮影 （□) になります。 

♦ セルフタイマーとミラーアップを併用すると、始めのシャッターボタン全押し 
でミラーび上びり]日秒セルフタイマー (& W ) のとさは]日秒後に、2秒セルフ 
タイマー （ & 2 ) のとさは2秒後に撮影されます。 
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スト□ボを使つた撮影 


このカメラでは、 EOS 専用の EX シリーズスピードライトを使用し 
て、通常の AE 撮影と同じ感覚で簡単にスト□ボ撮影を行うことが 
できます。 EX シリーズスピードライトと組み合わせると、通常の 
E-TTL 自動調光はもちろん、高度な E-TTL ワイヤレス多打撮影も 
オートで行うことがでさます。 

ここでは、己己 OEX を組み合わせた時の簡単な撮影と、 E0S-1D 
で操作できる機能を中/こ\に説明します。己己 OEX の詳しい操作につ 
いては、己己 OEX の使用説明書を参照してください。 



あらかじめ〈©〉スイッチを 〈 ON 〉 に設定して 
ください。また、必要に応じ、〈盾〉スイッチ 
を 〈 ON 〉 に設定してください。 
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EOS き用スピ-ドライト日日 OEX を使用した11影 

キヤノンスピードライト己己日 EX を取り付けると、通常の AE 撮影と同じ操作感覚で、次のス 
トロボ撮影を簡単に行うことびでさます。 


• E - TTL 自動調光 

E - TTL 自動調光（プ U 発光-記憶式評価調光）により、 
AF でピントを合わせた被写体に最適なスト□ボ光を与 
えます。暗いところでは、カメラを絞り優先 AE にする 
と自動ス□ーシンク□になり、主被写体も背景を適正露 
出の、雰囲気の良い自然な撮影を全自動で行ラことびで 
さます。 



•八イスピードシンク □ ( FP 発光） 

3日秒から1/16日日日秒の全シャッター速度に同調する八イスピードシンク afP 発光）撮 
影びでさます。 

参 FE (Flash Exposure ) □ック 

被写体の任意の部分のスト□ボ露出を適正にする、 FE □ック撮影びでさます。この FED 
ックは、スト□ボ光の AE □ック機能です。 

•スト□ボ調光補正 

通常の AE 露出補正と同じ感覚で、スト□ボ光のみの調光補正を行ラことびでさます。補正 
でさる範囲は、]/3段ステップ±3段です。 

参 FEB (Flash Exposure Bracketing ) 撮影 

スト□ボ光の AE 目である、 FE 目撮影を行うことびできます。設定できる範囲は、]/3段ス 
テツプ±3段です。 


♦ワイヤレス多な- E - TTL 自動調光撮影 

カメラに直接取り付けたとさと同じ感覚で、上記すベての機能を活用したワイヤレス多 
好 • E - TTL 自動調光撮影びできます。接続コードび不要であるため、自由で高度なライテ 
イング設定び巧能です。 



E - TTL の曰ま、英語の Evaluative (評佩の頭文字をとったものです。 

AF 撮影のスト□ボ露出は、常に撮影時の絞り数値（自動あるいは手動で設定さ 
れた絞り数値）を基準に、 AF フレーム連動-主被写体重視の E - TTL 自動調光で 
制御されます。 

ピントび合わせにくい状況では、己日日 EX に内蔵されたエ U ア AF 対応 AF 補助光 
び、被写体に向けて自動投光されます。 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


E-TTL 自動調光撮影 

ここでは、 〈 P 〉 プ□グラム AE と組み合わせた E-TTL 自動調光撮影を説明します。已已日 EX の 
操作については、己已日 EX の使用説明書を参照してください。 


カメラの撮影モードを 〈 P 〉 にずる 

日曰 OEX のパイ□ットランプの点なを確認 
する 

被写体にピントを合わせる 


撮影ずる 

参 ファインダー内の〈ち〉の点打と、シャッター速度、 
絞り数値を確認して撮影します。 


撮影モード別自動調光撮影 

〈 Tv 〉、< AvX 〈 M 〉 の撮影モードと組み合わせたとさち、スト□ボを使用しない通常撮影と 
同じ操作で E-TTL 自動調光撮影を行ラことびでさます。 


(1) シャッターボタンを半押しすると、シャッター速度や絞り数値は、通常のスト□ボを使用 
しない撮影と同じようにカメラによって設定されます。 


撮影モード 

シャツター速度の設定 

絞り数値（調光絞り値）の設定 

Tv (シャツタ ー 優先 AE ) 

手動 （30 秒〜！/己00秒） 

自動 

AV (絞り優先 AE ) 

自動 （30 秒〜1/日00秒） 

手動 

M (マニュアル 露出） 

手動 （30 秒〜！/日00秒） 

手動 


* 暗いところで 〈 Av 〉 を設定すると、シャッター速度び遅くなりますので、手ブレ防止 
のため、兰脚をお使いください。 


に）シャッターボタンを全巧しすると、 （ 1 ) で設定された絞り数値を基準にした「プリ発光- 
記憶式評価調光」 により、 E - TTL 自動調光撮影が行われます。 

(3) 背景の露出は、その時のシャッター速度と絞り数値の組み合わせによって決まります。 



スト□ボ撮影 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


田八イスピードシンク □( FP 発光)撮影 


已已日 EX を八イスピードシンク□モード （ a ) にすると、 1 /已日日秒よりも速いシャッター速度 
び設定されても、自動的に全てのシャッター速度に同調した八イスピードシンク afP 発光） 
撮影び巧能になります。八イスピードシンク□状態になるとカメラのファインダー内に〈ち H 〉 
び表示され、八イスピードシンク□であることを示します。 

八イスピードシンク□撮影は次のような状況のポートレート撮影などで効果を発揮します。 

(1) 曰中シンク□によるポートレート撮影で絞りを開いて（絞り数値をルさくして） 
背景をぼかす。 

(2) キャッチライトを入れる。 

(3) シャドー部に補助光を与える。 


FE 己撮影 


已已日 EX では背景の露出を変えずに1/3段ステップ±3段の範囲で、自動的に発光量を変えな 
びら3コマのスト□ボ撮影を行うことびできます。これを FEB (円 ash Exposure Bracketing) 
撮影といいます。 



標準露出 マイナス補正 （一2/3) プラス補正 （+2/3) 


参 FEB の設定は已已日 EX で行います。詳細は已已日 EX の使用説明書を参照してください。 

♦ 已已日 EX で設定した補正量はカメラのファインダー内の調光レべ J レ表示で確認することびで 
さます。 

♦ FE 目撮影は己己日 EX の充電を確認してから行ってくださし^。 〈[IMI コマ撮影）をおすすめ 
します。 


因な 補正量を1/2段ステップにすることびできます。 （C.Fn- 日 6-2 一 134) 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


FEL FE □ツク撮影 


FE (Flash Exposure) □ック撮影は被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影です。 




曰曰 OEX のパイ□ットランプの点なを確認 
する 

♦発光 モードは、通常発光、八イスピードシンク □ 
のどちらでもかまいません。それぞれの発光モー 
ドに対応した FE □ックを行うことびできます。 


1 


中央部スポット測光範囲 



ピントを台わせる 

♦ 露出を合わせたい被写体にピントを合わせます。 

ファインダーの中央部スポット測光節囲を 
被写体に台わせて 〈 FE L 〉ボタンを押す (§16) 

= スト□ボびプ U 発光し、被写体に必要な露光量を 
記憶します。 

時 FE □ックされた AF フレームび一瞬ホく光ります。 
•ファインダー 内下部の表示び日.己秒間、①のよう 
になり、そのあと②の表示になります。 




A 撮影する 

^ ♦構図を 決めて撮影します。 


« 被写体までの距離び遠すざて露出不足になるとさは〈4〉び点滅します。に〇感度を 
上げるか、被写体に近づいて手順 3、4 の操作をします。 

因巧 任意選択した AF フレームで FE □ックすることびできます。 （C.Fn -13- l ， 3一 136) 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


阻スト□ボの調光補正 


専用スト□ボの自動調光レベルをカメラで補正することびでさます。設定でさる補正量は 
1/3段ステップで±3段の範囲です。 



<图阻〉ボタンを押しなが5〈〇〉で希望す 
る補正量を設定する 


• 表示の+側はプラス補正を示し、一側はマイナス 
補正を示します。左の図はプラス2/3段の補正を 
表しています。 



撮影する 

♦ シャッターボタンを半押しするとファインダー内 
ちの表示で、設定した調光補正量を確認すること 
びでさます。 

• 〈图阻〉ボタンを押すと設定した調光補正量を表 
示ノ（ネルで確認することびでさます。 

♦ 調光補正を解除するとさは補正量を標準露出指標 
〈の〉の位置に戻します。 


« • 設定した調光補正量ま〈©〉スイッチを 〈OFF〉 にしても記憶されています。 

• EOS 専用スト□ボの中には、スト□ボ側でも調光補正を設定でさるものびあり 
ます。これらのスト□ボとカメラの両方で調光補正を行った場合は、スト□ボ 
側の補正び優先し、カメラによる補正は機能しません。 


因な 調光補正量を1/2段ステップに変更することびできます。 （C.Fn- 日 6-2 一 134) 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


モデ U ング発光 


スト□ボ撮影による被写体の影の出ちや、多灯発光によるライティングのバランスを確認す 
ることびでさます。 


スト□ボ撮影のためのカメラとスト□ボの 
■ 設定を確認する 



カメラの絞り込みボタンを押ず 

時 已已日 EX び7日 Hz でけ少間発光します。 


ワイヤレスを巧撮影 


己日日 EX は、次の3つの機能を備えています。 

(1) 通常の E - TTL 自動調光スト□ボ 
に）スレーブスト□ボ 

(3) スレーブ設定された已已日 EX をワイヤレス制御するマスター機能 

これらの機能を活用すると、カメラ•スト□ボ間の接続コードび不要の「ワイヤレス多好 • E- 
TTL 自動調光撮影」を簡単に行うことびできます。 

このシステムは、3打までの組み合わせ、メイン•サブに区分した光量比の設定など、高度で 
自由なスト□ボライティングを実現したちのです。 

♦ 詳細は、己己日 EX、ST-E2 の使用説明書を参照してください。 













EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


ストロボメータード7ニユアル 


マニュアル発光時の適正調光レベルを、ファインダー内ちに表示される調光レベルでみめる 
ことびでさる、近接撮影向けの機能です。 

なお、この機能を使用するためには、マニュアル発光びできる E-TTL 自動調光スト□ボ （MR- 
1 4EX など）と、市販の18%標準反射板び必要です。 


カメラとスト□ボの機能を設定する 

♦カメラの 撮影モードを 〈M〉、 または 〈Av〉 に設定 
します。 AF フレームは中央を選択します。 

♦スト □ボは、マニュアル発光に設定します。 

ピントを台わせる 

♦ 手動ピント合わせで被写体にピントを合わせます。 


標準反射板をセツトする 

• 標準反射板を被写体と等距離の位置におさます。 

参 標準反射板の中に、ファインダーの中央部スポツ 
卜測光範囲び完全に入る距離で撮影してください。 


標準反射板 




中央部スポット測光節囲を標準反射板に台 
わせて 〈 FEL 〉 ボタンを押す （る 1 6) 

スト□ボびプ U 発光し、被写体に必要な露光量を 
記憶します。 

ファインダー内ちの露出レベル表示に、適正調光 
レベルに対する調光レベルび表示されます。 

露出レベル表示 



適正調光レベルに対する調光レベル 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 



標準露出指標 


適正調光レベル 


P 適正調光レベルを設定する 

^ ♦調 光レベルび標準露出指標の位置にくるよラ、ス 
卜□ボのマニュアル発光レベルと絞り数値を設定 
します。 


〇 


撮影する 

♦ 構図を決めて撮影します。 


TTL、A-TTL 自動調光スピードライトについて 


♦ TTL、A-TTL 自動調光の EZ/E/EG/ML/TL シ U- ズスピードライトを TTL、A-TTL 自動 
調光状態で使用すると常時フル発光します。カメラの撮影モードをマニュアル露出、また 
は絞り優先 AE に設定すると、絞り数値を変えてのマニュアル-フル発光撮影を行うこと 
びでさます。なお、スト□ボ側の表示は、 TTL、 または A-TTL 自動調光状態のままです。 

♦ 已已日 EX のカスタム機能 C.Fri-3-l を設定して、 TTL 自動調光にしているときにも常時フル 
発光となります。 







沉 I 用ストロボを ffi 用した撮影 

同調シャッター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは]/己日日秒下のシャッター速度で、スタジオ用の大型スト□ボは 
]/12己秒下のシャッター速度で同調撮影することびできます。なお、お使いになるスト □ 
ボびカメラに正しく同調するかどうか、あらかじめ確認してからお使いください。 

シンク□端子について 

♦シンク □端テを利用して、シンク□コード付さのスト□ボを使用することびでさます。シ 
ンク□接点はコードの抜け落ちを防止する□ックねじ付さです。 

♦ このカメラのシンク□端テには極性びありませんので、お使いのシンク□コードの極性に 
関係なく、そのまま使用することびでさます。 


« • 他社製の特定のカメラ専用のスト□ボ（一般にホットシューに複数の接点を持つ 
ています）およびスト□ボ用付属品をお使いになると、カメラび正常な機能を発 
揮しないばかりでなく、故障の原因となることびありますのでごを意ください。 
同様に、カメラのシンク□端テに2已日Vじ(上の電圧びかかるものも使用しない 
で < ださい。 

参 高圧スト□ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないでください。発光 
しないことびあります。 


アクセヴ U —シューとシンク□端テにそれぞれスト□ボを接続して、同時に使用す 
L-i] ることびでさます。 
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撮影画像の再生 


撮影した画像を見る方法や削除の方法、また録音の方法について 
説明します。 


他の機器で撮影-記録された画像データについて 

このカメラじ(外で撮影された画像や、このカメラで撮影した後にコンピュータなど 
で画像データを加工したりフアイル名を変更した画像は、正常に表示でさない場合 
びあります。 
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撮影した画像を再生ずる 

撮影した画像を自由に選択して、]コマ表示やインデックス表示で見ることびできます。 



I 画像を再生する 

I • 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押します。 

— 最後に撮影された画像び液晶モニターに表示され 
ます。 

♦再度 〈 display 〉 ボタンを巧すと、液晶モニターび 
消えます。 



表示画像を切り換える 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を左に回すと、 
最後に撮影された画像から新しい順に画像び切り 
換わります。 

参 〈 SELECT 〉 ボタン対甲しなびら〈〇〉を右に回すと、 
ちい画像から順番に新しい画像び表示されます。 



画像表示形式フォルダモード 


im 因 

選択 マーク 


FOLDER FILE 


画像の表示お式を変える 

♦ 〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧しなびら〈段〉を回します。 

— 背面表示パネルの選択マークび移動して、液晶モ 
ニターの画像表示形式び変わります。 

♦希望す る画像表示形式び表示されたら、 〈 DISPLAY 〉 
ボタンから指を離します。 

♦ 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて、 
再生び終了します。 
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撮影した画像を再生する 


胃 再生状態のままカメラを放置すると、オートパワーオフ（一] 3日）で設定した半 
11|1 分の時間で再生び終了します。なお、オートパワーオフ[切]に設定したときは 

]已分で再生び終了します。 

画像の再生は、フォルダ単位で行います。ほかのフォルダに入っている画像を 
再生するとさはフォルダを選んでから（^已己）手順の操作を行ってください。 
画像のプ□テクト（一]] 9)、画像への音声記録（一] 21) は、どの表示形式で 
ち行うことびでさます。 


連続撮影後の自動再をについて 


♦ 連続撮影後のアクセスランプ点滅中に 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押すと、 CF カードに保を中の画 
像を自動再生します。 

なお、自動再生される画像は、連続撮影]コマ目からの画像ではなく、 〈 DISPLAY 〉 ボタンを 
押したときに保をを行っている画像からとなります。 

♦ 自動再生は、左ページで設定した画像表示形式で行われます。 

• 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて再生び終了します。 


« • 最終コマ表示後も CF カードへの保存び行われていますので、アクセスランプの 
点滅び終わるまで、 CF カードス□ットカバーを開いたり、バッテ U —を取り外 
したりしないで<ださい。 

• 背面表示パネルの〈>〉の下に選択マークびある状態では、自動再生でさま 
せん。 


7再生操作 
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撮影した画像を再生する 


撮影情報表示について 


スト□ボ調光補正量 —— 
絞り数値 
測光モード —— 


— 露出補正量 

画像のプ□テクト 
- 音声録音 



撮影モード 


シャッター速度 


記録画質 


ISO 感度 — 

に日感度ブラケ 
ティング量 

ホワイトバランス 
ホワイトバランス 
ブラ少テインソ重 

〈13〉設定時の 
色温度数値 


AF フレーム 


ファイル番号 
* 「撮影直後の画像確認」 
では表示されません。 


撮影曰時 


ヒストグラム 


ヒストグラムについて 


ヒストグラムとは、横軸に明るさ、縦軸にその明るさの画素数を積み上げたグラフです。左 
によるほど暗い画素になり、ちによるほど明るい画素になります。このヒストグラムを見る 


ことにより、撮影した画像びどの程度の明るさか判断することびでさます。 

ヒストグラムを見て、暗いほうに偏っているようであれば、露出補正(^92)をプラス補正し、 


明るいほうに偏っているようであれば、マ 
イナス補正し、再撮影することで良い結果 
び得られます。 



MENU 


八イライト警告表示について 


メニュー機能 〈因〉 の [パイライト警告表示] を [入] に設定すると、撮影情報表示 （[m 因）と]コマ 
表示 （■) にしたときに撮影画像の露出才ーパー部分を点滅表示します。卜129)「撮影直 
後の画像確認」のとさにを八イライ ト 警告表示します。 

ヒストグラムを参考に露出をマイナス補正して再撮影すると良い結果び得られます。 


MENU 


AF フレーム にごいて 


メニュー機能 〈因〉 の [AF フレーム表示] を [入] に設定すると、撮影情報表示 （im 因） の画像に、 
AF フレームを表示します。卜 129) 

ワンショット AF 撮影の画像では、ピントの合った AF フレームを表示します。なお、 AF フレー 
ム自動選択で撮影したときは、ピントの合った AF フレームび複数表示されることびあります。 
AI ヴーボ AF 撮影の画像では、選択した AF フレームを表示します。 

メニュー機能 〈〇〉 の [撮影画像の確認] び [入 (Info.)] のときにも AF フレームを表示します。 
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撮影画像にプ□テクトをかける 


1コマずつプ□テクトをかける 


大切な画像を間違って消さないように、プ□テクトをかけることびできます。 




1 

ぺ - r 

庭! _ 1 

口 ISPLAY 

d 民弄可 




] 輯 " の ^ 爾1^, 願 // 



1 


‘ 巧山た'^ — 



プ□テクトをかけたい画像を選ぶ 

• 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押して記録画像を再生します。 
(一1 16) 

参プ □テクトは、どの表示形式でもかけることびで 
さます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回してプロ 
テクトをかけたい画像を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンか 
ら指を離します。 

プ□テクトをかける 

• 〈〇-/み〉ボタンを巧します。 

— プ□テクトび設定されると 〈0~ n 〉 び表示されます。 

♦再度、 〈 oW み〉ボタンを押すとプ□テクトび解除 
され、 〈 On 〉 び消えます。 

♦ 引さ続さプ□テクトをかけたい画像びある場合は、 
画像を選んで〈 <>-/ み〉ボタンを押す操作を繰り返 
して < ださい。 

•撮影 直後の画像確認中に、この 手順） でプ□テク 
卜をかけることちでさます。 

• 〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
再生び終了します。 


プ□テクトをかける際にを〉ボタンを約2秒間巧したままにすると、録音機能 
(一] 21) び働さ、プ□テクトをかけることびでさません。プ□テクトをかける際 
は、〈^/み〉ボタンを巧して 〈0~n〉 び表示されたら、すぐに指を離してください。 

フォルダ内に記録されている全ての画像や、 CF カード内に記録されている全て 
の画像に対し、一括してプ□テクトをかけることびでさます。（一] 2日） 

プ□テクトをかけた画像は、このカメラの消去機能で消去でさません。消去す 
る場合は、プ□テクトを解除してください。 


必要な画像にプロテクトをかけて全画像消去（^]23,12己）を行うと、プ□テク 
卜をかけた画像！;(外は、全て消去されます。必要な画像！;(外を一度にまとめて消去 
する際に便利です。 
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O - n 撮影画像にプ□テクトをかける 


MENU 


フォルダ巧のき画像や、 CF 力-ド巧の麵像に-巧してプ□テクトをかける 


選択しているフォルダ（一己己）内に記録されている全ての画像や、 CF カード内に記録されて 
いる全ての画像に対し、一括してプ□テクトをかけることびでさます。 


1 a 田 

n 冉1 

@|プ□テク ト_ 

カード巧■を画板^去 


パイライト宙告統 

明 

AF つ レーム表を 

固 

MENUtb 

B 左たュー 


〇 因け 冉 

薄!ぶ]テ。卜 

子オルタ巧•を還あ 
フタん夕内•ま招险 
力ード内■を进扣 
力ード巧-をお度 

MEMUtb » をたユ 


〇 因 口 

围较ブ己子クト 
フオルタ巧，を迅巧 




MENU 


ち 

ろ 


に 0 内めま查该を 
I テクトしまずか？ 


巧 t ンじル 

再をタニ 


メニューか!5 [画像プ□テクト]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈€)〉を回して〈因〉 
を選びます。 

♦ 〈 SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して晒像 
プ□テクト]を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離し 
ます。 

プ□テクトをかける 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [フォ 
ルタ’内•全還択]、または[力ード内•全選択]を選び、 
〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

— 確認画面び表示されます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [0 K ] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 



プ□テクトをかけた画像は、このカメラの消去機能で消去できません。消去する 
場合は、プ□テクトを解除してください。 


プ□テクトを一巧して解除ずる 


〇 阻け 

黄 ft で □ 于。卜 

フオルタ内•を爱お 
雨レジたきおぉ - 
力ード内■まぷの 
力ード巧-をおな 


MENU ろ 


•手順 _ で、[フォルダ内•全解除]または[力ード内•全 
解除]を選ぶと、一括してプ□テクトを解除するこ 
とびでさます。 
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み 記録画像に音声を録音する 

記録画像に音声を録音することびでさます。録音した音声は、音声データとして画像ファイ 
ルに添付され、付属のソフトウエアにより再生することびできます。 



7イク 


1 音声を録音したい画像を選ぶ 

• 〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧して記録画像を再生します。 
(一1 16) 

参 音声録音は、どの表示形式でも行ラことびでさま 
す。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回して音声 
を録音したい画像を選び、〈 SELECT 〉ボタンから指 
を離します。 

^ 録音する 

——• 〈〇-/み〉ボタンを約2砂間押したままにします。 

— [録音中…] び表示されたら、〈0-/み〉ボタンを巧し 
たまま、録音マイクに向かって話します。 

— 画面ち下に録音経過時間び表示されます。 





話し終わったら、〈〇-/み〉ボタンから指を離しま 
す。 

音声び録音された画像には、 〈 J >〉 び表示されます。 





一度に録音でさる時間は最長約3日砂です。 

3日秒！;(上の録音を行ラとさは、再度、 手順） を 
繰り返してください。 

撮影直後の画像確認中に、この手順 2 で]回だけ 
録音を行うことびでさます。 

< DISPLAY 〉ボタンを押すと液晶モニターび消えて、 
撮影画像の再生び終了します。 


7再生操作 
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み記録画像に音声を録音する/撮影画像を消去する 


« • プ□テクトされている画像には録音でさません。 

♦ E 0 S -1 D には、音声再生機能はありません。撮影画像をコンピューターに取り 
込んでから、付属のソフトウェアにて、音声再生してください。 

• 録音する際に〈0-/み〉ボタンを巧して、すぐに指を離すとプ□テクト機能（^ 
11 9) び働き、録音することびできません。録音する際は、 [録音中…] び表示さ 
れ、録音を終えるまで、 〈 c ^/ み〉ボタンを巧したままにしてください。 

参 音声を録音した画像を消去すると、録音した音声も消去されます。また、録音 
した音声のみの消去はでさません。 


撮影画像を消去ずる 

画像を消去するち法には、 〈 ra 〉 ボタンによる]コマ消去、フオルダ内の全画像消去と、メニ 
ユー機能による CF カード内の全画像消去びあります。 

• 消去した画像は復元でさません。十分に確認してから消去してください。 

•大切な 画像を誤って消去しないよう、プ□テクトをかけてください。卜 119) 


11コマ消去 



再生する 

参 〈 DISPLAY 〉ボタンを押して撮影した画像を再生しま 
す。 

— 最後に撮影された画像び表示されます。 

消去する画像を選ぶ 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して消去 
したい画像を選びます。 



消去メニューにする 

♦ 〈而〉ボタンを巧します。 

液晶モニター下部に消去メニューび表示されます。 
Cm 〉 ボタンをちう一度巧すと消去メニューび消え 
ます。 

•撮影 直後の画像確認中に、この手順 3、4 で消去 
を行うこともでさます。 
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撮影画像を消去する 



4 消去する 

♦ 〈 ra 〉 ボタンを押しなびら〈€)〉を回して [0 K ] を選 
び、〈而〉ボタンから指を離します。 

— アクセスランプび点滅して画像び消去されます。 

参 引さ続さ消去したい画像びあるとさは、 手順）、 
4 を繰り返してください。 

• 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消えて、 
再生び終了します。 


1フォルダ巧のを画像消去 


全画像消去するフオルダを選択する(一已已） 



再生する 

参 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押します。 

• フオルダモードび表示されたとさは、 〈 DISPLAY 〉 ボ 
タンを巧しなびら〈段〉を回して再生モードにし 
ます。どの再生モードでもかまいません。 


> 消去メニューにずる 

参 く*®〉ボタンを巧します。 

• 液晶モニター下部に消去メニューび表示されます。 



7再生操作 
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撮影画像を消去する 



消去メニューの [ ALL ] を選ぶ 

♦ 〈而〉ボタンを巧しなびら〈€)〉を回して [ ALL ] を 
選び、〈而〉ボタンから指を離します。 

— 消去確認画面び表示されます。 



5 消去する 

♦ 〈1〉ボタンを巧しなびら〈段〉を回して [0 K ] を選 
び、 〈 ra 〉 ボタンから指を離します。 

— プ□テクトをかけていない、すべての画像び消去 
されます。 

♦ 〈 DISPLAY 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて、 
再生び終了します。 
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撮影画像を消去する 


MENU 


CF カード巧のを画像を消去ずる 



阻 rr 

力-ド軒至谭^を 


乃ード内め全面懲国该 
なく）をおましまずか？ 


2 


J 女 


ンなル 


田 rr 

力ード 巧， を 酉 底！ま 


メニューか5 [力-ド内 • 全画像消去]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら 〈 Q 〉 を回して〈因〉 
を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [力一 
ド内. 全画像消ま] を選び、〈 SELECT 〉 ボタンから指を 
離します。 


消去する 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈段〉を回して [0 K ] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

— プ□テクトされていない、すべての画像び消去さ 
れます。 

• 画像の消去び完了するとメニュー画面に戻ります。 
• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


U 消去した画像は復元でさません。十分に確認してから消去してくださし、 


プ□テクトをかけた画像は、このカメラの消去機能で消去でさません。消去する場 
合は、プ□テクトを解除してください。（一]] 9) 


必要な画像にプ□テクト 9) をかけて全画像消去を行うと、プ□テクトをか 
けた画像！;(外は全て消去されます。必要な画像！;(外を一度にまとめて消去する際に 
便利です。 
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MENU 


CF 力ードを初期化ずる 

このカメラで使用でさるように CF カードを初期化します。また、 CF カードをカメラに入れた 
とき、表示パネルに 「frr び」 （CF エラー警告）び表示されたときも、 CF 力ードを初期化す 
ることで、使用することびでさる場合びあります。 


Cm 田 

け な 

スートパごース3 

1巧 

つァィ JUS 号 

ぷし番号 

曰巧/時刻 

2001/11/30 

CF カード扭腳ヒ 

5ツサークリーニツヴ 


报晶モニターめ明るさ 


つマ ー A ウェ7 

柏「- 

-5 ■化 
亡!じ： 

日本篇 

MENU ろ セ 

ツ トアップイニュー 


メニューか!5 [ CF 力ード初期化]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して、 
〈け〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [CF 力 
-ドネリ期化]を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離し 
ます。 


a 田 

tT 冉 

_が 力: 

ザ视* 

初瓶じしますか？ 

ずパてかデータげ第をされます 

12糾 B 中 

じ 0MB 巧用 

1 胀 

: 1キ中: y なル 

MENU ろ 

セブトアップ>ニユー 


[0 K ] を選ぶ 

♦ 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [0K] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

— CF カードび初期化されます。 

参 初期化び完了するとメニュー画面に戻ります。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


« CF カードを初期化すると、 CF カード上の記録内容はすべて消去されます。プ□テ 
クトをかけた画像ち消去されますので、 CF カード上の記録内容を十分に確認して 
から行ってください。 


•キヤノン 製じ(外の CF カードや、他のカメラ、コンピューターで初期化した CF 力 
i-|] ー ドを使用すると正しく動作しない場合びあります。その際は、必ずこのカメ 

ラで初期化してください。初期化することで、使用することびでさるようにな 
る場合びあります。 

•表示 パネルに 「frr [り （CF エラー警告）び表示されたときは、スキャンディ 
スクなどのユーティ U ティーソフトを使って、カードの診断および修復するこ 
とをおすすめします。 

参 初期化や、スキャンディスクなどのユーティ U ティーソフトを使ってカードの 
診断および修復作業を行っても、表示パネルに 「frr び」 （CF エラー警告）び 
表示されたり、正しく動作しないとさは、別の CF カードに交換してください。 
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メニューによる機能設定 


このカメラでは、さまざまなカメラの設定をメニューで行います。 
このメニューの中で、特に撮影に関する設定のことをカスタム機 
能と呼んでいます。本夕中では 因 31 マークを付けて簡単な説明を 
しています。 

ここでは、メニューの一覧とカスタム機能の活用方法について詳 
しく説明します。メニューの操作方法については、『メニュー機能 
の操作と設定』卜32, 33) を参照してください。 
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MENU 


メニユー機能一覧 



マニュアルホワイトバランスの画像選択 

マニュアルホワイトバランスを設定するとさの画像を選択し 
ます。（一 43) 



色温度数値の直接設定 

市販の色温度計などで測定した色温度数値を [2800] 〜 
[10000] K (1 日日 K ステップ）の範囲で設定できます。（一 44) 


現像パラメーターの選択 

標準設定のほかに、付属のソフトウェアで設定、登録した現 
像 パラメーターを 選びます。（一己日） 


カラーマトリックス 

フィルム特性に相当する色相-彩度や、色域特性（色の再現領 
域）を選択します。卜 48) 


RAW 画像と JPEG 画像同時記録の設定 

] 回の撮影で、 RAW と JPEG 、 2 つの画像形式を同時に記録で 
さます。 

「 \iWiym + M L ] + J L ] 「 い M S ] [( SS 53 のみ]から 

選びます。 (-40) 


撮影直後の画像確認の設定 

撮影直後に、画像を液晶モニターに表示させるかどうかを設 
定します。[入][入 ( Info .)] [切]から選びます。表示時間は、次 
項に記載している[撮影画像の確認時聞で設定します。卜己 2) 
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I の… lU メニュー 機能 一 覧 


a 


凸面け 9 

2わ 

4 み 

城這啟馬 F 飢—日巧 

かールド 

幽たィニ a — 

撮影直後の画像確認時間の設定 

[撮影 画像の確認] を [入] か [入 ( Info .)] にした場合、撮影画像び表 
示されている時間を設定でさます。 

[2 秒]、 [4 秒]、 [8 秒]、 [ホールド] から選びます。卜己 3) 

〇 田け 甲 

巧 

Al 

ノィズ化：; i 入 2 

MENU ち 謹 ニュー 

ノイズ低減の設定 

長秒時露光や高感度側で発生するノイズを低減します。 

[切]、[入1]、[入 2] から選びます。(-103) 

!►! 


a 阻け 9 

1 f をブ □ テクト 

ロォが也ミ啟_ 

フオル巧内-さ m 
の-ド 內 1 を班 B 
。-ド 巧•苗 m 

りろ ニ ユ * 

撮影画像のプ□テクト 

選択中のフォルタ'や、使用中の CF 力ードに入っている全画働こ、 
一括してプ□テクトをかけたり、解除したりでさます。 

[フォルタ’内-全還択][フォルダ内-全解除][カード内-全選択][カード 

内•全解 晩から選びます。卜12日） 

〇 田け 9 

1 力-ド巧 韋 

カード巧のを田巧百を 
巧 <) をちましまずか？ 

1 か：^ 

MEHUA タニ ユー 

力ー ド内の全画像消去 

使用中の CF カードに入っている撮影画像の中から、プ□テク 
卜されていない画像をすべて消去します。（一] 2已） 

〇 旧け 9 

'、ィぅィト巧ぉ 

M6«U!±J 秘 タニ ユー 

ノ V イライト警告表示の設定 

撮影画像の表示形式を im 因（撮影情報表示）、または「1コマ 
フル表示」にした際、撮影画像の露出オーバー部分を点滅表示 
させる機能の [入][切] を設定します。(-118) 

〇 面け 9 

AF7t^-J^m 入 

巧 

M 州い A B 生 J (ニ ユ — 

AF フレームの 表示 

撮影画像の表示形式を [m 因（撮影情報表示）にした際、 AF フ 
レームを表示させる機能の [入][切] を設定します。 (-118) 
ワンシヨット AF 撮影の画像ではピントの合った AF フレーム 
を、 AI ヴーボ AF 撮影の画像では選択した AF フレームを表示し 
ます。 
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I の …" J メニユー機能一覧 


スートバつース7 


け 


才ートパワーオフの設定 

バッテ U —の消耗を防ぐため、一定時間操作しないと自動的 
に電源び切れるオートパワーオフ機能の時間を設定します。 
[1分] [2 分] [4 分] [8 分][1日分] [30 分][切]から選びます。 


ファイル番号の付け方の設定 

撮影した画像に自動的に振られる番号の付けちを設定します。 
[才ートリセット]随し番哥から選びます。卜己 6) 

随制リセット]を選択すると、新しいフォルダを作成-選択して 
ファイル番号を 0001 に U セッ トします。 

曰付/時刻の設定 

日付と時刻を設定します。また、年月日の表示順も設定でさ 
ます。い 148) 




CF カードの初期化 

このカメラにセツトした CF 力ードを初期化します。卜 126) 



セン サーク U —ニ ング 

撮像素テの表面についたゴミなどを清掃するとさに選びます。 
(-150) 



液晶 モニターの 明るさの設定 

液晶モニターの明るさを設定します。 〈 SELECT 〉 ボタンを押しな 
びら〈〇〉を回して、己段階に調整でさます。 


6ッサ-ゥ IJ - ニック 

た ツサー ク U — ニシクは* 

巧巧め丰*にがってく 城れ 


1)卽巧> じ日 M 日を 

I キサンたル 


曰巧/巧き IJ 

曰な/巧 SI 店苗をし t 下ち U 
—.11 ■扣13:10 

も巧/目 
( 20 ^ 1 / 11 / 30 ) 

MENU を セット T 9プゾニユー 
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け 


〇 因け 9 

1 つで-ムウエア V が‘ 

アップデートしまずか？ 

1 モ，舰レ 

M£Nli 吃 セット T 3プゾ ニュー 

ファー ムウ ェア (一 155) の アップデー ト 
アップデート時じ(外に選択すると、「アップデートするには、ファ 
ームウェアの入った CF カードび必要です」といラメッセージび表 
示されます。 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニュー画面に戻ります。 
新しいファームウェアのご提供やアップデートち法につさまして 
は、弊社ホームページなどにて適時ご案内いたします。 

〇 田け 甲 

English 

。饰 sc わ 

Fr 曰口がけ 

量宜 む P 日化1 

3 本 g 

MENU を セットア 9 ブイニュー 

表示言語の設定 

メニュー画面に表示される言語を設定します。 

[ English ] (英語)、 [ Deutsch ] ( ドイツ語)、 [Fran が is ] (フランス語)、 
[ Espanol ] (スペイン語)、旧本融から選びます。 


Cm 



カスタム機能の設定 

撮影スタイルに応じてカメラの機能を細かく変更できるカス 
タム機能を設定します。(-132) 


靡" 1 


を巧できさモード 


M Av 

P Tv 

tub 

OEP 


パーソナル機能の設定 

カスタム機能のグループ登録を行います。また、付属のソフ 
トウエアで設定したパーソナル機能をひとつずつ日 N/OFF で 
きます。(-145) 


バ 

カスタム tt 指一強 


使巧中のカスタム沒指に. fn-O 
なく)を一括 B なしまそか？ 


カスタム機能の一括解除 

使用中のカスタム機能を一括解除します。なお、 C . Fn - 日日は 
解除されません。(-139) 


面 け 

"-y か 


"- y ナ J 細おを 
-樹6巧しますか？ 


パーソナル機能の一括解除 

パーソナル機能を一括解除します。解除したパーソナル機能 
は、[パーソナル機能 ( P . Fn ) 設赶で再設定できます。卜 146) 


U を 


巧タツたみ 
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MENU 


カスタム機能の設定方法 



カスタを 2 M _( C ^ Fn ) 巧定 
01-C02-a03-D04-D 05- □ Qi 
0日 '0日9-日1日-日11-日12 -日13 -口14 -口 
15-0 16-0 17-0 10-0 け-日の-日日日-: 
パーソナル探能 （ P . Fn ) m . 
カスタム採能一括招お 
パーソナル楼能一をおが 


MEMU を 


Cfn / RF 円乂 


メニユーか5 [カスタム機能 ( C . Fn ) 設定]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら〈媒〉を回して、 
〈冉〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈（；）〉を回して [カス 
タム機能 (C.Fn) 設赶 を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指 
を離します。 



カスタム機能を設定する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して希望 
するカスタム機能項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンか 
ら指を離します。 

♦ 〈 SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して設定 
変更内容を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

参 上記の手順を繰り返してその他のカスタム機能を 
設定します。 


設定-変更内容 


> 終了する 

区^巴•凹 a 。 …; J ク .〈M 圆 


パーリナル機能 （ P - 

Fn ) 賊 

カスタム袖能一ち招 陪^ 


パーソナルお指一をお谭 

M 国出 

び o/FFn タニユー 


〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

畴 カスタム/パーソナル機能メニューに戻ります。 

— カスタム機能の設定-変更内容び番号で一覧表示 
されます。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 


じ Fn 設定-変更内容一覧 
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MENU 


カスタム機能で変更でをる巧容 ^ 


露光中のフアインダー内表示 


1:露出情報や撮影可能なコマ数を確認しなびら連続撮影した 
いとさなどに有効です。 


CF カード未装填時のレリーズ 


1: CF カード未装慎時にレ U —ズ動作を行いませんので 、 CF 
カードび入っていないまま撮影動作に入ることを防止でさ 
ます。 

シャッターボタンを巧すと、上面表示ノくネルとファインダ 
-内に r び」び点滅して、 C . Fn - 日 2-1 び設定中であること 
を知らせます。 


旧0感度拡張 


1: ISO 100. 32日日相当の設定びできるようになります。 
に〇感度設定時の表示は、 「 L 」（1 日日)、 「 H 」（32 日日)で表 
示されます。 


C . Fn -04 參 ヤツターボタン/ AE □ツクボタン 


1:ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 
〈乂〉ボタンで AF 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック 
(露出決定）することびできます。 

2 : AI ヴーボ AF 中にカメラと主被写体の間を障書物び横切るとさ、 

障書物にピントび合わないよう〈*〉ボタンで AF 作動を一時停 
止させることびでさます。露出は撮影の瞬間にミ夫まります。 

3 :移動/停止を繰り返す動物撮影などに有効です。 AI ヴーボ AF 

を設定しておくと、〈乂〉ボタンで AI ヴーボ AF の作動/停止 
を繰り返すことびでさます。露出は撮影の瞬間に決まります。 
ピントと露出を常に最適状態にしてシャッターチャンスを待 
つことびでさます。 

同 C . Fn - 日4と C . Fn -19- 日，]，2(一1 3 8)は、共に AF 作 
^動/停止と AE □ックの機能を持っていますび、この2 
つを併用して二重操作を行った場合、あとから行う操 
作で有効となるのは、 AF スタート後の AF ストップ操作 
だけです。他の二重操作では、あとから行った操作は 
有効とはなりません。 




メニユ—機能 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


.アル露出時の Tv、Av 値設定 



大型スト□ボ使用のスタジオ撮影など、絞り数値の変更を 
頻繁に行う場合に有効です。また、マニュアル露出で AE 目 
を行うと、シャッター速度固定で、絞り数値を AEB に連動 
して変化させることびでさます。 

シャッター速度はボタン （ C . FP 1-] ]-1，2併用時は 
〈圆〉ボタン）を巧しなびら〈£^〉でも設定できます。 
シャッター速度/絞り数値の設定は C . Fn - 日己-日と同じです 
び、レンズを外した状態で絞り数値の設定を行ラことびで 
さます。超望遠レンズをセットして複数台の EOS - ID を交 
換して撮影するとさなどに有効です。 

シャッター速度/絞り数値の設定は C . Fn - 日已- ] と同じです 
び、レンズを外した状態で絞り数値の設定を行ラことびで 
さます。 


C.Fn-06 露出設定ステップ 


叫おな 

I 0: 没左 1/3 B 出巧正： L/3 


1:シャッター速度と絞り数値の設定ステップを、 ] 段ステッ 
プにすることびでさます。 

2:シャッター速度と絞り数値、および露出補正設定ステップ 
を]/2段ステップにすることびでさます。 


C.Fn-07 USM レンズの電子式手動フオーカス 



1:ワンショット AF 合焦後の電子式手動フォーカスを禁止し 
ます。 C . Fn - 日7-1、 C . Fn - 日 7-2 とも、手動ピント合わせは 
レンズの フォー カスモードスイッチを 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） 
にして行います。 

2 : AF モー ドでの電子式手動 フォー カスをすべて禁止します。 

該当するレンズ 

EF 已日/1.日 L USM 、 EF 8 己/]. 2 L USM 、 EF 200/1.8 L 


USM 、 EF 300/2.8 L USM 、 EF 400/2.8 L USM 、 
EF 400/2.8 L II USM 、 EF 己日日/4.己 L USM 、 EF 目日日/ 
4 LUSM 、 EF ]2 日日/己 .6 L USM 、 EF 28-8 日/ 2.8-4 L USM 


圆 C . Fn - 日4と C . Fn - 日7を併用したときの電子式手動フォ 
ーカスはじ(下のよラになります。 


カスタム機能 No. 

C.Fn-04 


選択番号 

0,2 

1，3 


0 

X /0 

0/0 

C.Fn-07 

1 

X/X 

0 /X 


2 

X/X 

X/X 


* 合焦前/合焦後〇:巧能 X : 禁止 
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mn カスタム機能で変更でをる内容 


C.Fn-08 上面表示ノ くネル/背面表示ノ くネル 


1:に日感度を常時表示させたいとさや、上面表示パネルの撮 
影巧能コマ数では表示する析び不足するとさに設定しま 
す。 

2 :撮影可能コマ数よりも ISO 感度を常時表示させたいとさに 
設定します。撮影可能〕マ数び少なくなったときの目勃ま、 
ファインダー内-ちの r 連続撮影時の最大撮影可能コマ数」 
の数値び少なくなっていくことを利用します。 

3:選択中のフォルダに入っている保存コマ数を表示させたい 
とさや、上面表示パネルの撮影可能コマ数では表示する巧 
び不足するときに設定します。なお、 [ RAW + JPEG 画像記録] 
での保をコマ数は、 ] 回撮影で]コマカウントされていま 
す。 

同ファインダー内の IS 日感度設定値も連動して切り換わ 
^ります。 



0- ►—*"*十/しなむ 
— 4日- ►+/ する 
-4 日しない 


C.Fn-09 ブラケティング順と自動解除の有無 


この機能を設定すると、 Tv 値、 Av 値、またはに日感度を自動 
的に変化させる AEB 撮影順と、ホワイトバランスブラケティ 
ングの撮影順び変わります。 

「自動解除する」を選択すると、レンズ交換、メインスイッチ 
日 FF でブラケティングを解除します。 

1:最初の]コマを標準露出（または基準ホワイトバランス）に 
したブラケティング撮影を何回ち繰り返すとさに有効で 
す。 

2 :マイナス（または青色寄り）補正から順にブラケティング 

撮影することびでさます。 

3 :マイナス（または青色寄り）補正からのブラケティング撮 

影を何回も繰り返すとさに有効です。 


AE 目撮影 
0 :標準露出 
一：マイナス補正 
+:プラス補正 

ホワイトバランスブラケティング 
0 ;基準ホワイトバランス 
一；青色寄りに補正 
+:赤色寄りに補正 


C.Fn-10 



1:しない 

2 ■ さぶ（没化が T なし） 
3：明5 く■ちが 


合焦碍の AF フレーム点な 


1: AF フレームび点好しません。点灯びわずらわしい場合に 
設定します。 

2 : C . Fn - l 日-日の淡い点打をさせたくないときに設定します。 

3 : C . Fn - l 日-日では AF フレームび見えにくいというときに設 

定します。 


メニユ—機能 


13已 

















mm カスタム機能で変更でさる内容 


:〈圆〉ボタンと〈1>^〉ボタンび入れ代わります。 

: ♦ 測光タイマー中に〈段〉単独操作で左右ち向に. Fn - l 3-3 
設定時は外周 AF フレーム）の選択びできます。シャッタ 
-ボタン半巧し中、 AI ヴーボ AF 連続撮影中にも巧能です。 
上下左ち方向とも両端に突き当たると止まりとなります。 

参 AF 作動中に〈回〉ボタンを押すと、瞬時に AF フレーム 
自動選択へ切り換えることびでさます。 

• C . Fn -11-1 と同じ操作でも AF フレーム（自動選択含む) 
を選択することびできます。 

参 C . Fn -1]-2 と C . Fn -1 8-1，2 ( 一] 38) を併用したとき 
の上下ち向の選択は、〈ボタンを押して〈〇〉操作 
で行ってください。 

:〈圆〉ボタンと 〈 FEL 〉 ボタンび入れ代わります。 


C . Fn -1 2 



i :する 


MENU 适 

Cfn/RFn , ニユー 


ミラーアップ撮影 


1:接写や望遠撮影で、ミラー作動によるカメラブレを防止す 
るのに有効です。ミラーアップ撮影の方法については、 
] 日4ページをご覽ください。 


C . Fn -1 3 


か . J 

I 0:4 日ち/中汽 


1 : 11 さ/ AF フレ ー A 2 あ 

2:11ま/キタ t 

3: 9古/ AF フレー&3» 


AF フレーム数/スポット測光 


1: AF フレームを]]点に限定した、 AF フレーム連動スポッ 
卜測光びでさます。（一 66) 

2 : AF フレームを] ] 点に限定、スポット測光は中央部スポッ 

卜測光になります。卜 66) 

3 : AF フレームを 9点に限定した 、 AF フレーム 連動スポット 

測光びでさます。（一 66) 


U # スポット測光モードを選択しないと AF フレーム連 
動スポット測光になりません。 

• C . Fn -1 3-1, 2の設定または解除を行うと、登録した 
AF フレームト 68) び中央 AF フレームとなります。 

同 ♦ スポット測光！;(外の測光モードち選択でさます。 

^ # C . Fn -1 3-1, 2, 3の AF フレーム自動選択は、常に 
4已の測距点で行われます。 

• C . Fn -13-1 ，3を設定してスト□ボの FE □ック撮影 
を行うと、任意選択した AF フレームで FE □ックす 
ることびでさます。 


C . Fn -1 1 AF フレームの選択方法 
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mn カスタム機能で変更でをる内容 


C.Fn-14 日中シンク□•スト□ボ露出自動低減制御 



日：自然な日中シンク□描写びオートで得られます。 

1:夕曰など強い逆光下での人物撮影で、人物び露出アンダー 
になるのを防ざます。 


C.Fn-15 スト□ボの咬ジク□タイミング 



1:低速シャッター速度設定時に光源の軌跡を写し込むとさに 
有効です。シャッターび閉じる直前にスト□ボび発光しま 
す。シンク□タイミング切り換え機能びない EX シ U —ズ 
スト □ ボで後幕シンク□びできるようになります。切り換 
え機能内蔵の EX シ U —ズスト□ボでは、スト□ボ側の設 
定び優先します。 


C.Fn-16 セイフティシフトの設定 



シャッター優先 AE と絞り優先 AE にセイフティシフトを設定す 
ることびでさます。 

1:被写体の明るさび急に変化して、シャッター優先 AE 、 絞 
り優先 AE の設定値び不適切になってち、設定値を自動変 
要して適正露出にします。 


C.Fn-17 AF フレームの領域拡大 



1:任意選択した AF フレームの範囲を上下左ち1つずつ広げ、 
7点で被写体をとらえます。任意の1点では追従でさないよ 
ラな不規則に変化する被写体を撮影するとさに有効です。 

2 :使用レンズの焦点距離や、 AF モード、動体予測 AF 時の被 
写体の速さなどに応じて、カメラび自動的に AF フレーム 
の範囲を設定、7点あるいは] 3点で被写体をとらえます。 
被写体の動さび予測でさないよラな場合に有効です。 


同 ♦AF フレームの領域拡大は、選択した AF フレームを 
^ 中必に拡大されるため、外寄りの AF フレームを選択 
したときは、図のように拡大領域びルさくなります。 


7点拡大 


13点拡大 



« C . Fn - l 3併用時も領域拡大します。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn-18 登録 AF フレームへの切り換え 



1:〈図〉ボタン対甲すと登録した AF フレームに切り換えます。 
2 :〈図〉ボタンを巧している間だけ、登録した AF フレームに 
切り換えます。ボタンを離すと元の AF フレームへ戻りま 
す。選択している AF フレームと、登録した AF フレームを 
交互に切り換えなびら撮影したいとさに有効です。 

-:&- C . Fn -04- l , 3を組み合わせて設定すると、〈図〉ボタ 
ン単独押しで登録 AF フレームの切り換えと AF スタート 
を同時に行うようにすることびできます。 


C.Fn-19 レンズ. AFX トップボタンの機能変更 



l : Af 式夕ート 
2: AED ツク C タイマー中） 

3 ： A 尸フレーム巧わ自れ白 l ^ Kq ^ 
4: A . F モ-ド WSMI 过 I 邸 iifl 
5:をプレ tfE なお巧の 


MENU を一 …-— び iVRT が二 i — 


1:押している間だけ AF び作動します。巧している間は、力 
メラ側操作による AF 作動は行いません。 

2 :測光タイマー作動中に巧すと AE □ックします。ピント合 

わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 

3 : AF フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ4己点 

AF フレーム自動選択になります。任意選択から自動選択 
へ瞬時に切り換わるので、 AI ヴーボ AF 作動中に任意 AF で 


追従でさなくなったとさに有効です。 

AF フレーム自動選択時に巧すと、巧している間だけ中央 
AF フレームび選択されます。 

4 :ワンショット AF 設定時に巧すと、押している間だけ AI ヴ 
ーボ AF になり、 AI ヴーボ AF 設定時に押すと、押している 
間だけワンショット AF になります。移動•停止を繰り返す 
被写体で、ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF を交互に切り換 
えたいとさに有効です。 

已：レンズの手ブレ補正機能スイッチを ON にしておくと、押 
している間だけ手ブレ補正機能び作動します。 


同 AF ストップボタンは、大型の超望遠レンズにだけ装備 
^ されています。 


C.Fn-20 AI SERVO 被写体追従敏感度 



1，2: AF フレームを横ざる障害物の影響を少なくしたいとさ 
に有効です。 

3, 4 :ランダムな距離にある複数の被写体を次々撮影すると 
さに有効です。 

同この機能を設定しても、 AI ヴーボ AF の追従速度は変化 
^しません。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容/ Min カスタム機能の一括解除 


C.Fn-OO フォーカシングスクリーン 



日：ニューレーヴーマットスク U —ン使用時に設定します。 

1:レーヴーマットスク U —ン使用時に設定します。 

E 0 S -1 D の標準フォーカシングスク U - ンは、 Ec - CIII で 
すので、購入時の状態は C . Fn - 日日-1に設定されています。 

园フォーカシングスク U —ンを交換したとさのカスタム 
機能 （ C . Fn - 日日）につきましては、164ぺージを参照し 
て < ださい。 


MENU 


カスタム機能の一巧解除 


C . Fn - 日日を除く、全てのカスタム機能を一括して解除（日に設定）することびでさます。 



メニューか5 [カスタム機能一括解除]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回して、 
〈冉〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [カス 
タム 機能一括解除]を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を 
離します。 


面 


n 存 


カスタムな能一樹怪除 


巧用中めカスタム碟お忙 Fn-C 
給く)を一巧稱除しまずか？ 


■が ■ 

MEMU な 


ヤンをみ J 

びが RFn > ニユ 



一括解除する 

♦ 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈©〉を回して [0K] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

時 カスタム機能び一括解除されます。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 
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MENU 


カスタム機能のグループ登録 


MENU 


カスタム機能のグループ登録 


あらかじめ設定したカスタム機能を、スポーツ撮影用、スナップ撮影用、風景撮影用などに 
分けて3グループまで登録することびでさます。 

なお、 C . Fn - 日日 r フオー カシングスクリーンの特性に合わせる」は、グループ登録できません。 


あ!5かじめカスタム機能を設定ずる (一 132) 



メニューか5 [パ-ソナル機能 (P.Fn) 設定]を選 
ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して、 
〈冉〉を選びます。 

• < SELECT 〉ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [パー 
ソナル機能 ( P . Fn ) 設定] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから 
指を離します。 



■> [P.Fn 0] を選ぶ 

^参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [ P.Fn 
0] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 



4 


瞪録]を選ぶ 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回して [登録] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 
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mm カスタム機能のグループ登録 


P,Fn * 0* 

カスタムな盛の爱^ ■適用 

P. Fn-0-l P.Fn-0-2 P. Fn-0-3 


をれていません 


カスタム機能めを母 - gffl 


斑斬)カスタム挫削を 
P - Fn -0 -l にき绿しまずが？ 


5 


6 


J を 


ンをみ. 


登録ずる番号を選ぶ 

♦ 〈 SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈 © 〉を回して登録 
する番号 [P.Fn-0-l] 〜 [P.Fn-0-3] を選び、〈 select > 
ボタンから指を離します。 

— 未登録の番号を選ぶと[登録されていません]といラメ 
ッセージび表示されます。すでに登録されている 
番号を選ぶと、グループ登録されているカスタム 
機能の内容び表示されます。 

登録ずる 

• 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈©〉を回して [OK] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 



登録内容を確認する 

参 登録内容を確認して、 〈 SELECT 〉 ボタンを巧します。 

時 手順の画面に戻ります。 

♦ さらに登録を行う場合は、手順〜を繰り返しま 
す。一度、登録した内容を変更する場合も同様の手 
順となります。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニュー画面に戻り、再 
度〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 

• 登録したカスタム機能のグループ内容をカメラに適 
用するには、次ページの『グループ登録したカスタ 
ム機能を使用する』を参照してください。 


メニユ—機能 
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mn カスタム機能のグループ登録 


MENU 


グループ登録したカスタム機能を®用ずる 


『カスタム機能のグループ登録』（一前ページ）で登録したカスタム機能の内容をカメラに適用 
します。 


〇 因け，な 

カスタム踩能 CC . Fn ) 巧を 

01-102 -i 03 -D 04-3 05-0 Dfi-Q 日？- □ 

0日 '0日 9-0 1日-日11-日口-日13 -3 14 -日 
15-0 16 -D 17-2 1日-：?け-1 20-3 0 D -： 
バーソナル法お^戶_^ Fn )^ 

カスタム踩能一括巧除 
パーソナル楼相一括おが 

ME "。 公 Cfn/mi だユー 


メニューか5 [パ-ソナル機能 (P.Fn) 設定]を選 
ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して、 
〈冉〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [パー 
ソナル機能 ( P . Fn ) 設定] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから 
指を離します。 


〇 因 け 
P . Fn 孙 を结恩巧 

。スタム稱龍の畳な■苗巧 


P - Fn -0 -l P . Fn -0-2 P . Fn -0-3 


ぴ n/RFn だユ 



に Fn 0] を選ぶ 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して [ P.Fn 
0] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 


〇 面け 颗 

P，Fn * 0* を绿遇苗 

カスタム瑣窮の客な，道巧 

P - Fn -0 -l 

P . Fn -0-2 P . Fn - 日-3 

MENU た 

CRVI>fn たユー 


[適厢を選ぶ 

参 〈 SELECT 〉ボタン対甲しなびら〈 〇〉を回して随曲 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

時 未登録の場合には [適用] び選べません。『カスタム 
機能のグループ登録』卜14日）を行ってください。 


P，Fn * 0* 登録 
カスタム瑣扼の客な ， M 

P . Fn -0-2 P . Fn -0-3 

登 It 内容 

01-102103 004 -3 05-006 *0 07-0 
DB-S の-] 1 日- 011-0 12-0 13-3 14-0 
15-0 16-0 17-2 18-2 19-120-3 

MENU を CJWPFn だユ - 


^ 適用する番号を選ぶ 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧し 


>ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して適用 
する番号 [ P . Fn -0- l ] [ P . Fn -0-2] [ P . Fn -0-3] のいずれ 

かを選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 
登録されている番号を選ぶと [登録内容] び表示され 
ます。未登録の番号を選ぶと、 [登録されていません] 
というメッセージび表示びされます。 
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mm カスタム機能のグループ登録 


〇因バ 9 
カスタム機能めを巧 - jiffl 


P - FnOl めカスタ么战能を 
遇巧しますか？ 


5 


適用する 

♦ 〈 SELECT 〉ボタンを巧しなびら〈©〉を回して [0 K ] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 


■抓 ■ r 子—が域レ! 

MENUS びが P かだュー 


〇 因け 9 
P，Fn を録 @ 汚 

カスタム瑣躯の登結■道巧 

P-Fn-0-l P.Fn-0-2 P. Fn-Q-3 
留绿巧智 

01-102-1 03 0 04 305-006 C 07-0 
08 009 010 0 11-0 12-こ 13-3 14-〇 
巧-日 16-0 17-2 10-2 19-1 20-3 

MENU ろ CFn/Pfn だユー 


^ 適用内容を確認する 

W — 適用したカスタム機能のグループ番号び、緑色に 
表示され、適用内容び表示されます。 

♦ 適用内容を確認します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニユー画面に戻り、再 
度〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 
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パーソナル機能につし、て 

パーソナル機能とは、カスタム機能よりもさらにさめこまかな設定変更を巧能とする機能の 
ことです。 

パーソナル機能の設定は、付属のソフトウェアを使い、 EOS - ID とコンピューターを接続し 
て行います。詳しくは付属のに日 S -1 D ソフトウェア使用説明書」を参照してください。 

なお、 P . Fn -0 カスタム機能のグループ登録は、 EOS -] D 単体でのみ設定することびできま 
す。（一14日） 


パーソナル機能の頃目 


P . Fn - No . 

項目 

00 

カスタム機能のグループ登録 

01 

撮影モードを限定する 

02 

測光モードを限定する 

03 

マニュアル露出撮影時の測光モードを指定する 

04 

シャッター速度の上限、下限値を設定する 

0己 

絞り数値の上限、下限値を設定する 

06 

撮影モードと測光モードの登録-切り換え 

07 

連続撮影時、ブラケティング撮影を繰り返し行ラ 

08 

ブラケティング撮影時の撮影コマ数 

09 

C . Fn -09-2, 3のブラケティング撮影順をプラス補正^1準^マイナス補正の順に行う 

10 

プ□グラムシフトのシフト量を保持する 

11 

欠番 

12 

欠番 

13 

AI ヴーボ AF 連続撮影を撮影速度優先で行ラ 

14 

レンズ駆動によるピント検出（サーチ駆動）を行わない 

]已 

AF 補助光の投光を禁止する 

16 

ピント固定、シャッターボタン全巧し状態で合焦したら自動撮影する 

17 

快つ レーム自動選択を選べないよラにする 

18 

C . Fn -11-2 設定時に AF フレーム自動選択を可能にする 

19 

連続撮影の速度を設定する 

20 

連続撮影時の撮影コマ数を制限する 

21 

撮影後、シャッターボタン OFF で静肅動作する 

22 

欠番 

23 

各種タイマー保持時間を変更する 

24 

バルブ撮影中、表示パネルの照明を消さない 

2已 

ク IJ アボタン （ QUALITY+ WB) ON 時の初期状態を変更する 

26 

欠番 

27 

電子ダイヤルの設定ち向（回転）を反転する 

28 

サブ電子ダイヤルによる露出補正を禁止する 


* P . Fn -1 1,12, 22, 26の欠番について 

P . Fn - 日〜28までの番号とその内容を、 EOS - l V と合わせるために欠番 （ EOS - l V にあつ 
て、 EOS - ID にはない項目）を設けています。 
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MENU 


パ■ソナル機能の解除と再設定 ~ 


付属のソフトウェアで設定-登録した、パーソナル機能の解除と再設定を行うことびでさま 
す。なお、設定内容の変更は付属のソフトウェアでのみ行うことびでさます。詳しくは、付 
属のに日 S -1 D ソフトウエア使用説明書」を参照してください。 



1 a 田 口 再 1 

P.Fn がか 

—Eir OFF 

シ甘ッター速度め上限、下 おち 

上 お 

1" 日嫩 

下限 

い 6 峨 

MENU 出 

Cfn/RFn タニユー 





メニューか5 [パーソナル機能 ( P . Fn ) 設定]を選 
ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して、 
〈冉〉を選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈段〉を回して [パー 
ソナル機能 ( P . Fn ) 設赶 を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから 
指を離します。 

解除、または再設定するパーソナル機能の 
番号を選ぶ 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回して解除 
するパーソナル機能のき号を選び、 〈 SELECT 〉 ボタ 
ンから指を離します。 



解除、または再設定ずる 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回します。 
解除は [ OFF ]、 再設定は [ ON ] です。選んだら 
< SELECT 〉ボタンから指を離します。 

— [ ON ] [ OF 円の ラち、有効になっているちび緑色で 
表术されます。 

♦ さらに解除/再設定を行う場合は、 手順）、 3 を繰 
り返します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニュー画面に戻り、再 
度〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 



パーソナル機能の一括解除(-146)を行ったとさにも、上記の手順で再設定する 
ことびでさます。 
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MENU 


パーソナル機能の一巧解除 


付属のソフトウエアで設定-登録した、パーソナル機能を一括して解除することびでさます。 


〇 固け 病. 

乃スタム堪能に* Fn)m 

01-0 の-日 03-0 04-D 05-0 日ち-日 0トロ 
0白-日が-日. 1Q-Q 11-0 17 -U 13-日 14-Q 
1日-日 16-0 17-0 10-0 の-日 20-0 00-1 
パーソナル機能 CP - Fn ) をま： 

カスタ占挫館一巧苗除 
パごシナル援おこ括おな 

MEMU 出 ぴ n/Pfn タニユー 


メニューからレくーソナル機能一括解除]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して、 
〈冉〉を選びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回し 
て [パーソナル機能一括解除] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタン 
から指を離します。 


a 


田 り 

パ ー y ナ J レち!削一挂騰 


バ-ソか哪巧を 
—巧招給しますか？ 


MEMU 出 


rr ヤツたル 
ぴ n/Pfn タニユ 



一括解除ずる 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈段〉を回して [0K] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 
"•設定び 終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消えて、 
メニューび終了します。 



-括解除したパーソナル機能は、 [パーソナル機能 (P.Fn) 設定] で再設定することびでき 
ます。い14己） 
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メンテナンス 

曰付/時刻の設定や、バックアップ電池の交換、撮像素テのクリ 
一ニングについて説明します。 


9 
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MENU 


曰が/時刻を設定する 

日付や時刻を設定•修正するとさは、次の手順で設定します。曰付/時刻は撮影した画像に 
記録されます。 



〇 因け が 

曰巧/時刻 

日付/時 g 脂船して下きし、 

■■.n‘30 13:10 

年/月/目 

(2001/11/30) 

MENU た 七ブトアップタニユー 




メニューか!5旧付/時刻]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈媒〉を回して、 
〈け〉を選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 〈 Q 〉 を回して [日 
付/時刻] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

日付と時刻を設定する 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを巧して設定する年月日時分を選 
びます。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押すたびに、設定位置び変わり 
ます。 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈〇〉を回して希望 
する数きを選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離しま 
す。 

— 設定すると、次の項目に移動します。 


〇 因け 


曰巧/時効 



日な/時を店巧定して下さし、 
2日日1.12. 30 13:10 


(2001/12/30) 

MENU な セブトアップタニユ ー I 


表示順を選ぶ 

♦ 曰付の種類は〈 SELECT 〉 ボタンを押したまま〈〇〉 
を回すとじ(下のように変わります。 

I 

年/月/曰 

I 

月/曰/年 

I 

曰/月/年 

t 


4 〈 MENU 〉 ボタンを押ず 

— 日付、時刻び設定され、メニューに戻ります。 

参 もう一度 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、液晶モニタ 
一び消えて、メニューび終了します。 


« 撮影した画像には撮影した曰付/時刻び一緒に記録されます。曰付/時刻び設定さ 
れていないと、撮影した曰付/時刻び正しく記録されませんので、必ず正しく設定 
してくださし、。 
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日付/時計機能用電池を交換する — 

曰付/時計機能用電池（バツクアツプ電池）の電池寿命は約]日年です。バツテ U —交換で曰 
付/時刻び U セツトされるようになったら、新しい CR 2 日2已 U チウム電池を次の手順で交換 
して < ださい。 


1 

©1 


1 


曝 


夕 

e 


(+) 

漏 


1 

難 


「," 〈©〉スイッチを 〈 OFF 〉 にして、バッテリ 

一を取り出す 

参 電池はバッテ U —室の上部に収納されています。 


1 


ふたを取り外す 

♦ 図に示すねじをゆるめます。 


電池を取り出す 


4 


新しい電池を入れる 

• (+) 側を上にして入れます。 


5 


ふたを取り付ける 

参 バッテ U —を入れて〈©〉スイッチを 〈 ON 〉 にす 
ると、液晶モニターに「曰付/時刻」の設定画面び 
表示されますので、]48ぺージ.手順 2 〜 4 の 
操作で曰付/時刻を設定します。 


9 メンテナンス 


W 電池は、必ず CR 2 日2已 U チウム電池をお使いください。 
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MENU 


撮像素子をクリーニングずる 


撮像素テとは、フィルムカメラでいえばフィルムにあたる部分で、この撮像素テの表面にゴ 
ミやほこりなどび付くと、撮影した画像の同じ部分に黒い点などび写り込むことびあります。 
このよラな場合は、次の手順で撮像素テの表面についたゴミなどをク U —ニングしてくださ 
い。ただし、撮像素テは非常にデ U ケートな部品ですので、ク U —ニングび必要なときは、 
でさるだけキヤノンサービスセンターにお申し付けください。 

ク U —ニン グを行ラ場合は、 DC カプラー キットによる家庭用電源を使用してください。バッ 
テ U —を使用する場合は、必ず残量の十分にあるバッテ U —を使用してください。 

また、ク U —ニングを始める前に、レンズを取り外してください。（一 26) 



1 DC カプラーかバッテリーを入れて（一 23, 
2 己)、〈慶〉を 〈ON〉 にする(一 29 ) 


a 因 

け 巧 

才ートパつ'—オフ 

1 巧 

ファイル 香 号 

ぷしま 号 

曰 巧/時刻 

2001/11/30 

CF 力ード™ It 


をみ 马リ 导ヴ 

m モニタ-の明るさ 


ファームウエア 

柏 r. 

言語 

日本度 

1 MENU •ぶ セットアップ タニ ユ ー 1 


メニューむ、5 [センサークリーニング]を選ぶ i 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して、 
〈け〉を選びます。 

参 〈 SELECT 〉ボタンを押しなびら〈〇〉を回して比ン 
ヴークリーニング]を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を 
離します。 



[0K] を選ぶ 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈類〉を回して [0K] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

• 液晶モニターび消え、上面表示パネルに r / To ' Cinj 
び点滅表示されます。 



4 シャツターボタンを全押しずる 

■ミラーび 上びり、シャッターび開きます。 
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mm 撮像素子をクリーニングする 



撮像素子をクリーニングする 

参 ブ□アー（市販品）で慎重に撮像素テ表面のほこり 
を吹き飛ばします。 



〇 


クリーニングを終了する 

参 〈©〉を 〈 OFF 〉 にします。 

— カメラの電源び切れ、シャッターび閉じ、ミラー 
び下びります。 

• 〈©〉を 〈 ON 〉 にすると、通常の撮影準備状態に 
なります。 


参ク IJ 一ニング中は、カメラの電源を絶対に切らないでください。電源び切れる 
と、シャッターび閉じ、シャッター幕破損の原因となります。 

参ブ □アーは、ブラシの付いていないちのを使用してください。ブラシび撮像素 
テに触れると、表面に傷び付くことびあります。 

•ブ □アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。バッテ U —切 
れや停電などにより電源び切れるとシャッターび開じ、シャッター幕破損の原 
因となります。 

•高圧の エアーやガスを吹さ付けて清掃しないでください。圧力により、撮像素 
テび破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで撮像素テの表面に傷び付く 
ことびあります。 
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カメラを快適に使っていただくために、この『資料』を設けました。 
撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの紹 
介などを行います。 
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デジタルカメラ • 写真の甚本用語解説 

AE 

Auto Exposure (オートエクスポージャー)の略でカメラび自動的に露出を調節する機能です。 
カメラに内蔵された露出計で自動的に最適な露出（シャッター速度と絞り数値の組み合わせ） 
びミ夫まります。 

AF 

Auto Focus けートフオーカス）の略でカメラび自動的に焦点（ピント）を合わせる機能です。 

CF (コンパクトフラッシュ）力ード 

ル型のフラッシュメモ U カードです。このカメラでは、撮影画像を記録するのに使用します。 

DCF (デイーシーエフ）規格 

DCF は、 Desi 呂 n rule for Camera File system (デヴィンルールフオーカメラファイルシ 
ステム）の略です。 

デジタルカメラなどで撮影した画像ファイルなどをメーカーの異なるデジタルカメラや関連 
機器間で手軽に利用し合える環境を整えることを目的に、（社)電子情報技術産業協会 ( JEITA ) 
によって標準化された規格です。本カメラは DCF 規格に準拠しています。 

旧0(イソ）感度 

フィルムの光に対する感光度（感度）の強さを示すデータです。通常 「ISO 2 日日」 のように表 
記します。 に日 感度は数値び大さくなるほど光に対する感光度び強くなります。デジタル カ 
メラでも、フイルムに準じて IS 日 感度び使われます。 

JPEG (ジェイペグ） 

Joint Photographic Experts Group (ジョイントフオトグラフィックエキスパートグルー 
プ）形式の略です。 

カラー画像を圧縮して保をするためのファイル形式です。圧縮率び選択でさますび、圧縮率 
び高くなるほど伸張（画像の復元）したとさの画像は劣化します。 

RAW ( I □ク） 

撮像素テの生 （ RAW ) データを保をする、コンピューター画像処理を前提としたファイル形式 
です。 

画像劣化のないち式で圧縮-保を-解凍されますので、付属の専用ドライバソフトの画像処 
理機能によって、使用目的に最適な画像を創ることびできます。 

sRG 巨 

Microsoft 社と Hewle け- Packard 社び共同開発したカラーマッチングに関する規格で、こ 
の規格に準拠したカメラ、モニター、アプ U ケーション、プ U ンター間での、同一色再現を 
実現するものです （ S は Standard の略です）。 


1已4 


絞り数値 

レンズに組み込まれている絞りは開□部を開けたり閉じた 
りして、撮像素テに当たる光の量を調整します。この開 □ 
部の大ささを表した数字（焦点距離-開□径）を絞り数値と 
いいます。このカメラの表示パネルやファインダー内に表 
示される絞り数値は、カメラに取り付けたレンズの種類に 
よって異なりますび、 ] .日〜 9] となっています。 



シャッター速度 

カメラ本体に組み込まれているシャッターは撮像素テに当たる光の量をシャッターび開いて 
いる時間の長さで調整します。このシヤッターの開いている時間の長さをシヤッター速度と 
いいます。 


初期化 

CF カードの初期化とは、 CF カードの内部を画像データの書き込みでさるように整えることで 
す。初期化を行なうと CF カードに記録されている全てのデータび消去されるので、初期化を 
行う際は十分を意してください。 


ファイル名について 

ファイル名は、工場出荷時に決められたカメラ固有の文 
字と、ファイル番号の組み合わせにより自動的に付けら 
れます。カメラ固有の4衍の文字は変更でさません。フ 
アイル番号は、設定したファイル番号の設定ち式卜已 6) 
によって自動的に付けられます。 


(例） 5F9Z0001.JPG 


T 

拡張テ 
ファイル番号 
カメラ固有の文字 


拡張テは、 JPEG 形式で撮影した画像は UPG」、RAW 形式で撮影した画像は 「TIF」 となりま 
す。また、音声ファイルの拡張テは rWAV」 となります。 


ファームウェア 

ファームウェアとは、機器を制御するために組み込まれたソフトウェアのことで、 E0S-1D 
では、このファームウェアによって撮影、画像処理などび行われます。ファームウェアはあ 
らかじめカメラに組み込まれていますび、八'-ジョンアップびアナウンスされたときなどは、 
お客様自身で更新できるよラになっています。 



資 


料 


1已已 























デジタルカメラ*写真の基本用語解説 


被写界深度 

ピントを合わせた被写体を中/こ\にして前後にもピントび合っている範囲びあります。この範 
囲のことを被写界深度といい、絞り数値を大さくする（絞りを閉じる/ル□径絞り）ほどピン 
卜の合っている範囲び前後に広くなります。これを被写界深度び深くなるといいます。逆に 
絞り数値をルさくする（絞りを開く/大□径絞り）とピントび合う範囲び狭くなります。これ 
を被写界深度び浅くなるといいます。 

被写界深度には次のよラな性質びあります。 

①絞り数値び大さくなるほど被写界深度は深くなる。 

•••絞り込むほど被写界深度は深くなる。 

③同じ絞り数値ならレンズの焦点距離び短いレンズほど被写界深度は深くなる。 

•••望遠レンズよりち広角レンズのほうび被写界深度は深くなる。 

③ 同じ絞り数値なら遠方の被写体にピントを合わせるほど被写界深度は深くなる。 

④ 被写界深度はピントを合わせたところを中必にして手前側に浅く奥側に深い。ピントの合 
う範囲は一般的に手前側1に対して奥側び2になる。（下図参照） 




絞り数値 F 22 絞り数値 F 2 


露出 

撮影するために撮像素テに光を当てることを露出（または露光）といいます。また、に日感度 
に応じた適切な光を当てることを適正露出といいます。適正露出は、「シャッター」と「絞り」 
の組み合わせで調整します。 
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露出警告表示一覧 


撮影モード 

表示警告例（点滅） 

意味 

対応 

P 

\ 1 / 
-扣 い一 

/ 1 \ 

\1/ 

-け- 

/|\ 

被写体び暗すざます。 

1) に日感度を上げてください。 

2) スト□ボを使用してくださ 
い。 


\ 1 / 
-IBOOO 
/ 1 \ 

が一 

1 \ 

被写体び明るすざま 
す。 

1) に日感度を下げてください。 

2) 減光用の ND フィルターを使 
用して < ださい。 

Tv 

IES 

\レ 

/|\ 

露出アンダーになり 
ます。 

1) 〈£^〉を回してシャッター 
速度を遅くしてください。 

2) に日感度を上げてください。 



ぶ一 

/|\ 

露出才ーバーになり 
ます。 

1) 〈£^〉を回してシャッター 
速度を速くしてください。 

2) に日感度を下げてください。 

Av 

\ 1 / 

— — 

/ 1 \ 

5.6 

露出アンダーになり 
ます。 

1) 〈^〉を回して絞り数値を 
ルさくしてください。 

2) に日感度を上げてください。 


\ 1 / 
-あ 日日日 
/ 1 \ 

5.6 

露出才ーバーになり 
ます。 

1) 〈£^〉を回して絞り数値を 
大さくしてください。 

2) に日感度を下げてください。 


B 0 

ぶ一 

/|\ 

希望する被写界深度 
び得られません。 

1) 被写体からでさるだけ離れ 
て再度操作してください。 

2) ズームレンズを使用してい 
る場合は、広角側にセット 
して < ださい。 

DEP 

\ 1 / 
-30,' - 
/ 1 \ 

- け- 
/|\ 

被写体び暗すざます。 

1) に日感度を上げてください。 

2) スト□ボを使用してくださ 
い。 


\ 1 / 

—る 日日日 

/ 1 \ 

が一 

1 \ 

被写体び明るすざま 
す。 

1) に日感度を下げてください。 

2) 減光用の ND フィルターを使 
用して < ださい。 


ra 警告表示例は、使用するレンズの最ル絞り数値び F1. 4、最大絞り数値び F22 のと 
L&J さの表示例です。使用するレンズによって、最ル絞り数値、最大絞り数値び異なり 
ます。 
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プ□グラム線図 

EF 日日 mm F1.4 USM を使用して、 〈P〉 プ□グラム AE に設定したときのプ□グラム線図を 
术しす 0 


10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 



図の見方 

図の横軸はシャッター速度、縦軸は絞り数値を表しています。 

図の左端と上端に目盛られている被写体輝度 （EV 数値）の変化に対し、プ□グラム AE で自動 
的に決まるシャッター速度と絞り数値の組み合わせび色の線で示されています。 

例：被写体輝度び EV1 2の場合、上端の] 2の点からち下4己°のち向にのばした線とプ□グラ 
ム線図の交点を見ると、シャツター速度1/32日、絞り数値 F3 .已び自動的に設定されること 
びわかります。 
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シャツター速度と絞り数値の表示 

シャツター速度の表巧 

シャツター速度は]/3段ステツプで変わります。「 IBODDj から「V」までは分数の分母を表し 
ています。例えば、「•'巧」は1/12己秒を表しています。また、「日"身」は日.3秒を、「の'」は 
1己秒を表しています。 

絞り数値の表示 

絞り数値は]/3段ステツプで変わります。数字び大さくなるほどレンズの絞り径はルさくな 
ります。表示される絞り数値の範囲はレンズによって異なります。 


1/3段ステップ 
シャツター速度1 絞り値 


1/2段ステップ 
シャツター速度]絞り値 


1段ステップ 

シャッター速度1 絞り値 


5 H H H H 

H M M V no 5 nu 
〔3 Hj ,, rn 


因巧 シヤツター速度と絞り数値の設定を1段ステツプまたは]/2段ステツプに変更する 
ことびできます。 （C.Fn- 日6一] 34) 
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エラーコード 表巧 

カメラに異常び発生すると、上面表示パネルに 「 Err XX 」 の表示びでます。エラーコードに 
応じて、1ソ下の対応を行ってください。 

頻繁にこのエラーコードび表示されるとさは、故障ですので rxx 」 の数値を控えて最寄りのキ 
ヤノンサービスセンター（別紙）にお持ちください。 

また、撮影直後にこのエラーコードび表示されたとさは、撮影されていない場合びあります 
ので、 〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧して画像の確認をしてください。 


エラーコード 

対応 

Err 

日! 

レンズの接点を清掃してください。（一 11) 

Err 

日 S 

CF カードに問題びあります。次のいずれかの対応を行ってください。 
CF カードの抜さ差しを行う。 CF カードをフォーマットする。別の 
CF カードに交換する。 

Err 

03 

CF カード内のフォルダ数び多すざます。初期化されている CF カー 
ドに交換してください。 

Err 

の 

CF カードの容量びいっぱいです。不要な画像を消去するか、十分な 
空さ容量のある CF カードに交換してください。 

Err 

BB 

バッテ U —を抜さ差ししてください。 


メッセージー覧 

液晶モニターに表示されるメッセージにはじ(下のちのびあります。 

表示メッセージ 

詳細内容 

処理中… 

カメラびデータを処理しています。しばらく、お待ちください。 

画像読み込み中... 

記録画像を読み出しています。しばらく、お待ちください。 

指定でをない画像です 

[M-WB 画像選択] で、指定できない画像を選びました。 

再度、指定巧能な画像を選んでください。 (-43) 

[フオルダ番号 FULL] 

フオルダは作成できません 

フォルダの通し番号び最大値 （999) になったため、フォルダび作成 
でさません。不要なフォルダをコンピューター上で消去するか、フ 
ォルダ番号に余裕のある、 CF カードに交換してください。 

[CF 力—ド FULL] 

フオルダは作成できません 

CF カードの容量びいっぱいのため、フォルダび作成でさません。残 
量のある CF カードに交換するか、 CF カードの記録画像をコンピュ 
一夕一に取り込んだ後、不要な記録画像やフォルダを消去してくだ 
さい。なお、消去した画像は復元でさませんので、十分を意してく 
ださい。 
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メッセージー覧 




表示メッセージ 

詳細内容 

に F 力-ド FULL] 

録音できません 

CF カードの容量びいっぱいのため、録音でさません。不要な記録画 
像を消去してください。なお、消去した画像は復元でさませんので、 
十分を意してください。(-121) 

録音できません 

音声ファイル （ WAV 形式）データび破壊されているか、フォーマッ 
卜形式の異なる音声ファイルびを在します。コンピューターで不要 
な音声ファイルを消去してください。 

初期化できません 

CF カードを交換してくだ 
さい 

CF カードを初期化でさませんでした。指定の CF カードに交換して 
<ださい。 

CF カードび初期化されて 
いません 

CF カードび初期化されていません。初期化してください。（一] 26) 
CF カードに異常びあります。 CF カードの初期化を行うか、指定の 
CF カードに交換してください。 

CF カードがありません 

CF 力ードび入っていません。指定の CF カードを入れてください。 

プ□テクトされています 

プ□テクトされている画像を消去しようとしました。消去する場合 
はプ□テクトを外してから、再度、消去してください。卜11 9) 

登録されていないので適用 
でをません 

未登録の P . Fn - 日の番号を適用しようとしました。登録している 
P . Fn - 日の番号を選んで適用してください。卜 142) 

画像がありません 

表示できる記録画像び CF カードに入っていません。このメッセージ 
は、メニューの施晶 モニターの明るさ] の設定で、表示できる記録画像 
びないとさにも表示されます。通常の撮影を行って画像を記録する 
か、画像び記録された CF カードに交換してください。 

再生でをない画像です 

互換性のないフォーマット形式の画像を再生しようとしました。 
データび破壊されている画像を再生しようとしました。 



資 
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tm かな ?とおちえになる前に 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、この表を参考にしてカメラをチェックしてくだ 
さい。 


電源 


バツテ U —び充電 
でさない 

専用のバッテ IJ 一を使用していますか？ 

.. 専用のニッケル水素パックを使用してください。卜 22) 

チャージャーに正しくセットしましたか？ 

バッテ1」_を正しくセットしてください。卜 22) 

く®〉スイツチを 
〈 ON 〉 にしてち力 
メラび作動しない 

バッテ U —び消耗していませんか？ 

バッテ IJ — を充電してください。卜 22) 

/、ン/テ U —を正しく入れましたか？ 

- バッテ IJ - を正しく入れてください。卜 23) 

CF カードス□ットカバーび開いていませんか？ 

— CF カード取り出しボタンび飛び出すまでしっかりと差し込み、 CF 力 
-ドス□ットカバーをしっかりと閉じてください。（一 27) 

〈©〉スイツチを 
〈 OFF 〉 にしてちア 
クセスランプび点 
滅する 

撮影後、すぐにメインスイッチを 〈 OFF 〉 にしても、 CF カードへの画像 
記録を行なうため、数秒間はアクセスランプび点滅します。 

CF カードへの画像記録び終了すれば、アクセスランプは消え、自動 
的に電源び切れます。 

バツテ U —の消耗 
び早い 

バッテ U —び十分に充電されていますか？ 

十分に充電してください。 (-22) 

ノー ■の寿命ではありませんか？ 

新しいバッテ IJ - をお買い巧めください。卜 1 66) 

電源び勝手に切れ 
る 

オートノ くワーオフ機能び働いていませんか？ 

もう一度メインスイッチを 〈 ON 〉 にするか、オートパワーオフ機能 
を棚]にしてください。卜 13 日） 

表示パネルに 
〈亡□〉のみび点滅 
している 

ノ \ y テ U —の容量び極端に少なくなっています。 

バッテ U - を充電してください。卜 22) 
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故障かな？とお考えになる前に 


撮影 


撮影-記録びでさ 
ない 

CF カードび正しくセットされていますか？ 

CF 力ードを正しく入れてください。（一 27) 

CF カードびいっぱいになっていませんか？ 

新しい CF カードに入れ換えるか、不要な画像を消去してください。 
(一27, 122) 

バッテリーび消耗していませんか？ 

バッテ IJ- を充電してください。卜 22) 

ピントは合っていますか？（ファインダー内の合焦マークび点滅してい 
ませんか？） 

- ちラー度シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせなおして 
ください。それでもピントび合わないとさは、手動でピントを合わ 
せてください。（一 74) 

液晶モニターの表 
示-画像び不鮮明 
になる 

ゴミやほこりびついていませんか？ 

眼鏡ふさややわらかい巧などでふいてください。 

液晶び消耗していませんか？ 

お買い上げの販売店またはキヤノンサービスセンターにご相談くだ 
さい。调 J 紙） 

画像びボケて写つ 
ている 

レンズのフオーカスモードスイッチび 〈MF〉 （または 〈M〉） になってい 
ませんか？ 

. レンズのフオーカスモードスイッチを 〈AF〉 にしてください。 (-26) 

シャッターボタンを巧すとさに手ブレを起こしていませんか？ 

手ブレを起こさないようにシャッターボタンを静かに巧してくださ 
し、卜29, 35) 

CF カードび使え 
ない 

CF カードのデータび壊れていませんか？ 

:; CF 力ードを初期化してください。卜 126) 

: 指定された CF 力ードを使用してください。卜2, 3) 


撮影画像の確認-操作 


画像を消去でさない 

固像にプ□テクトをかけていませんかつ 

プ□テクトを解除してください。（一]] 9) 

撮影年月曰/時刻び 
正しぐ表のされない 

曰付/時刻び正しく設定されていますか？ 

日付/時刻を正しく設定してください。卜 148) 
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フォーカシングスクリ■ンを交換したとま — 

このカメラはフォーカシングスク U —ンを撮影目的に合わせて交換することびでさます。お 
使いになるフォーカシングスク U - ンのタイプに応じてカスタム機能 C . Fn - 日日で適正露出の 
基準設定を変更する必要びあります。 


スクリーンタイプ 

スクリーンモデル 

カスタム機能 CF - 日0の設定 

回：ニユーレーヴーマットスクリーン 

Ec - M 、 Ec-R 

0 

囚：レーヴーマットスクリーン 

Ec タイプ ( A , 目， C ， CII ， CIII ， D ， hUL ) 

1 


〇 田け を 

カスタ女搜ぉに Jn) 脈」 ■■■ 
01-0 02-0 DS-a D4-n D5-n Ofi-D U7-U I 
0日 c 09-010 0 U-Q12-. 日 13 -日 14-D 
15-0 Ifi-n 17-U 10-n 19- 日 7D-U nD-I 
バーソホル崔裤 FfO 袋定 
カスタム磯能一巧解除 
パ ーy ナル腳目一括祖 


MEWJ 吿 


び〜中 fn タニュ ーI 


CM 田 

C.Fn *0日 + 

:?ザーカシンクスク u -ン 
0;阻 Ec - N , R 


け .再 


1:の Ec-A,B^C, CI.e%D.H,],L 

读用ずまを搜フォーカシンタスク U— ッめ I 
话巧を话技してか S 巧宝してください 
相-安スクリーンは 「1J です 


MENU 女 

が n/Pfn タニュー 

CM 因 

け 

ホ 

C，Fn * 日 Q* 



フゴーわシンヴスクゾーン 



C . Fn -00- l でよいですか？ 


■。— 

MENUS 


雨逃也」 

びが RFn タニユ- 


メニユーか5 [カスタム機能 ( C . Fn ) 設定]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を回して、 
〈冉.〉を選びます。 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタン対甲しなびら〈〇〉を回して [カスタ 
ム機能 ( C . Fn ) 設定] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を 
離します。 

カスタム機能 C.Fn 00を選ぶ 

♦ 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈段〉を回して [00] 
を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 

• 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇〉を回して希望す 
る項目を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから指を離します。 


メッセージの内容を5崔認する 

♦ まちびいなければ、 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら 
〈 Q 〉 を回して [0 K ] を選び、 〈 SELECT 〉 ボタンから 
指を離します。 


W C ， Fri - 日日はグループ登録できるカスタム機能に含まれません。 


S 參 カメラを購入したままの状態でお使いになる場合は、カスタム機能 C . Fn - 日日-1 
の設定を変更する必要はありません。 

• フォーカシングスク U —ンの交換ち法は、フォーカシングスク U —ンの使用説 
明書を参照してください。 

参 Ec - A 、 Ec - B 、 Ec-k Ec - L は中央部びプ U ズムになっています。プ U ズム部を 
基準にした評価測光、スポット測光では適正露出び得られません。測光モード 
は中央部重点平均測光か中央部を除くスポット測光をお使いください。 
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フオーカシングスクリーンを交換したとを 


フオーカシングスク U —ン Ec には次のタイプびあります。 


Ec - A 標準マイク □ 


Ec - H 目盛入りレーザーマット 



F 己.目より暗いレンズで 
はマイク□プ U ズム部に 
カゲ U び生じます。 



構図決定に便利な目盛び 
中央と周辺部についてお 
り接写、顕微鏡写真に適 
しています。 


Ec - B ニュースプリット Ec - I 十字入りレーザーマット 


F 己.6より暗いレンズで 



をスプ U ット部にカゲ U 



び生じません。 

(§) 


中央の十字部分でピント 
を合わせます。顕微鏡写 
真や天体撮影に適してい 
ます。 


Ec - CII 全面レーザーマット Ec - L ク□ススプリット 

縦線と横線を利用してピ 
ントを合わせます。 
F 己.目より暗いレンズで 
はスプ U ット部にカゲ U 
び生じます。 


rn - tub - 11、り J 偽华乂ソリ_-厂 L 



ン 


〇 


喔） 


Ec - CII I レーザーマット Ec - N ニューレーザーマット 



A EOS - lD と EOS - l V では、同じフオーカシン 
IIW グスク U —ンを使用してち見える範囲び異な 
ります。図は Ec - D に交換したとさの例です。 


E0S-1D 

^3 


EOS- IV 


の 

、 

心 

) 
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主なアクセサリー(別売） 

ニッケル水素パック NP - E 3 

E 0 S -1 D 専用の強力な電源パックです。電源の定格1 2 V 。 
約己日日回！;(上の充放電繰り返し使用びでさます。フル充 
電で約己日日コマ（常温）の撮影びでさます。 




ニッケル水素チャージャー NC - E 2 

ニッケル水素ノ くック NP - E 3 用の急速充電器（過充電防止 
機能付さ）です。 ] パックの充電所要時間は約] 2日分、一 
度に2パックの取り付けびでさます。また、二次電池特有 
のメモ U —効果を解消する放電機能(所要時間約8.己時間） 
も備えています。電源は AC ] 日日〜24日 V にそのまま対応 
します。 



クリップオンタイプスト□ボ 

アクセヴ U —シューに取り付けて使用する、ク U ップオ 
ンタイプスト□ボとして、 EX シ U —ズスピードライトび 
あります。通常の AE 撮影と同じ操作感覚で、 E - TTL 自動 
調光、八イスピードシンク afP 発光)、 FE □ック撮影な 
どのスト□ボ撮影を行うことびできます。なお、已已日 EX 
では、簡単な操作で、 E - TTL 自動調光対応のワイヤレス 
多灯撮影びでさます。 



マク□スト□ボ 

近接撮影用スト□ボとして、 EX シ U —ズマク□スト□ボ 
びあります。 

片側発光から、光量比制御まで、高度なライティングを 
E - TTL 自動調光で簡単に行うことびできます。また、八 
イスピードシンク □ ( FP 発光）、 FE □ック撮影のほか、 
己日日 EX をスレーブにしたワイヤレス増好機能など、多様 
なマク□スト□ボ撮影に対応しています。 
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主なアクセサリー（別売) 



U モートスイッチ RS -80 N 3 

超望遠撮影、マク□撮影、長時間露光（バルブ）撮影など 
におけるカメラブレ防止に有効な U モートスイッチです。 
コード長は約8日 cm 。スイッチはシャッターボタン半押 
し、全押しと同じ機能、およびレ U —ズ□ック機能を備 
えています。ワンタッチ□ック式接続プラグを EOS-lD 
の U モコン端テに接続して使用します。 


タイマー U モートコント □ ーラー 




TC -80 N 3 

①セルフタイマー③インターバルタイマー③長時間露光 
タイマー④撮影回数設定機能を内蔵した、コード長約 
8日 cm の U モートスイッチです。時間は、 ] 砂から99時 
間己9分己9秒まで]秒単位で設定でさます。 E0S-1D へ 


の接続プラグはワンタッチ□ック式です。 



ワイヤレスコント□ーラー LC -4 

最大到達距離、約]日日 m のワイヤレスコント□ーラーで 
す。送信機と受信機で構成されています。受信機のカメ 
ラ接続プラグは、 E0S-1D の U モコン/通信端テ対応•ワ 
ンタッチ□ック式となっています。 



視度補正レンズ E 

内蔵の視度調整機能との組み合わせでさらに調整範囲び 
広びる視度補正レンズ E び1日種類 （一4clpt 〜 + 3clpt) 用 
意されています。 



CF 力ード 

撮影した画像を記録するためのメモ U —力ードです。 

CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめし 
ます。 



PC カー ドアダプター 

CF カードをコンピューターの PC カードス□ットや、力 
-ド U —ダーへ差し込むためのアダプターです。 
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システム 7 ツプ 




ラバーフレーム Ec 



ラバーフレーム Ec 


圆- 



視度瓶レンズ E 



I 

アングルフアインダ ー C 


I ® I r @ 1 


□同 



I 感 I r # 1 


圆日 




I 」チウム電池 CR 202 巳 


固 


固 


ニッケル水素パック NP - E 3 




DC カプラー キット DCK - E ] 


^11：^=^ 




ニッケル水素チヤージャ ー NC - E 2 


フ オーカ シングスクリーン Ec 

__________ 巧 S 史9 S モ-与 R A A 9化を；;々父9 « « 9み巧 « « » ♦ 
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システムマップ 
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まな仕様 

■型式 

型式 . デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 . CF カード（タイプし II 準拠） 

撮像画面サイズ .28.7 X 19.1 mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群（有効撮影画角は、表記焦点距離の約 

1 .3 倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

形式 . 高感度 • 高解像度大型単板 CCD センサー 

画素数 . 有効画素：約41已万画素 （2496 X ] 662) 

総画素：約448万画素 (2664 X 1681) 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルターち式 . RGB 原色フィルター 

□ ーパスフィルター . 固定式、撮像素テ前面に配置 

■記録お式 

記録フォーマット形式 . DCF ( JPEG )、 および RAW 

記録画像形式 . JPEG 

RAW (12 bit ) 

RAW + JPEG 同時記録 . 可能 

ファイルサイズ .(1) ラージ/ファイン：約 2.4 M 目 (2464 X 1 648画素） 

(記録画素数） (2) ラージ/ ノーマル：約] .3 MB (2464 X 1 648画素） 

(3) スモール/ファイン：約]. 1 M 目 （1232 X 824 画素） 

(4) RAW :約 4.8 MB (2496 x 1 662画素） 

* ファイルサイズは、被写体条件、 ISO 感度により異なる 

フォ J レダ設定 . フォルダ作成/選択可能 

ファイル番号 （1) 通し番号 

(2) 才ート U セット 

(3) 強制 U セット 

現像パラメーター . 標準のほか、任意設定した現像パラメーターを3種類登録可能 

インターフェース . IEEE ] 394(専用ケーブル使用） 

■ホワイトバランス 

種類 . オート、太陽光、日陰、くもり、電球、董光灯、スト□ボ、 

マニュアル、色温度数値•直接設定、カスタムホワイトバラ 
ンス（計1日種類） 

オートホワイトバランス . 撮像素テと専用外測センサーを用いた八イブ U ッド•オート 

ホワイトバランス 

カスタムホワイトバランス ........ 任意設定したホワイトバランスを3種類登録可能 

色温度補正 . ホワイトバランスブラケティング： ] 段ステップ±3段 

■カラーマトリックス 

種類 . sRG 巨 、 Adobe RGB 2種類の色空間。 sRG 目では4種類の 

色合いから好みのタイプを選択巧能（計已種類） 

170 
























主な仕様 


■ファインター 

方式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下左ちとち約]日日％ (対有効画素•視野率） 

倍率 . 日.72倍（日日 mm レンズ • 〇〇 . - ] dpt ) 

アイポイント . 2日 mm 

視度調整範囲 . 一3.日〜 +]. 日 dpt 

フオーカシングスク U —ン ........ 交換式 （9 種類)、 Ec - CIII 標準装備 

ミラー . クイック U 夕ーン式全面八ーフミラー(透過：反射= 37 : 

63、ミラー切れ：12日日 mm F 已 .6 までなし） 

ファインダー情報 . AF 情報 （ AF フレーム、合焦マーク）、露出情報（シャッター速 

度、絞り数値、マニュアル露出、測光範囲、に日感度、露出 
レベル、露出警告)、スト□ボ情報（充電完了、八イスピード 
シンクロ、 FE □ック、調光レベル）、 JPEG 記録、撮影可能 
コマ数情報、 CF カード情報 

被写界深度確認 . 絞り込みボタンによる 

アイピースシャッター . 内蔵 

■オートフオーカス 

方式 . CMOS センサーによる TTL - AREA - S 旧ち式 

測距点 . 4己点（エ U ア AF ) 

測距輝度範囲 . EV 日〜18 (常温 • ISO ] 日日相当） 

フォーカスモード . ワンショッ hAF(ONE SHOT ) 

Al ヴーボ AF(AI SERVO ) 

手動 （ MF ) 

AF フレーム選択 . 自動選択、任意選択、ホームポジション（登録 AF フレームへ 

の切り換え） 

AF フレーム選択表术 . ファインタ'一内スーパーインポーズと表术ノ くネルによる 

AF 補助光 . 専用スト□ボの内蔵 AF 補助光による 

■露出制御 

測光ち式 . 21分割 TTL 開放測光 


( 1 ) 評価測光（全ての AF フレームに対応） 

(2) 部分測光（中央部•ファインダー画面の約] 3.己％) 

(3) スポット測光 

-中央部スポット測光（ファインダー画面の約3.8%) 

- AF フレーム連動スポット測光（ファインダー画面の約3.8%) 
-マルチスポット測光（最大入力回数8回） 

(4) 中央部重点平均測光 


測光範囲 . EV 日〜2日（常温-己日 mm F 1.4 使用-に日]日日相当） 

露出制御ち式 . プ□グラム AE (シフト巧)、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 、 

深度優先 AE 、 E - TTL スト□ボ AE 、 マニュアル露出、スト □ 
ボ メーター ドマニュアル 

ISO 感度 . 200〜] 600相当り/3段ステップ )、 ISO ] 00、3200相当 

の感度拡張び可能 























まな仕様 


露出補正 . AEB :1/3段ステップ±3段 

補正因テ：①シャッター速度と絞り数値③に〇感度 
手動：]/3段ステップ±3段 （ AEB 併用可能） 

AE □ック . 自動：ワンショット AF • 評価測光時、合焦と同時に AE □ック 

手動： AE □ックボタン巧しによる（全ての測光ち式で可能） 

■シャッター 

形式 . 撮像素テによる電子シャッターと、電子制御式-フォーカル 

プレーンシャ ッ ターを 併用 

シャッター速度 . 1/1目日日日〜3日秒 （ 1/3段ステップ)、ノりレブ 、X = ] /己日日秒 

レ U —ズ方式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー . 1日秒後/2砂後撮影 

U モコン . N 3タイプ端テ U モコン対応 

■スト□ボ 

EOS 専用スト□ボ . EX シ U —ズスピードライト使用時、 E - TTL 自動調光 

シンク□端テ . あり 

■ドライブ関係 

ドライブモード . 1コマ撮影/高速連続撮影/低速連続撮影 

連続撮影速度 . 高速連続撮影：約8コマ/砂、低速連続撮影：約3コマ/秒 


連続撮影時の最大撮影コマ数... .2] コマ 

ラージ/ファイン ラージ/ノーマル 

スモール/ファイン 
]6コ7 

RAW RAW + ラージ/ファイン 

RAW + ラージ/ノーマル RAW + スモール/ファイン 
* 被写体条件、に日感度により異なる 

■液晶 モニター 


形式 . TFT 式 カラー 液晶 モニター 

画面サイズ . 2.日型 

画素数 . 約] 2万画素 

視野率 . 1日日％ (対有効画素•視野率） 

輝度調整 . 已段階に調整可能 

■再生機能 

画像表示形式 . ①]コマ ( Info .)、 ③]コマ、③4コマインデックス、④9コマ 

インデックス表示 

八イライト表示 . 画像表示形式]コマ （ Info .) と、 ] コマのとさ、画像情報のな 

い白域部分を点滅表示 
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主な仕様 


■記録画像のプ□テクト/消去 

プ□テクト .] コマ/フォルダ内全画像/カード内全画像の単位でプ□テ 

クト、または解除 

消去 . 1コマ/フォルダ内全画像/カード内全画像の単位で消去（プ 

□テクト画像をのぞく） 

■録音機能 

記録ち式 . 内蔵マイクで取り込んだ音声を記録画像に添付 

録音形式 . WAV 形式 

録音時間 .] 回につさ最長約3日秒 

■メニュー機能 

メニュー内容 . ①撮影系、②再生系、③セットアップ系、④カスタム機能/ 

パーソナル機能 

液晶モニター表示言語 . 日本語/英語/フランス語/ドイツ語/スペイン語 

ファームウェアアップデート.…ユーヴー対応にて可能 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 21種67項目 

パーソナル機能 . 2己種 

■電源 

使用電池 . ニッケル水素パック NP - E 3、] 個使用 

* AC アダプター、 DC カプラー併用により、 AC 駆動巧能 

撮影可能コマ数 . 常温 （2 ぴ C ) :約己日日 

低温（日む）：約3日日 

* フ J レ充電のニッケ J レ水素ノ くック N P - E 3 使用時 
バッテ U —チェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間 （1 /2/4/8/1已/3日分）経過で電源日 FF 

バックアップ電池 . U チウム電池 CR 2 日2己、]個使用 

■大きさ-質量 

大ささ .] 已6(幅） X ]已 7.6 (高さ） x 79.9( 奥行 ） mm 

質量 . 12已日呂（本体のみ。電池33已旨） 

■動作環境 

使用可能温度 . 日で〜+4己で 

使用可能湿度 . 8己％下 

参 記載データは全て当社試験基準によります。 

参 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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AEB 撮影 . 

〜解除 . 

AE □ック撮影 . 

AF フレーム . 

〜切り換え . 

〜自動選択 . 

〜登録 . 

〜任意選択 . 

〜を术 . 

〜領域拡大 . 

AF フレーム連動スポット測光 

APE - ド . 

AI ヴーボ AF . 

Av 絞り数値を決めて撮る ....... 

CF 力ード . 

〜入れち . 

〜取り出し力 . 

DEP ピントの合う範囲を決めて撮る 

E - TTL 自動調光撮影 . 

FEB 撮影 . 

FE □ック撮影 . 

に0感度 . 

M 露出をみめて撮る . 

P プ□グラム AE 撮影 . 

RAW 画像と J P E G 画像の同時記録 
Tv シャッター速度を決めて撮る.... 


アイピースシャッター . 

. 101 

アクセヴ U — . 

. 166 

色温度 . 

. 44 

液晶モ—ター . 

. 34 

エラーコード表示 . 

. 160 

音声を録音する . 

. 121 


各部の名称 . 14 

カスタム機能 . 132 

〜一括解除 . 139 

〜グループ登録 . 140 


索引- 


英数字 


〜政た方法 . 

……132 

〜容 . 

……133 

カスタムホワイトバランス . 

. 4己 

構えち . 

. 3己 

カラーマト U ックス . 

. 48 

記録画質 . 

. 38 

現像パラメーター . 

. 已〇 

故障かな？とお考えになる前に ...... 

……162 


再生する . 116 

撮影画像を見る . 己2 

〜確認 . 己2 

〜確認時間 . 已3 

〜再生 .]] 已 

撮影情報表示 . 118 

撮像素テをク U —ニングする . 150 

システムマップ . 168 

自動再生 . 117 

視度調整 . 3己 

絞り数値を決めて撮る . 86 

シャッター速度と絞り数値の表示 ........] 已9 

シャッター速度を決めて撮る . 84 

シャッターボタン . 29 

手動ピント合わせ . 73 

仕様 . 170 

消去 . 122 

] コマ〜 . 122 

CF カード内の全画像〜 . 12已 

フオルダ内の全画像〜 . 123 

初期化 . 126 

ストラップ . 36 

スト□ボの調光補正 . 110 

スト□ボメータードマニュアル . 112 

スト□ボを使った撮影 . 105 

ミ凡用スト□ボを使用した撮影 . 114 

セルフタイマー . 100 

測光モード . 76 

〜種類 . 76 


電子ダイヤル . 30 


46849己8己807026778878990204 
999 R - 6666177668222800049848 
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索引 


パーソナル機能 . 

〜一括解除 . 

〜解除と再設定 . 

八イスピードシンク □ ( FP 発光） 

八イライト警告表示 . 

バッテ U -. 

〜入れち . 

〜充電する . 

〜取り出しち . 

バッテ U —チェック . 

ヒストグラム . 

曰付/時刻を設定する . 

曰付/時計機能用電池を交換する 

被写界深度を確認する . 

表示パネルの照明 . 

ピントの合う範囲を決めて撮る… 

ファイル番ち . 

オート IJ セット . 

強制 U セット . 

通し番号 . 

フオーカシングスク IJ ーン . 

フオルダ . 

〜作成する . 

〜選択する . 

プ□グラム AE 撮影 . 

プ□グラム線図 . 

プロテクト . 

1コマずつ〜 . 

CF カード内の全画像に〜 ......... 

一括解除 . 

フオルダ内の全画像に〜 . 

ホワイトバランス . 

ホワイトバランスブラケテイング 



マニュアルホワイトバランス . 43 

マルチスポット測光 . 78 

ミラーアップ撮影 . 104 

メインスイッチ . S 9 


長時間露光（バルブ）撮影 . 102 

ドライブモード . 99 


長時間露光（バルブ）撮影 . 102 

ドライブモード . 99 



メッセージー覽 . 160 

メニュー機能 . 32 

〜一覧 . 128 

〜詳しい説明 . 32 

〜早わかり . 32 

モデ U ング発光 . 111 


用語解説 . 154 


レンズ . 

. 26 

〜取り付けち . 

. 26 

〜取り外しち . 

. 26 

露出警告表示一覽 . 

. 157 

露出を決めて撮る . 

. 90 

露出を補正する . 

. 92 


ワイヤレス多好撮影 . 111 

ワンシヨツト AF . 61 


資 

料 


46已88232438897386687444已289900016 
4440^22222^44808已己已己6己己己8己^^220|44 
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Canon 

キヤノン株式会社 

キヤノン販売株式会社カメラ販売事業部 

干108-8011東京都港区三田 3-12-1 日（東急三田ビル） http://canon.jp/ 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱いち法、修理サービスのご相談は、機種名をご確認のラえ、お買い上げの販売 
店または、別紙のサービス窓□にご相談ください。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりはお客様にてご 
負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、日本国内におい 
て、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。したびって期間中は原則として修理 
をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっては、期間中でち修理び困難な場合 
と期間後でも修理び可能な場合びありますので、その判定につさましてはお買い上げ店ま 
たは、別紙のサービス窓□にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理箇所を明確 
にご指示のうえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンデジタルカメラホームページのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご利用のかた 
は、お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式会社/キヤノン販売株式会社 
http://canon.jp/camera/ 


この使用説明書は、2日日]年9月に作成したちのです。それ！;(降に発売された製品との組 
み合わせにつさましては、別紙のサービス窓□にお問い合わせください。 


CT1-5133-003 


© CANON INC. 2001 


PRINTED IN JAPAN 









